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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　相良良晴、明智光秀にお仕えするの巻







　相良さがら良よし晴はる、高校二年生はあわてていた。

　気がつくと、なぜか戦国時代の日ひノ本もとに召しよう喚かんされていたのだ。

「待て。なんでだよ。ここはどこだっ!?」

　そんな良晴の目の前には──。

「……こ……ここは、堺さかいの町ですぅ……お腹なかが……すきました……」

　町人・商人・浪ろう人にん・宣教師・南なん蛮ばん人じんに明みん人といった無数の人々の往来がごった返す堺の町の一角に、おでこの広い凜りんとした美少女侍ざむらいが一人、空腹のあまり行き倒だおれになっていた。

　非常食として頭にぶらさげているきんかんの髪かみ飾かざりも、すでに食べてしまったらしい。

　衣服がぼろぼろに煤すすけているのは、おそらく、合戦に敗れて落ち延びてきたからだろう。

「お、女の子が侍をやっている世界だとっ!?　とにかく、しっかりしろ！　きみの名前は？」

「……明あけ智ち十じゆう兵べ衛え、光みつ秀ひで……ですぅ。いきなり天から降ってきたお前こそ、誰だれです？」

「あ、あ、あ、明智、光秀ええええええ!?」

　この子があの、「本ほん能のう寺じの変」で動機不明のまま主君の織お田だ信のぶ長ながを討うち果たすという、日ノ本史上最大の裏切りをやらかした伝説の武将!?　とてもそんな大それた謀む反ほんをやらかしそうな子には見えないが……!?

　どうする？　この子を助けたら、あの織田信長が死ぬことになる。それでは日ノ本の歴史が……い、いや、しかし目の前で倒れている女の子を助けないわけにはいかない、と良晴が光秀を抱だき起こしていると、地元のヤクザ衆たちが、血相を変えてどどどどど……と迫せまってきた。

「見つけたで、十兵衛はん～！」

「わしら賭と場ばの胴どう元もと衆からさんざん資金を借りておいて、足あし利かが幕府は潰つぶれました、金は返せません、では許されへんのやで～！」

「利子はトイチやで！　百倍返しや！」

「借金のカタに、男衆の集つどう『ぱらいそ』へ売り飛ばすで～！」

　なんだあいつら？　と良晴が首を傾かしげていると。

「こ、こらサル男。この土と岐き源げん氏じの一族である高貴な十兵衛に触さわるなです。あいつらはヤクザですう。幕府再建のために銭ぜにが必要だったのですぅ。でももう堺の商人からは金を借りるだけ借りてしまったので、ヤクザ衆からも借金を……そうしたら法外な利子を課せられていて、追われる身に」

「ひい。大おお坂さかのヤクザから金を借りるなんて。ななななんて世間知らずなんだっ!?　十兵衛ちゃん、あいつらに捕つかまったら遊ゆう郭かくに売り飛ばされるぜ!?」

「十兵衛は美み濃のの名門土岐源氏の生まれなのですぅ、お家が断絶するまでは蝶ちようよ花よと育てられたお嬢じようさまだったのですぅ。世の中にあんな悪い奴やつらがいるだなんて知らなかったのですう。ふ、ふ、ふえ～ん」

「で、そこまでして再建中だった幕府は!?」

「ぐすっ……三み好よし・松まつ永ながの輩やからに滅ほろぼされてしまったですぅ。将軍義よし輝てるさまは明へ亡命。十兵衛は……すってんてんの上に、もう行き場所がないのですう」

　なんて運の悪い子なんだ……っていうか世間知らずすぎる。ああもう放ほうっておけねえ、と良晴は決めた。

「俺はたぶん未来から来た相良良晴だ！　明智光秀、ここは逃にげるぜ！」

「ちょ、ちょっと。サル男!?　じゅじゅ十兵衛を担かつぐなですぅ！　放せ、放しやがれですぅ！　がぶがぶっ！」

「首を嚙かむなーっ！　俺は逃げ足だけは速いんだ、任せておけ！」

　待てやコラ～！　あのサル男を簀す巻まきにして堀ほりへと叩たたき込んだれ～！　と追いすがるヤクザ衆を振ふり切って、良晴は十兵衛を抱き上げながら人ひと混ごみの中を激走し──。

「駆かけ込み寺。駆け込み寺はどこだ。あった！　あそこへ逃げるぞ！」

　国際貿易都市・堺に建てられていた「南蛮寺」へと、飛び込んでいたのだった。




　　　　※




「起きやがれです、相良良晴。お前にばかり働かせるのはこの十兵衛の気位が許さないので、三食作ってやるですぅ。べ、別にお前に感謝しているわけじゃないですからね」

　堺の南蛮寺。

　その二階の一部屋を間借りした天下の素す浪ろう人にんコンビ・良晴と光秀は、幸運にもこの南蛮寺で暮らしていた、かの「黒船」に匹ひつ敵てきする破は壊かい力を誇ほこる巨きよ乳にゆうの宣教師ルイズ・フロイスにかくまわれ、ヤクザ衆との間で「利子は返済可能な適正利率に下げる」「良晴が堺の商家で奉ほう公こうしながら借金を分割返済する」というかなりの好条件で和解することができたのだった。

　良晴は一つしかない南蛮ベッドを光秀と二人で共有しているので寝ね返がえりがうてず、身体からだの節々が痛い。それ以前に、隣となりにこんなにも涼すずやかな美少女が無防備な姿で寝ね息いきを立てていると、妙みように興奮してよく眠ねむれない。

　捨て犬状態だった光秀を助けたためか、良晴はすっかり光秀に懐なつかれたらしい。だが、（はあ。世の中、いい人と悪い人の二種類しかいねーと思ってるな、このお嬢さまは。浪人する前は世の中には善人しかいないと信じていたらしいから、これでも世間を学んだんだろうが、俺もまた一いつ匹ぴきの若きエロザルだという真実を十兵衛ちゃんは認にん識しきできていない。ううう。これじゃ毎晩生殺しだぜ、辛つらいなあ～。せめてベッドが別ならば）と数日前まで健康優良男子高校生だった良晴は朝から悶もん々もんとしていた。

「お、おはよう。十兵衛ちゃんが遊郭に売り飛ばされなくてよかったぜ。でも、なんで未来人の俺が十兵衛ちゃんの借金を返すために商人のところで丁稚でつち奉公しなきゃならねーんだ？　なんだか、騙だまされているような気がするぜ」

「騙すとはなんですかっ！　いったん姫ひめ武将を助けておいて、ここで放りだして出て行ったら承知しないですよ！　最後まで面めん倒どう見やがれ、ですぅ！　お前が十兵衛の借金を返済し終えたら、今は京の都で療りよう養よう中の母上に紹しよう介かいしてやりますよ！　未来の日ノ本から明智家再興のために遣つかわされたわが股こ肱こうの臣、人呼んで孫そん悟ご空くう、忠誠無比なサル侍だと！」

「い、いいから、着物を着てくれ。寝ね間ま着きがはだけてるぜ」

「うげっ……みみみ見るなですっ！　だいいちお前は明智家への忠誠心の塊かたまりのくせに、なぜに主君に発情するですかっ!?　おかしいですう！」

「若くて体力をもてあましているけれど彼女できた歴のない男と、一文無しの借金漬づけとはいえ超ちよう美人のお嬢さまが、同じベッドで眠っていたら、そりゃ良心がとがめても身体が勝手に……ぜんぜん、おかしくないよ～」

「超美人？　十兵衛がですか？　ふっふーん。銭をかけずに得意満面の笑えみを浮うかべられる、いい言葉ですねえ。相良サル晴。特別に許可してやるです。お前の主あるじをもっと褒ほめるです！　かしこいとか、血筋が貴とうといとか、人をおちょくる方法をたくさん習得しているとか、剣けんの達人とか、褒めるところは十兵衛にはいろいろあるです。無限にあると言ってもいいくらいですぅ！」

　その爽さわやかなどや顔が憎にくったらしいが、かわいいから逆らえない、と良晴はため息をついた。

　修道女服を着たフロイスが、二人の部屋のドアをノックして、入ってきた。

「おはようございます。ヨシハルさん、アケチさま。ヨシハルさんは朝からイマイさまの商家で丁稚奉公ですね、がんばってくださいね。アケチさまは……ええと、今日も一日、仕官活動でしたね。再仕官は狭せまき門ですが、がんばりましょう」

　うおおおお。フロイスちゃん、おはよう！　なっ、なんて母性溢あふれるおっぱいなんだあああ！　江え戸ど幕ばく府ふの鎖さ国こく政策反対！　戦国日ノ本は織田信長が進めていた開国路線を突つっ走って、七つの海を渡わたり、ヨーロッパの金きん髪ぱつ巨乳美少女を続々と誘ゆう致ちするべきだあああ！　俺はッ！　決して「本能寺の変」を起こさせない！

　良晴がフロイスの揺ゆれる胸を涙なみだ目めで伏ふし拝んでいると、光秀にぽかりと頭を叩かれた。

「ななななぜフロイスの牛みたいにでかい胸を拝むですか！　お前はちょっとおかしいです！　乙女おとめの胸は、十兵衛くらいの慎つつましい大きさがいちばん美しいのですう！　いったいなにを食べたらこんなふうに。もしや血ですか。人の生き血をすするという噂うわさはほんとうですか。ぎりぎりぎり」

「あ、あの、アケチさま。痛いのでわたしの胸を握にぎらないでください」

「それは十兵衛には握れるような胸がないということですか、むきー！」

　十兵衛ちゃん、頼たのむから早く仕官先を見つけてくれよ……だいじょうぶかなあ～また騙されて借金を増やすんじゃないだろうな、とため息をつきながら良晴は奉公先である今いま井い宗そう久きゆうのもとへと向かったのだった。




「商売は、商人の戦いくさでっせ。ふむ。未来人の相良良晴か……もう十七歳という大人でありながら、算そろ盤ばん術も弁舌術も交こう渉しよう術も、堺商人の基準から見れば、いまいちでんな。押し出しは強いが、お前の性格はむしろ武家向きや」

　いかつい顔をしたコワモテの大男。堺有数の大商人・今井宗久は「フロイスどのからのたっての願いで丁稚として雇やとったはいいが、使い道があらへん」と良晴の扱あつかいに困っていた。なにしろ良晴は、未来の世界では放課後に男友達と駅前の商店街で買い食いしたり、オンライン・オフラインを問わず歴史ゲームをプレイしてばかりの高校生だったのだ。いきなり生き馬の目を抜ぬくような堺の商家で戦力になれるわけもない。

「す、すまねえ。今井の大おお旦だん那な。必ず戦力になるから、そこをなんとか！　俺が首になったら、いよいよ十兵衛ちゃんが売り飛ばされちまう！」

「せめて最さい新しん鋭えいの算盤術でも覚えとったなら、帳ちよう簿ぼつけくらいはできるんやけどなあ。未来の日ノ本では、算盤は廃すたれてしもうたとか。どないして数字の計算をしとるねんな。難なん儀ぎなこっちゃ」

「算盤なんて見たこともねえよ～。で、でも、パソコンがあれば、エクセルを使えるぜ！」

「商人は南蛮の魔ま法ほう使つかいとは違ちがいまっせ、相良良晴」

　さて、それがしは道楽でやっとる屋台に立つとしよう、と今井宗久がうなずき、千枚通しを手にしていた。

「屋台？　道楽？」

「そや。門外不出、今井家のお宝『粉こな物もの食しよつ鑑かん』に伝わる、新味料理──『たこ焼き』を屋台で焼いて売り出すんや」

「た、たこ焼き？　戦国時代に？　『粉物食鑑』ってなんだよ？　もしかして、俺以前にこの時代に来ていた未来人が書いたのかな？」

　わが今井の家は種たね子が島しまの製造販はん売ばいで荒あら稼かせぎしておるが、このままではいつまでも死を売る武家商人。人の飢うえを満たし命を救う食の道でも金かね儲もうけの柱が欲しいとたこ焼きを焼きはじめたはいいが、専用の鉄板を用いるたこ焼き作りはえらく難しい。外はかりかり中はとろとろ、という半熟具合がたこ焼きの命やからな。店にはそれがし以外にうまく焼ける者がおらんのや、と今井宗久が頭をかいた。

「その上、熱々だと美う味まいが冷めると中身が固まって食感が変わるし、すぐに傷いたむ、と観光人たちにちと飽あきられてきてますんや。その場で買い食いするには最高やが、お土産みやげとしてはちょっと、と。たこ焼きにちょっと一工夫して、もう少し日持ちし、冷めても美お味いしいお土産料理を作れれば、ええんやが」

　食文化の歴史を変えることになるが、すでにたこ焼きを伝授している先人がいるんなら問題ねえ、と良晴は膝ひざを叩いていた。

「油だよ、大旦那！　油で揚あげれば長持ちするし、かりかりに揚げりゃあ冷めても食感はあまり変わらないぜ！　もはや、たこ焼きじゃなくて、たこ揚げだがな！」

「たこ揚げ!?　なんちゅう奇き天て烈れつな。もしや、未来料理かいな？」

「そう。未来料理！　本格料理はぜんぜん作れねーが、Ｂ級グルメなら俺に任せてくれ！」

「面おも白しろそうや。相良良晴。その法ほ螺ら話、乗った。銭の匂においがぷんぷんしよるで。それがしとともに、たこ揚げ料理を開発するんや！　商売が軌き道どうに乗った暁あかつきには、たこ揚げ販売権は両者で折半。お前にのれん分けさせて店を出させたるがな！」

「おう！　俺の仕事場が見つかったぜ、大旦那！　見ていろ十兵衛ちゃん！」

　こうして相良良晴は、「今井宗久の料理人」として堺に己おのれの居場所を見み出いだしたのであった──。

　良晴が戦国時代の堺に持ち込んだたこ揚げは、たちまちのうちに、たこ焼きと並ぶ堺名物料理となった。




「……これで……よかったのだろうか……なにかが間違っているような気がするぜ……戦国日ノ本の歴史を、俺、めちゃくちゃにしてね？」

　良晴が呆ぼう然ぜんと立っている横で。

「やったですううううう！　今井どのからのれんをいただいて、堺の大通りに念願の『明智屋』を開くことができたです！　十兵衛の借金もたこ揚げの稼かせぎですべて返済し終えましたし、もはや二人の未来にはなんの障害もないですね相良良晴！」

　ぱんぱかぱーん。

　商人姿が板についてきた十兵衛が最高に晴れやかな笑顔で新生「明智屋」の女将おかみとして店先に立ち、フロイスがそんな十兵衛に花束を贈ぞう呈ていする。

「おめでとうございますヨシハルさん、アケチさま。たこ揚げは、いまや揚げても揚げても追いつかない堺の名物料理。武器弾だん薬やくを扱わずとも、食べ物一本で商売ができますね。ヨシハルさんはまだまだ未来料理の構想をお持ちですし、商売繁はん盛じようは疑いなしですね。素晴らしいことです」

「礼を言ってやるです宣教師。十兵衛と良晴をかくまったお前には先見の明があったですぅ。この十兵衛は、受けた恩は必ず返す主義です。洗礼を受けてやってもいいですよ？　洗礼名は、ガラシャがいいですね」

「せ、洗礼と恩義とはまた別ですから。あはは……」

「……ここだけの話、これからはキリシタンになっておいたほうが商売しやすくなる時代になりそうなのです。つまり、良晴を南蛮相手の商売に乗り出させるですぅ」

「な、南蛮貿易に本格的に乗り出させるのですか？　そ、外海は荒あれます。船が難破したら命はありませんよ」

「いえいえ。この十兵衛が福の神としてついてやってるんだから、問題ないです！　十兵衛は良晴とともに、海の向こうの世界へ二人で行ってみたいのです！」

　うーん。織田家を放置していていいのだろうか……明智光秀は織田家に仕官しなきゃならないのでは……っていうか十兵衛ちゃん、自分の仕官活動をすっかり忘れて、ずっと俺の手伝いをしているけれど、このまま商人になっちゃっていいの？　と、良晴は戸と惑まどいを隠かくせない。

「な、なあ十兵衛ちゃん。土岐源氏と明智家の再興はいいのか？　このままじゃ、商人ルート確定だぜ？」

「そうですね……先日、京へ行って母上にお伺うかがいを立ててきたのですが、母上は『いい笑顔ですこと。十兵衛が幸せを摑つかめるのでしたら、武家働きにこだわることはないのですよ。武家をやめても、商人として世界に明智家の土岐桔き梗きようを翻ひるがえすことはできるはずですし、なによりもあなたの幸せが第一ですよ。これも天命でしょう』と許してくださいました。ありがとうございます、母上……！」

「ええっ？　ぶ、武家を捨てるだって？　ほんとうにいいのか、十兵衛ちゃん？」

「よ、良晴と一いつ緒しよに生きていけるのならば、いいのですぅ」

「……じゅ、十兵衛ちゃん……」

「そ、それともお前は、十兵衛の婿むこになりたくないとでも言うですか？」

「えっ？　婿っ？　あ、いや、それは、ちょっと話の流れが速くね!?」

　光秀が「ぽっ」と頰ほおを染めながら、くねくねと妙みような踊おどりをはじめた。

「十兵衛は尽つくす女ですから、お前の名字を名乗ってやってもいいのですが、でもダメですよ。そもそも屋号が『相良屋』では、九きゆう州しゆうならば格がありますが、堺では格落ちしますです。ここは『明智屋』でなければ、譲ゆずれませーん！　なによりも母上の悲願、明智家再興のためです。武家は捨てても明智の名は捨てられないのですぅ。ですから、お前が明智家に婿に入るです！」

「ヒエ～ッ!?　ちょ、ちょっと待って十兵衛ちゃん!?　十兵衛ちゃんが俺の嫁よめになるか、俺が十兵衛ちゃんの婿になるのかの二択たくなのかよっ!?　いつの間にそういう話になっていたんだっ!?」

「だーっ！　なにを言いだすのですか！　お前が十兵衛を拾って助けた瞬しゆん間かんからに決まっているです！　お前はこのかしこくてかわいくて高貴で天才なのに運だけがなくて歴史に埋うもれるはずだった十兵衛を護まもるために、未来からやってきたのですぅ！　もちろん、十兵衛もお前をどこまでも護ってあげますから♪」

「い、いや、そ、そ、その、ちょっと考えさせて！　話が唐とう突とつすぎて」

「お前は十兵衛が嫌きらいなのですかっ!?　さんざん親切にしておいて、ひ、ひどいです。ぐすっ……」

「そそそそんなことねーって！　ちょっとばかり自画自賛のどや顔が鼻につくが、ほんとうにかしこくてかわいいと思うよっ！　俺にはもったいないくらいの女の子だ！　それに──」

　それに、俺は十兵衛ちゃんを「本能寺の変」だなんて悲劇的な運命には導きたくない。きっとお人ひと好よしの十兵衛ちゃんは織田家に仕官したあと、誰だれかに騙だまされてあの謀む反ほん劇を演じさせられてしまうんだ。演じさせられたあと、用済みとばかりに切り捨てられて、謀反人として始末されてしまうんだ。その「誰か」が誰なのかは未来から来た俺ですらわからないけれど、ずっと一緒に暮らしてきて、十兵衛ちゃんが自分の主君を殺すような悪い子じゃないことはよくわかっている。

　だから、たとえ歴史がめちゃくちゃになってしまっても、俺は──。

　良晴は、未来への希望に満ちて目を潤うるませている光秀に「本能寺の変」の未来を、告げられなかった。未来は変えられると訴うつたえても、きっと、生き真ま面じ目めな光秀は自分の運命を知れば絶望する。土岐源氏復興も明智家再興も、そしてこの日ノ本の歴史そのものまでをも自分のやらかしでめちゃくちゃにしてしまうと知れば──言葉では言い尽くせないほどに、深く傷つくだろう。

（俺は、この笑え顔がおを奪うばいたくない）

　そうだよ。俺はきっと、十兵衛ちゃんの運命を変えるために、この世界に。

「……よ、良晴。そ、そんな真しん剣けんな表情で見つめられたら……て、照れるです……こ、ここは、店先ですのに……じゅ、十兵衛に、あ、愛を告白するのならば、ひ、人目につかない場所で」

　たこ揚げを買い求めるために行列を作っている人々の見ている前で。

　光秀が、良晴の首にそっと細い両りよう腕うでを回してきた。

　良晴のこんな思い詰つめた表情を、光秀は、はじめて見た。

　ああ。未来から来たこの人は、私の運命を知っている。きっと、私の人生の最さい期ごを、知っている。私を救うために、自分自身の世界を手放して、この戦国の世にはるばる来てくれた──。

　そう確信するとともに感極まってしまって、身体からだが勝手に良晴を求めているらしい。

「じゅ、十兵衛ちゃん!?　ど、どんどん接近してきているじゃねーか。く、唇くちびるが、あ、当たっちまうぜ」

「……う、うう。ダメです。か、身体が、吸い寄せられて……と、止められないですぅ」

「「「若女将！　いっそこのまま祝しゆう言げんをあげてしまうんや～！」」」

　そう。たこ揚げを求めて来た常連客の多くは、たこ揚げのみならず、この十兵衛の笑顔を見たくて来ているのである。一いつ斉せいに、二人をはやし立てはじめた。

「フロイスはん。南なん蛮ばん風の挙式を頼たのむで！」

「そやそや！　『明智屋』開店のその日に、女将が店先で良晴はんと結ばれる！　最高の一日やで！」

　堺衆はお祭り好きである。

「し、仕方ないですね。よ、良晴？　晴れて夫婦めおとになりましたら、今まで以上にじゃんじゃん稼ぐですよ！」

「こ、これでよかったのかなあ～」

　フロイスも、良晴と光秀が互たがいに惹ひかれ合っていることはよく知っていた。良晴は光秀に対して、なぜかぎりぎりのところで奥手なので──その理由まではフロイスにはわからないが──みんなが背中を押してあげなければいけないことも。

「そうですね。お二人ともに異存がないのでしたら、この場で即そく席せきながら、挙式を──お二人は夫婦として、豊かな時も、乏とぼしい時も、病やめる時も健すこやかなる時も、生しよう涯がい、互いに愛と誠実を尽くすことを誓ちかいますか──？」

　光秀が「も、もちろんです」と照れながらうなずき、良晴が「～HAPPY END?～」という字幕が目の前に浮うかんでいるような錯さつ覚かくを覚えながら「おう」と返事をしようとしたその時だった。

　今井宗久と並ぶ、堺を代表する大商人。

　商売のために上じよう洛らくしていた天てん王のう寺じ屋の店主・津つ田だ宗そう及ぎゆうが、堺の町に衝しよう撃げき的な情報を伝えるために急いで舞まい戻もどってきたのだった──。

「津田宗及？　最近堺にいませんでしたが、どこへ消えていたですか？」

「おお、明智光秀さま！　一大事が起きたのです！　足利幕府の滅めつ亡ぼう以来、京の都は混乱をきわめておりましたが──」

「ま、まさか母上になにか？」

「いえ。都の治安は、この国はじまって以来と言い切れるほどに、劇的に改善いたしました。尾お張わりの姫ひめ大名・織田信のぶ奈なさまがいきなりの上洛を果たし、一銭でも民たみから盗ぬすみを働いた兵は斬きり捨てる、と厳命を！」

　織田──信奈!?

　良晴が「信長じゃないのか？　信奈？　姫大名？」と啞あ然ぜんとし、全員が「新たな天下人が出現したんや」「あの尾張のうつけ姫が、天下人になったんかいな」と騒そう然ぜんとしている中、津田宗及は青ざめながら言った。

「その織田信奈さまが、堺の町に多額の矢銭を要求し、堺商人たちから自治権を奪おうとしております！　堺を織田家の直ちよつ轄かつ領となし、代官を派は遣けんすると！　このままでは織田家と堺との間で、合戦になります！」

　今井宗久さまと手前が交こう渉しように当たることとなりましたが、商人衆だけでは到とう底てい説得できません。織田信奈さまは我の強いお方。しかも、神仏も寺社もそして堺衆の銭ぜにの力すらも恐おそれぬ破格の英えい雄ゆうです。叡えい山ざんであろうが大坂本ほん猫びよう寺じであろうが堺であろうが、天てん下か布ふ武ぶの事業に協力せぬのならば乱世を終わらせる意思なしと判断して焼き払はらう、と豪ごう語ごされておられます。明らかに本気です。押し切られます！

　この津田宗及の言葉を聞いた、明智光秀は──。

「良晴。残念ですが、祝言は……取りやめです」

　夢から醒さめたかのように、悄しよう然ぜんとして、しかし毅き然ぜんとして、良晴に自分の決断を伝えていた。

「そうでした。私は──明智十兵衛光秀は、斎さい藤とう道どう三さんさまのご遺志で織田信奈さまにお仕えするために諸国を旅して己おのれを磨みがいていたのでした。あまりにも良晴との暮らしが楽しすぎて、すっかり忘れていましたが……織田信奈さまのもとへ参ります。このまま織田信奈さまを天下布武の志のためにお一人で戦わせていれば、きっと、無数の悲劇が」

「……十兵衛ちゃん」

「あのお方には、斎藤道三さまの志を継ついだ片かた腕うでが……理解者が必要なのです。堺を焼き払うなど、決して信奈さまにやらせてはなりません。私があのお方を補ほ佐さして、そして、防ぎ止めます。どうして、忘れていたんでしょうか。お前が悪いんです、相良良晴。私に、こんな幸せな夢を、見せて……」

　ダメだ。行くな。

　行けば、きみの未来には、「本能寺の変」が──。

　ああ。もう、止められない。

　良晴とのささやかな幸せの中を微睡まどろんでいた、明智十兵衛光秀は──斎藤道三から天下布武の志を継けい承しようした姫武将として、覚かく醒せいしてしまったのだ。

「十兵衛ちゃん。きみの、行く手には」

「予言は無用です。相良良晴。己の運命は、己で切り開きます」

　十兵衛ちゃんは、こんな、悲しげな笑い方もするんだ……なんて美しいんだろう、と良晴は思った。

　フロイスが、無言で両手を組み、光秀に祈いのりを捧ささげていた。神の加護を祈っているのか、それとも、光秀自身の中に戦国乱世を終わらせるための「犠ぎ牲せいの子羊」の覚かく悟ごを見てとったのか──。

「良晴、おさらばです。この店の屋号は、『相良屋』にするです」

　イヤだ！　と良晴は叫さけんでいた。

「俺の商人人生は、『明智屋』でなきゃあ意味がねえんだ！　店はフロイスちゃんに譲るっ！」

「ええっ？　な、なにを言いだすですかっ!?」

「俺も武士として織田家に仕える！　あ、いや、武士が無理なら、織田家の料理人としてでも！　今さら、十兵衛ちゃんを放ほうっておけるかよ！」

「……でも……十兵衛が信奈さまのもとへ行けば、きっと……十兵衛の前ぜん途とには、悲ひ惨さんな、運命が……そうなのですね、良晴？　それなのに、良晴まで、巻き込んでしまっては」

「でももくそもねえ！　明智光秀の運命も未来も日ノ本の歴史もなにもかも変えてやる！　こうなりゃ、どこまでも一緒だぜ！　十兵衛ちゃん！」

　困った人ですね。たこ揚あげ以外に特技がないお前は信奈さまには絶対に採用されないですよ、と苦く笑しようしながら、光秀は良晴の手をそっと握にぎりしめていた。




「というわけで良晴。ちょっとサルっぽいけれど、未来人は貴重だわ！　採用よ！　あんたは今からわたしの草ぞう履り取りよ。朝から夜までわたしに侍はべってとことんお仕えするの。いいわね？　忠誠を尽つくせば、ご、ご褒ほう美びをあげるわ。ただし！　その、きんかん娘むすめとは今ここですっぱり別れなさい！　さもなくば堺は問答無用で火の海よっ！」

「むきいいい！　なにを言いやがるですか信奈さまっ！　家臣になるとは誓いましたが、良晴を譲ゆずるのはお断りですぅ！」

「うるさいわね、きんかん！　よ、良晴はもうわたしの飼いザルと決まったんだからっ！　こいつはわたしのために戦国の世に来てくれたんだって、出会った瞬間にぴぴっと来たのよ！　逆らえば上じよう意い討うちよ！」

「なにが、ぴぴっ、ですか！　あ～っ!?　照れずにさっさと良晴と子作りしておけば、こんなことには！　むきいいい！　こうなりゃ謀反です、謀反してやりますからね！　いくら信奈さまでも、こーんな横暴は許しませんっ！」

「あーあー、せいぜいできもしない謀反の計画でも練っていなさい！　ほらサル！　来なさい！　わたしとともに、天下布武よ！」

　なんでだ。なんで俺、信奈にいきなり一ひと目め惚ぼれされちまったんだ？

　これ……やばくね？　俺のせいで「本能寺の変」勃ぼつ発ぱつじゃね？

　己の前途にただならぬ予感を抱いだきつつ、信奈と光秀にそれぞれ腕を引っ張られながら呆ぼう然ぜんとしている、相良良晴であった。





























































　相良良晴、伊達政宗にお仕えするの巻







　相良さがら良よし晴はる、高校二年生はあわてていた。

　気がつくと、なぜか戦国時代の日ひノ本もとに召しよう喚かんされて──日ノ本に──ちょっと待て。教会に召喚されてしまっている!?　祭さい壇だんにステンドグラスに無数の蠟ろう燭そく！　し、しかしマリア像でも十じゆう字じ架かのキリスト像でもなく──人頭の代わりに黒くろ山や羊ぎの頭を持ったバフォメット像が安置されている!?

　ここは、ほんとうに日ノ本なのかっ!?

「待て。なんでだよ。ここは──悪あく魔ま教会じゃねーかっ！」

　そんな良晴の目の前には──。

「クククク。めご、小こ十じゆう郎ろう！　五ご芒ぼう星せいの魔ま方ほう陣じんを用いた我われの悪魔召喚儀ぎ式しきがついに成功したぞ！　大魔王よ、貴様の名はバロンか？　サタンか。それともベルゼブルかっ!?」

「……姉者……かっこいい……」

「ふえええ。ほんとうに召喚しちゃいましたよぅ？　こ、これから、伊だ達て家は、ど、どうなるんですか～？」

　魔方陣の外側に立っている二人は、包帯まみれの幼女と、涙なみだ目めで怯おびえている爽さわやかな美少年。

　そして魔方陣の中央で良晴と相対している魔術師（？）は、ぴょんぴょんと飛び跳はねながら「フハハハ」と高笑いしている、小生意気なちびっこ。金きん髪ぱつだが碧へき眼がんではない。片方の瞳ひとみだけが赤い。オッド・アイの少女だった。カラコンかな？　と良晴は思った。でも三人とも戦国時代風の衣装を着ているし？

　ぽかり、とオッド・アイのちっちゃい少女に頭を殴なぐられた。

「真名を隠かくしても無む駄だだぞ、観念しろ。うぬは、我に召喚されたのだっ！　わが使い魔として使し役えきされる運命なにょだ！　名をなにょれっ！　さもなくば『十二使徒ボンテンマルモ再降臨魔カクアリタイス界全殺ゴイソード』で叩たたき斬るにょだ！」

「……相良良晴です」

「大魔王サガラーか。なかなか珍めずらしい悪魔を召喚してしまったな。それにしても妙みような服装だな、サガラー。小十郎！　こやつを脱ぬがせてみるにょだ！　『黙もく示し録ろく』に予言されている悪魔の眷けん属ぞくならば、どこかに悪魔の印『六・六・六』が刻まれているはず！」

「こら待て脱がすな！　俺はただの人間だってば！　たぶんここは戦国時代！　俺は四百年先の未来から来たんだ！」

「おお、おお。かわいそうに。なにが、未来から来た、だ。そんな現実味のないガバガバ設定など、今時ありえぬ。どうやら魔界から召喚された時にわが術の影えい響きようで頭をやられてしまったらしいな。ククク」

「お前が妄もう想そうしている悪魔召喚設定のほうがガバガバだ～！　とにかく俺を元の世界に戻せっ！　学校に行かなきゃならねーんだっ！」

「元の世界への帰し方など知るか」

「なんだってえええ～!?」

「すでに、うぬはわが使い魔だ。これからこの我──世を忍しのぶ仮の名は梵ぼん天てん丸まる、しかしてその実体は奥おう州しゆうの覇は者しやにして黙示録のびぃすと、独どく眼がん竜りゆう・伊達政まさ宗むね──に仕える『第二のびぃすと』として、ともに奥州を攪かく乱らんし関東を覆ふく滅めつし日ノ本をはるまげどんの舞ぶ台たいとなすのだーっ！」

　姉者かっこいい……あの長い名乗りを奇き跡せきのように嚙かまずに成功させた……と、包帯まみれの幼女、梵天丸の妹・愛めご姫ひめがため息をつき、梵天丸の小こ姓しようを務める美少年侍の片かた倉くら小十郎が「こんなわけのわからない姫の手て違ちがいで未来から連れてこられたなんて、お気の毒すぎます」と涙ぐんだ。

　良晴は、「なにもかもが間違っている気がするぜ」と頭を抱かかえながら、ぴょんぴょんと飛び跳ねている梵天丸をはっしと摑つかんで、ぶらぶらとさせてみた。

「こらっ、やめろっ！　にゃにをするにょだっ！　猫ねこの子みたいに摑むにゃ、摑むにゃあ！　わが魔力ではね飛ばすぞ！　えろいむえっさいむ、えろいむえっさいむ！」

「ど、独眼竜政宗？　このちんちくりんのガキんちょがっ？　ってか、なんで伊達政宗が女の子なんだ？　しかも……日にち欧おうダブルの子？」

「うぬぬ魔王サガラーめ、わが魔力が通じぬ。主あるじを猫の子扱あつかいしおって。なかなか反骨精神に溢あふれた男であるな！　さすがはわが下僕なのだ！　しかし、我が女の子でなにがおかしいにょだっ！　我は生まれつき女の子にゃのだ！」

「『上うえ杉すぎ謙けん信しん女性説』は聞いたことがあるけれど、『伊達政宗女の子説』は知らなかったな。でも、政宗公が実は南なん蛮ばん人じんと日ノ本人の間に生まれたという異説なら知っている。あの異説は真実だったってことか……」

「いいから、はにゃすにょだ～！　小十郎、どうやら魔王サガラーが暴走を開始した！　はるまげどんにはまだ早い！　我を助けよ！」

　まあ猫の子みたいに放ほうり投げられて踏ふみつけられても文句の言えないそそうを姫はやらかしたと思います、と小十郎が苦笑い。

「だいたい独眼竜という通り名が合ってないじゃねーか。お前、独眼じゃないぞ。詐さ欺ぎだ」

「いーや。今宵こよいのような魔族の集会ではこの赤い魔眼を晒さらすが、人前に出る時は我は眼帯をつけるにょだ。人々は我のこの魔眼を、『祟たたり』の証あかしと恐おそれる。もしも魔眼の力が人々の恐れに共鳴して発動してしまったら奥州が滅ほろびてしまうからな、ククク」

「な～にが祟りだ。こんな綺き麗れいなオッド・アイを持っていながら、ひねたことを言ってやがる。ま、そういう多感なお年とし頃ごろなのかな。独眼竜というより、お前の場合は、『邪じや気き眼がん』竜だな」

「……邪気眼っ!?　にゃんだ、それはっ!?」

「中二病ということさ」

「中二病!?」

「姉者！　『邪気眼竜政宗』という通り名……かっこいい！」

「うむ、めご！　我も気に入った！　さすがは魔王サガラー、人間界にはない邪悪な言葉をたくさん知っているにょだな！　褒ほめてつかわす！　フハハハハハ！」

　かくして梵天丸の通り名はこの日この瞬しゆん間かんから「邪気眼竜政宗」と改められ、そして相良良晴は梵天丸の使い魔（下僕のこと）になったのである。

「というわけで、姫をよろしくお願いしますね、相良どの。ともに伊達家を盛り立てて参りましょう～。妙な方向にかぶいてしまった姫を、この小十郎とともに真人間の道に導きましょうねっ！」

「って、ちょっと待て～！　俺は仕官なんて頼たのんでねーっつーのっ！　家に帰してくれーっ！」

「だから元の世界に戻もどす方法など我は知らぬぞ、あきらめろサガラー！　フハハハハ！」




　　　　※




　それから、一ひと月つき。

　この世にアブダクションとか神かみ隠かくしというものがあるとすれば、俺は貴重なアブダクション体験者なのだろう、と良晴はため息をついていた。

　伊達政宗こと梵天丸は、奥州米よね沢ざわの伊達家のお世よ継つぎ娘なのだった。

　だが、当主の伊達輝てる宗むねとは血が繫つながっていない。最も上がみ家から嫁とついできた母・義よし姫が、婚こん礼れい以前に南蛮商人との間にもうけた子なのだ。そのため、伊達家家臣団には梵天丸を世継ぎと認めない者も多く、伊達家を中心とした幅はば広ひろい婚こん姻いん政策によって保たれている奥州諸大名のバランスは、梵天丸が当主となった瞬間に崩ほう壊かいする可能性が高かった──アンチ・クライストだの黙示録のびぃすとだのを気取る梵天丸も、自分の出自についていろいろと悩なやんでいたんだな、と良晴は思った。とりわけ、母親である義姫が梵天丸に厳しく、梵天丸を離はなれの屋や敷しきに住まわせて、輝宗の実子の竺じく丸まるを手て許もとで養育している。

　梵天丸は、母親の愛情に餓うえているのだった。

　そうと知って、チビガキにちょっとだけ優やさしくしてやるか、と仏心を出したのが運うんの尽き。

「うにゃ～。相良、抱だき枕まくら係が先に寝ねてどうするにょだ。目を覚ませ。ぺちぺち」

「……すっかり懐なつかれちまった……なんで俺がこのチビガキの抱き枕係をやらなきゃならねーんだよ。小十郎の仕事じゃなかったのか？」

「ククク。いつも抱き枕が小十郎では『まんねり』だからな。一日ずつ交代交代で抱き枕係を指名することにした。いずれこの魔王城（梵天丸の館やかたのこと）を『魔王のはぁれむ』にしてやるにょだ！　魔王には、しゅちにくりんのはぁれむがふさわしい！　フハハハ！」

　余計な未来語を教えちまった。どんどん歴史を狂くるわせている気がする、とため息をつきながら、良晴は南蛮ベッドの上で梵天丸の金色の髪かみをわしゃわしゃと撫なでていた。うにゃ～と梵天丸が喉のどを鳴らす。こいつはつくづく猫っぽいよな……と良晴は思った。

「まあ、俺が悪魔の眷属ではなく、未来人だと信じてもらえるようになっただけでもまだマシか……とほほ。いいから一人で寝ることも覚えろ。今はちんちくりんのお前も、あと数年もしたら立派な乙女おとめだぜ」

「夜に一人で厠かわやに行くのが怖こわいにょだっ！　屋敷の庭園に建てた悪魔教会から、ああああ悪魔が出てきたらどーするにょだっ!?」

「嫌いやがる俺を無理矢理召喚しやがった悪魔崇すう拝はい者の台詞せりふとは思えねーな！」

「自分で召喚するのは楽しいが、いきなり出てこられたらおしっこ漏もらすほどびっくりするにょだ」

　好こう奇き心しんが強い梵天丸は、寝しん室しつではいつも未来の話を良晴にねだった。

　南蛮人と日ノ本人の親を持つダブルの芸能人が「てれび」や「もでる」の世界では大人気で、モテてモテてしょうがないという話と、黒い瞳に「からこん」をつけて敢あえて瞳の色を変えるおしゃれが女の子の間で流は行やっているという話が特にお気に入りらしい。

「……我も未来の世界に行けば、人気者になれるのだな。相良。もしかしたら、我に厳しい、母上も……」

　くそっ。反則だぜ。「兄貴本能」をくすぐりやがる。この糞くそ生意気なチビガキにこんな顔されたら、親切者の小十郎でなくても、なんとかしてやりたいと思わずにはいられねー。良晴は（妹ってのも手間がかかるけど、いいもんだな）と思いながら、梵天丸を「高い高い」とつまみ上げていた。

「こらっ離すなっ抱っこさせろっ！　じたばた、じたばた！」

「わざわざ未来へ行く必要はない。今この世界でお母さんと仲良くする方法を、俺と一いつ緒しよに見つけてそして実じつ践せんしようぜ、梵天丸」

「今、この世界で……？　で、できるだろうか、相良」

「ああ、できる！　俺には学校で女の子と仲良くするスキルはなかったが、家族関係は良好だったんでな！　マザコンじゃねーぞ！　お母さんと共通の趣しゆ味みはあるか？　それを突とつ破ぱ口こうにすれば自然と仲良くなれる！」

「殺人格かく闘とう術以外では……りょ、料理、かな？　んみゃ～」

　だが母上は辛から党とうのイカモノ料理好きで、我われは繊せん細さいな舌を持つ美食家にゃのだ。母上を喜ばせるお料理を作るのは我には難しい、と梵天丸。

「そっか。お前、お母さんを喜ばせたくて料理修業をしていたのか……奥州料理に未来料理のレシピを組み合わせて、お母さんの舌を躍おどらせる新味料理を開発しよう。舌……舌か……うん、待てよ？　そうだ、舌だ！」

「にゃんだ相良。我の舌が見たいのか？　おかしな男だなククク。特別に見せてやろう。我の舌は、猫のように細長いにょだ。んべー。ひょうひゃ？　ひょひぇひょひょひひゃひひゃいひゃろう？」

「お、お前の舌じゃねーよっ！　嚙むなよ、嚙むなよ？　そ、そうだ！　奥州伊達家といえば仙せん台だい。仙台といえば──牛タンだ！」

「ひゅうひゃん？」




　数日後。米沢城の本丸に、梵天丸の母・義姫と、影かげの薄うすい父親の輝宗が揃そろって、梵天丸が未来人・相良良晴とともに考案した新作料理をいただくこととなった。

「定例のお食事会の時期じゃないのに、わざわざわたしを呼びつけたからには、よほどの自信作なのでしょうね梵天丸。不ま味ずかったら、ちゃぶ台を返して地じ獄ごくの千本勝負を開始するわよ」

「す、すげえ美人……つか、若い!?　まだ女子大生くらいにしか見えない！　義姫さんって何歳の時に梵天丸を産んだんだ？　くっ、おそるべし戦国時代！　未来だったら相手の南蛮人は間違いなくロリコンとして逮たい捕ほされていたぜ！　ああっ未来の世界は間違っていた！　適てき齢れい期きの女の子との子作りを禁止して、なんでもかんでもロリコンとして取り締しまりやがって！　日本が少子化するはずだ！」

「こら相良、わが母上を見て鼻の下を伸のばしている場合ではないぞ。母上は奥州一の武辺者にゃのだ。お前、殺されるぞククク」

「相良良晴……噂うわさには聞いていたけれど、ヘンな男ねえ。梵天丸、こんなサルまがいの珍ちん獣じゆうを飼っていてだいじょうぶなの？　襲おそわれたり引っかかれたりしない？」

「すぐに我のお尻しりをぺんぺんしたがる無法者ですが、魔ま力りよくで縛しばっておりますゆえ、問題ありません。むしろ我がお仕置きと称しようして襲っております母上。ククク」

「ずいぶん明るくなったわね梵天丸。わたしの前ではいつも怯おびえていたのに、今日はやけに堂々としているわ」

「はい。もしも今日の料理が失敗作で母上が激げき怒どされても、相良がわが身代わりとなって屠ほふられることになっていますにょで。ククク」

「こら待て。誰だれがお前の身代わりになって屠られるかっ！」

　派手派手しく輝かがやいている義姫の隣となりに座っている輝宗は、義姫とは真逆の柔にゆう和わな男で、

「小十郎、虫愛めでる姫とともに、梵天丸を支えてくれる家臣がまた一人。ありがたいゆえ」

　と良晴を伏ふし拝んでいる。虫愛でる姫とは、梵天丸のいとこ・伊達成しげ実ざねのことである。日夜山を駆かけ巡めぐって虫を集めている野生児のような女の子で、梵天丸とは実の姉妹しまいのように親しいのだが、料理会を開くと必ず「虫料理」を提供してくるので、今日は敢えて呼んでいない。

「それでは梵天丸。このわたしのための新味料理、披ひ露ろうして頂ちよう戴だい。失格ならば相良良晴を葬ほうむるわよ」

「本来ならば牛さんは農耕に必要なたいせつな家か畜ちくですが、母上のために今日だけは食材となっていただきましたククク。今は母上だけにしか提供できぬ貴重な牛さんですが、やがて牛さんの大量繁はん殖しよくに成功すれば、奥州の名物とすることができ、町まち興おこしに役立てるやもしれません。これぞ、アンチ・クライストと未来人とが『こらぼ』して開発した魔王料理──『牛タン焼き』です！」

　どどーん。

　梵天丸が披露した料理は、仏教の影えい響きようでおおっぴらな肉食が禁じられている上に、牛が貴重な労働力であるこの時代の武家の食しよく卓たくではありえない外げ道どう料理、「牛タン焼き」だった！

　輝宗は、なにごとにも動じない鈍どん感かんな男なのだが、「牛さんの舌を焼いて食べるとは!?」と珍めずらしく震ふるえていた。

「ヒエ～ッ。余は恐ろしくて腰こしが抜ぬけてしまったゆえ」

　未来じゃ誰もが美お味いしくいただく牛タン焼きだが、戦国時代ではそれほどにインパクトがあるのだろう、と良晴は成功を確信した。

「フハハハハ！　食材になっていただいた牛さんは、悪魔教会にてたっぷり供く養ようしておきまする！　主神として祀まつります！　どうぞ母上！」

「今の日ノ本ではまだまだ牛タンの常食は無理だが、牧場経営に成功すればいずれは奥州名物として売り出せるぜ！　炭火で軽く焼いた後、南なん蛮ばん渡と来らいのレモン汁じるをぶっかければ完成だっ！」

　だが──牛タンがじゅうじゅうと炭火で焼かれているさまを見ていた義姫は、

「ぼ、梵天丸。あ、あなた。で、田畑を耕すための、たいせつな、う、牛の舌を焼いて食べようだなんて……いわば、牛は農耕における神。その神を……しかもよりによって、舌を食材に……手足や胴どう体たいならまだしも、舌を！」

　と、血相を変えてぶるぶると震えはじめた。

　しまった！　イカモノ料理好きの義姫さんのツボをついたつもりだったが、農耕に必ひつ須すの牛さんを食材にするのはさすがにやりすぎたかっ!?　と良晴があわて、梵天丸が「う、ううう。さ、相良」と涙なみだ目めになって良晴に抱きついてきた。

「はははは母上。おおおお仕置きは、こ、この梵天丸が！　さささ相良はただ一心に、この我のために……！」

「こらっ！　いきなりしおらしいこと言うんじゃねえ、梵天丸！　俺が提案した料理だ、俺が腹を切って責任を取る！」

「駄だ目めだっ！　勝手に我を置いていったら許さぬぞ相良！」

　アンチ・クライスト少女と未来人の凸でこ凹ぼこ主従は、お互たがいにぎゅーと抱き合って、けんめいに相手を庇かばおうとしていた。

　しかし──震えながらぱくりと牛タン焼きを頰ほお張ばった義姫は、「ウマアアイ！　こんなの、絶対に美味しいじゃない！」と歓かん声せいをあげていた。

　んにゃっ？　母上？　と、良晴の腕うでの中に抱きしめられていた梵天丸が、子こ猫ねこのような声をあげた。

「あなたもやっと料理の神しん髄ずいがわかってきたみたいね、梵天丸！　そうよ、そうなのよ。祟たたりだの穢けがれだのといった因習や常識を破は壊かいして、誰も食べようと思わないものを敢えて食材に用い、なおかつ美味しく調理してみせる！　この非常識かつ柔じゆう軟なんな発想と勇気こそが、料理の神髄。そして、天下人に必要な思考方法なのよ！　梵天丸、褒ほめてあげるわ！」

　義姫はアンチ・クライストな牛タン焼きに激怒していたのではなく、この珍ちん奇きな新味料理を作り上げた梵天丸と良晴主従への感動と、そして未経験の美味と出会える予感とに震えていたらしかった。

「相良良晴。牛をおおっぴらに食材にされては奥州に飢き饉きんが起こるから、牛タン焼きは当面、門外不出よ。これから梵天丸が奥州を切り取っていくから、領土が増えた暁あかつきには牧場とやらの経営をやってみなさい。戦いくさは成実が、外交その他ほかの仕事は小十郎が。そして、梵天丸が切り取った奥州での町興しの仕事は──未来人のあなたに任せるわ」

　こ、怖かった……お、俺も腰が抜けて立てなくなっちまったぜ……と良晴は脱だつ力りよくしながら、「承知いたしました」とうなずいていた。

　良晴に抱っこされながら、梵天丸は、目を潤うるませて義姫の笑え顔がおを見つめていた。

「……母上。そ、そんな風に我を甘やかすと、我は、安心してしまって、怠なまけてしまいます」

「そうね。お前は臆おく病びようでぐうたらだから、梵天丸。でも、お前はもう怠けないし、人前に姿を現すことを恐おそれることもないわ。これからは、その未来人の相良良晴が、小十郎たちとともにお前を見守っていてくれるのだから──奥州の覇は者しやに、なってみなさい。わたしを喜ばせるためではなく──お前自身の力で、お前の居場所を、この奥州に、いえ、この日ノ本に摑つかんでみせるのよ」

「……母上……」

　家か督とくならばいつでもそなたに譲ゆずる準備ができているゆえ、と義姫の陰かげに隠かくれてよく見えなくなっている輝宗が、うなずいていた。

「相良良晴。あなたこそ、出で羽わ三さん山ざんの神々が梵天丸のために遣つかわしてくれた者。梵天丸の心の傷を癒いやし、そしてこの子のお尻を叩たたいてくれる者。頼たのんだわよ。わたしと、輝宗どのの、たいせつな娘むすめを──」

　良晴は、気づいた。

　もしかして、梵天丸のあのいんちき魔ま方ほう陣じんが作動したんじゃなくて、俺をこの世界に呼んだ者は──？

「ククク。相良。これからは、より主従の仲を深めねばならんな。我は、奥州の覇者となる。これからも我についてこい。よ、よいな」

　腕の中で、梵天丸が涙ぐみながら精せい一いつ杯ぱい「主あるじ」として背せ伸のびしてみせているつもりらしい言葉を、声にしていた。悪魔の眷けん属ぞくを標ひよう榜ぼうしているくせに、まるで天使みたいな透すき通った声だ、と良晴は思った。




「で、どうして俺は梵天丸と一いつ緒しよに露ろ天てん温泉に入っているんだ!?　峡きよう谷こくという絶景を見下ろしながらの温泉は気分いいが……こらっ、暴れるな！　俺の膝ひざを椅い子すにするなっ！」

「しゅ、主従の仲を深めるためには、相良、うぬを人間風ふ呂ろ椅子係としても重用せねばならにゅのだ……ここの温泉はけっこう底が深い。我はちびっこいので、足が届かぬのでな……」

「だ、だからって、裸はだかんぼうで俺の膝の上に座るな！　は、恥はずかしいからやめい！」

「な、なにが恥ずかしいのか。うぬを我の道具として扱あつかっているだけにゃのだ。だ、抱だき枕まくら係と同じであるぞ」

「着衣とすっぽんぽんではぜんぜん違ちがう！　だーっ！　俺はロリコンじゃないロリコンじゃないロリコンじゃない……お前、なんか牛タン焼きの一件以来、妙みようだぞ？　照れ照れになった顔で俺を見上げてくるのはよせ！」

「わ、我は、て、照れてなどいない。た、ただ、母上が……相良、うぬを我の婿むこにしようと考えているようにゃのだ。顔を見ていれば、わかる」

「あの人は発想がいろいろとぶっ飛んでるだけだからっ！　おおおお前の、ととと歳としを考えろっ！」

「我はもう、母上が我を産んだ歳に近づいている。い、いつまでも、お、お子さまではないぞ。た、たしかに今の我はまだつるぺたでちんちくりんだが、す、すぐに、母上似の美しい乙女おとめになる」

「だから、その上うわ目め遣づかいはやめちくり～！　だったらなおのこと、混浴とかまずいから！」

　しかし小十郎って梵天丸の抱き枕係から人間風呂椅子係まで務め上げて、まったく動じないのか。俺と同い年くらいの健康優良青少年だというのに。梵天丸がいくらちびっこいとはいえ、聖人すぎるだろ……ずっと昔からこいつと一緒だったからだろうか？

　良晴は（梵天丸のお兄さん役を笑顔で務めている清らかな小十郎にひきかえ、俺はなにを動どう揺ようしているんだ。相手はチビガキの梵天丸なのに、なぜだっ）と己おのれが呪のろわしくなった。義姫との和解を果たして以来、梵天丸の自分への態度が、微び妙みように変わった気がしてならない。梵天丸はまだぎりぎり子供だし、相変わらず仲の良い兄妹きようだい関係ではあるものの、なんだか、今までとは少し違う意味で梵天丸がかわいく思えてきた。このままではいずれ主従の一線を越こえてしまうのではないかという予感がしてならない。

「さ、相良。命令である、主である我われの身体からだを洗え。最初は右手からにゃのだ」

「ヒエッ。い、い、いえ、そ、それは……ああっ相手は梵天丸なのに、どうして俺はあわてているんだっ!?」

　良晴は泣きそうになった。出羽三山で山やま伏ぶしとして修行したい！

「お、お腹なかはくすぐったいから、最後でいいぞ？　お、お尻しりは……え、遠えん慮りよする……じ、自分で洗う」

　こいつの照れ顔がかわいいと思ってしまう自分が情けない！　もはや地中に埋うまって即そく身しん成じよう仏ぶつしなければ許されないかもしれない！

「さ、相良。うぬが照れてどうする。ますます恥ずかしくなってきたではにゃいか。おかしい。小十郎を人間風呂椅子係にした時には感じたことのない恥ずかしさにゃのだ……お腹が……ほてるにょだ」

「ほ、ホテル!?」

　落ち着け。相手は梵天丸だ。俺は一人っ子で妹慣れしていないから、妹との入浴イベントにちょっとばかり戸と惑まどっているだけだ。こんな時は素数を数えて呼吸を整えろ。素数は彼女のいない孤こ独どくな数……ああ。素数も二十九くらいまではぎりぎり許容できるが、三十七くらいになるとちょっと笑えねえな。四十一ともなればメテオストライクを操れる大魔法使いに進化していそうだ……って、熱っ！

「わっぷ。お湯をかけるな梵天丸」

「うぬが急に妙な呪じゆ文もんを唱えだすからだ、相良。悪魔の眷属を召しよう喚かんして、大勢でよってたかって我の身体を洗おうとでもいうのか。我の身体を洗っていいのは、生しよう涯がいの家臣と定めた特別な者だけにゃのだ。許さぬぞ」

「そんな『蝕しよく』みたいな鬼き畜ちくイベント、俺は起こさないからな」

「ククク。まあいい。妙にお互いに気恥ずかしいのは、二人きりで温泉に入っているからであろう。もう一人呼べばたぶん問題ない」

「えっ？」

「小十郎ーっ！　温泉の見張り、ご苦労！　聞こえているであろう！　我が命じる、うぬも今すぐ衣服を脱ぬいで入浴するにょだ！」

　ああ。なるほど。やっぱり梵天丸はまだまだお子さまなんだ。男と一緒に温泉に入っても恥ずかしくなったりはしないんだ。妹とお風呂に入った経験がない俺が意識しすぎて、ちょっとテンパっていただけだったんだ──と安心した良晴が賢けん者じやのような笑みを浮うかべようとした、その時だった。

「う、う、う。ひ、酷ひどいですよ、姫～！　ど、ど、どうしてボクが、さ、相良どのと一緒に温泉に入らなければならないんですかぁ？　ううう、ははは恥ずかしくて、せせせ切腹したくなっちゃいます……！」

　目に涙を浮かべながら、裸になった片倉小十郎が、梵天丸の言いつけ通りに温泉へとやってきた──のだが。

「おっ……女の子おおおおおおおおお!?」

　胸がある！　つるぺたの梵天丸と違う！　しかも、股こ間かんに……あるべきものが、ないいいいっ!?

　良晴は、吹ふきだす鼻血と煩ぼん悩のうの炎ほのおを抑おさえることができなかった。

「こここ小十郎。お前。まさか。いや、男の子にしては異様にかわいいとは思っていたけれど、まさかっ」

「あーん！　ボクは女の子ですよう！　男装しているのは大おお殿とののご命令なんですよ！　ずっと一緒に暮らしていたんだから気づいてくださいよう。今までボクをいったいなんだと思っていたんですか、相良どの～！」

　そうか！　こいつ、女の子だったんだ！　そそそそりゃ抱き枕係でも人間風呂椅子係でもなんでも平然とやれるはずだっ！　女の子同士なんだから！　と良晴はやっと気づいた。逃にげだしたいが、立ち上がったら自分の股間を小十郎に見られてしまうので、逃げだすこともかなわない。

「小十郎！　ままま丸見えだっ、隠してくれっ！　まずいっ！　目覚めてしまうっ、俺の中の……びぃすとがっ！」

　やむを得ん！　良晴は震ふるえながら、あわてて自分の両目を塞ふさいでいた。

「おおっ？　相良、うぬが中二病芝しば居いを演じるとは珍めずらしい。やっと伊達家のノリがわかってきたようではないかククク」

「相良どの、とにかく裸んぼうの姫ひめから離はなれてくださーいっ！」

「おお。小十郎と相良がお湯の中で組み相撲すもうをはじめた。まさか、はるまげどんが勃ぼつ発ぱつしてしまったのか!?　我の下僕はただ一人でいいということか。我を独り占じめしたい下僕同士の戦いを眺ながめるのもオツなもの。愛されすぎる主君は辛つらい……ククク……ぶくぶく……」

　梵天丸。お前、小十郎に体当たりされた俺の膝の上から滑すべり落ちて、溺おぼれてるぞ、と良晴は思った。






































































　相良良晴、武田信玄にお仕えするの巻







　相良さがら良よし晴はる、高校二年生はあわてていた。

　気がつくと、なぜか戦国時代の温泉場のど真ん中で溺おぼれていた。

　そんな良晴の前には──。

「待て。なんでだよ。この温泉の水質は──って、裸はだかのお姉さんッ!?」

　お湯に濡ぬれて赤みがかった長い髪かみを、お湯の上にぷかぷかと浮うかんでいるスイカのような大きな胸むな元もとに垂らしている、派手な顔立ちの美人が、すさまじい眼光で良晴を睨にらんでいた。

「な、なんだお前は!?　いったいどうやって、いきなり夜空から流星のように降ってきたのだ!?　このあたしを、甲か斐いの虎とら・武たけ田だ信しん玄げんと知っての狼ろう藉ぜきかっ？」

　相良良晴、戦国時代に召しよう喚かんされていきなり、戦国最強の武田信玄と温泉で邂かい逅こう！　むろん丸まる腰ごし！　明らかに、命の危機！

　しかし、彼は初うぶな少年であるが故ゆえに、それどころではなくなっていた。

「うおおお!?　『上うえ杉すぎ謙けん信しん女性説』は半分信じていたが、まさか武田信玄が女の子だったなんて！　すげえ美人ッ!?　しかも入浴中で全ぜん裸らッ！　おっぱいでけえええ！　まるで南アルプス！　だーっ、髪の毛が！　胸の先っちょを隠している髪の毛が邪じや魔まだっ！」

「な、なんなんだお前は？　名前くらい名乗れ！　殺気をまるで見せないとは、よほどの手て練だれだな、貴様。ようしわかった、あたしの命を盗とりに来たというのならば──勝負だ！　秒殺してやる！」

　武田信玄が虎の目つきになって、お湯の中からざぶりと立ち上がる。

　信玄のしなやかにくびれた腰こしと、丸みを帯びたお尻しりのライン、そしてお年とし頃ごろの姫ひめ武将の見てはならない部分を直視してしまった良晴は「ぶはっ！」と大量の鼻血を吹ふきだして、貧血を起こし、お湯の上にぷかーりと浮かんでいた。

「お、おい？　あたしはまだタンカを切っただけだぞ？　勝手に秒殺されて出血多量で死んでどうする!?」

　お湯を飲みながら失神していた良晴は、「いくらなんでも弱肉強食の戦国の世にこんな弱い刺し客かくがいるはずがない。やめたやめた。あたしは弱い者いじめは好きじゃない」と戦意を失った信玄に抱だき上げられ、お腹なかを殴なぐられて「ぼごぼご」とお湯を吐はき出し、信玄の腕うでの中で目を覚ました。

「いきなり天から降ってきたかと思ったら、血まみれになって溺れるとは。お前、だいじょうぶなのか？　温泉にのぼせたか？」

「……はっ？　お、俺はもしかして、理性が飛んで完全にサルになっていたのか!?　すっ、すみません武田信玄さんっ！　俺の名前は相良良晴！　たぶん、未来から来ましたっ！」

「……未来だと？」

「ほんとうなんです！　って、まだ裸なんすかっ!?　な、な、生の、お、お、おっぱいが俺の腕に当たって……ぶはっ！」

「またしても鼻血を？　お前……その若さで、不治の病やまいか？　不ふ憫びんな」

「俺は健康っすよ！　お年頃の男子なんだから、仕方ないよ～！　ふ、服を着てください、服をっ！」

「なんだ。あたしの身体からだに興奮してたのか？　ガキのくせにずいぶんとませているな、お前は」

　信玄と良晴にそれほど大きな年の差はないのだが、戦国武将として合戦の修しゆ羅ら場ばを繰くり広げてきた信玄の目には、平和な未来で平へい々へい凡ぼん々ぼんと高校生活を送っていた良晴はちょっとばかり背の伸のびた弟のような存在にしか見えなかったらしい。それが良晴にとって幸運だった。もしも「男」だと認にん識しきされていたら、問答無用で刺客と見なされて無言で首をへし折られていただろうから。

「しかし妙みようなサルを拾ってしまったな。首輪をつけて飼うか」

「俺は人間っすから！　武田家に仕官の線でお願いします！」

「わが武田家は、門もん閥ばつ家いえ柄がら身分は問わぬが、特技のない人材は雇やとわない」

　と、そこに、片目に眼帯をつけた薄うす汚よごれた初老の男が、飛び込んできたのである。僧そう形ぎようではあるが、明らかに僧そう侶りよではない。隻せき眼がんを血走らせたその男の名は、山やま本もと勘かん助すけ。

　勘助は、相良良晴を指さしながら、大声で叫さけんでいた──。

「御屋形さま～っ！　わが宿すく曜よう道どうの予見通りにございます！　星空より流星とともに諏す訪わへと落ちしその者こそ、『天命を動かす者』ですぞ～っ！　見た目はただの平凡な少年ですが、その者は武田家の天命をも変えてしまう、大いなる存在にございます！　今すぐに登用なさいませっ！　織お田だ家や上杉家に渡わたしてはなりませぬうううう！」

「え？　な、なんだ、このおっさん？　まさか……伝説の名軍師・山本勘助？　信玄ちゃんの入浴中に乱入してきていいのか？」

「ああ。勘助は月のものがある女には興味がないので、構わんのだ。幼い妹の四し郎ろう勝かつ頼よりが入浴している時は寄せ付けぬようにしているがな」

「失敬な！　それがし、さようなふしだらな真ま似ねをすれば、勝頼さまの無む垢くで清せい浄じようなお身体が放つ目映まばゆい光にこの隻眼が焼かれてしまいまする！」

「そうか。おっさん……ロリコンの病に憑つかれていたのか……ああ。時代は違ちがえども、ここは日本なんだなあ」

　そういえばお前とあたしの出会いも温泉だったな、これもなにかの縁えんかな勘助、と信玄は苦く笑しようしていた。

　こうして、相良良晴はよくわからないうちに武田信玄に仕えることとなった。




　　　　※




　相良良晴は、獰どう猛もうに他国を侵しん略りやくしまくる武田信玄にけんめいにお仕えした。信玄はいわゆる攻せめ達磨だるまで、守りの戦いくさをするくらいならこっちから攻める！　と出兵しまくる。武田軍はとにかく好戦的である。駿する河がへ。小お田だ原わら城へ。上野こうずけへ。麗うるわしい姫武将が勢ぞろいした「武田四天王」。真しん紅くの甲かつ冑ちゆうに身を固めた最強騎き馬ば隊「武田の赤備え」に、「風林火山」の軍旗。進軍のたびに戦場のまっただ中で鳴らされる、「諏す訪わ太だい鼓こ」。「御み旗はた」と「楯たて無なし」。そして神しん出しゆつ鬼き没ぼつの異能集団「真さな田だ忍にん群ぐん」。

「よいか相良良晴。よく武田家の作法を見て学び、それがしの後こう継けい者しやとなるのじゃ。武田の、新たなる軍師に」と語る勘助に弟で子し入りした良晴が武田家で見るもの聞くものすべてが、戦国ファンの良晴にとっては鳥とり肌はだものの「伝説」揃ぞろいで、それらはあまりにもめまぐるしく、激しく、そして──なぜだろう。どこか、ものがなしかった。「すげえ！　すげえ！」と感動の叫び声をあげている良晴の胸を、締しめ付けてやまないものが、あった。

（武田家は信玄ちゃん亡なき後滅ほろびる運命だからだろうか。それとも……）

　そういえば、どこか妙だ。俺が知っている歴史と微び妙みように違う。勘助師し匠しようが生きているのに、すでに武田家が駿河攻こう略りやくにかかっているということは、あの史上名高い「第四次川かわ中なか島じまの合戦」はすでに起きたはずだ、あの合戦で師匠は死んだはずなんだ。いったいどうなっているんだろう？

　しかし、良晴はその疑問の答えを、聞き出せなかった。誰だれもが、武田家の「過去」について、語りたがらないのだ。信玄自身はもちろん、勘助も、四天王も、信玄の幼い義ぎ妹まい・四郎勝頼も。

　武田家にはなにか、触ふれてはならないことが、起きたらしい──。

　良晴は戦国ファンである。武将の何割かが女の子になっているという違いはあれど、ここは戦国時代である。大筋の予想はついた。武田信玄という戦国最強武将の生しよう涯がいは──実の父親・武田信のぶ虎とらの国外追放にはじまり、裏切りと喪そう失しつの繰り返しだったのだ。それだけに、次々と未来を予言することで武田家家臣団からひとかどの軍師見習いとして認められはじめてもなお、良晴は武田家になにがあったのかを誰にも問いただせなかった。勝手に武田家の「過去」までを言い当ててしまってはならない。「未来」は変えることができても、「過去」はもう変えることができないのだから。




　そんなある夜、甲斐の躑躅つつじヶが崎さき館やかた──信玄の寝しん室しつ。

「ヒエ～ッ!?　信玄ちゃんとの添そい寝ね役は、武田四天王の女の子たちの仕事じゃなかったのかっ？　おおお俺に当番が回ってくるだなんて、いったいどうなっているんだあっ!?　やべえよ。バレたら、四天王に殺されるぅ！」

「う、うろたえるな良晴。添い寝は添い寝だ。刺客があたしの寝室に忍しのんできた時のための用心棒役だぞ。お前、もう、頭の中は桃もも色いろになっているんじゃないか？　しょうがない奴やつだな」

「それ、ずっと疑問だったんだけどさ。滅め茶ちや苦く茶ちや強い信玄ちゃんに用心棒なんていらねーじゃないか。女の子と閨ねやでいちゃいちゃするのが趣しゆ味みなんだろ？　信玄ちゃんが他ほかの女の子と仲良くするだけで切れる高こう坂さか弾だん正じようちゃんとか、明らかに未来語で言うところの百ゆ合り……」

「ち、違う！　良晴、お前はなにか誤解している！　あたしにはそういう趣味はない。あたしはただ……その……独り寝が寂さびしいだけで……」

「えっ？」

「あ、いや、げふんげふん。なんでもない。いいから添い寝役を見事に務めろ！　ほら、襲おそって食ったりしないからあたしの隣となりに寝ろ！」

「い、いいのかなあ？」

「勘助がうるさいのだ。お前を添い寝役に加えろ加えろと。相良良晴を真の武田の軍師として育成するためには、御屋形さまの添い寝役を務めさせねばなりませぬと。いったいどういうつもりなのだろうな」

「う、うーん？」

「相良良晴の子を産め、などとも言うのだ。御屋形さまのお子さまを見るまでは安心できませぬ、と。あたしは国盗りで忙いそがしいのだからそんな暇ひまはないと怒ど鳴なると、『申し訳ありませぬ御屋形さま～！　それがしの野心のために、御屋形さまから乙女おとめらしい恋こいの道を奪うばってしまいましたあああ！　このままでは勘助、死んでも死にきれませぬ～！』と大泣きしはじめるし。まったく、しつこい。万が一、女の子でも生まれたら大変だ」

「……早く孫が見たいお爺じいちゃんの心境なのかもなあ。で、でも、姫ひめ武将だらけだよね武田家って」

「ああ。あたしは家臣と恋仲になって家中を分ぶん裂れつさせたくはなかったから、できる限り姫武将を育成してきたし、それに……古くから武田家を支えてきた男武者たちは、次々と合戦で死んでしまったからな。姫武将を護まもるために男武者が死ぬ。戦国では、よくある光景だ。あれは、男の性さがのようなものなのだろうな」

「……そっか……それは、そうだろうなあ」

「相良良晴。お前は、あたしを護るために戦場で死んでくれるか？」

「ああ。俺だって日ひ頃ごろはへたれているけれど、そういう瞬しゆん間かんが来れば、たぶん考える暇もなく、身体が勝手に動いて、そうすると思うよ」

「ふふ。そうか。『ヒエ～ッ俺にはそんな真似、とてもできない！』とかわいく泣き出すかと思っていたのだが……お前も男なのだな、良晴」

　こうして閨で前まえ髪がみを下ろした信玄は、表情までが違って見える。

　あの好戦的で獰猛な虎の視線は影かげを潜ひそめ、物静かな文学好きの少女の顔つきになるのだった。

　だが、今夜の信玄の表情がとりわけ優やさしいのは、ただ武将としての一日の仕事を終えたからだけではないらしい。

「ふう。一日中『戦国最強』の武田信玄を演じていると、疲つかれて肩かたが凝こるな。閨では、勝かつ千ち代よと呼んでいいぞ、良晴」

「か、勝千代ちゃん、か」

　良晴は、緊きん張ちようしながら信玄の隣に仰あお向むけに寝ね転ころんでいた。これは、戦場よりも緊張する。身体が固まっている。

　温泉好きの信玄の髪から、甘い香かおりが漂ただよってくるのも、危険だった。

「お、俺の腕に、む、胸が当たってるんだけど」

「ふふ。でかすぎるんだから、仕方がないだろう。お前はあたしの弟分だぞ、ガキのくせにそう妙に意識するな」

「ううううちにはお姉さんはいなかったから、おおお弟という立場そのものが未経験で、その」

「お前の適応力は勘助の見立て以上だ。未来を予言できるのもいいが、なによりも、武田家と家臣団への気き遣づかいができるのがいいな」

「き、気遣い？」

「ああ。お前のそういうところは、嫌きらいではないな。ただ、少しばかり気を遣いすぎで、踏ふみ込んでこようとしないのがちょっと不満だが」

　お前はどこか、太た郎ろうに似ているんだ、と信玄は良晴の頭を指で撫なでながらそっとつぶやいていた。

　澄すんだ瞳ひとみだった。静かで、そして、悲しげな瞳だった。

　戦国の猛もう将しよう・甲斐の虎とら・武田信玄というイメージは、すべてが作り物というわけではなく、信玄自身の性格をもとにしたものではあるが、戦国の世を勝ち抜ぬくために軍師勘助とともに築き上げた一種の虚きよ像ぞうである。戦う前から敵を恐おそれさせ、合戦と交こう渉しようを有利に進めるために、必要だった。

　もしも俺の時代に彼女が生まれていれば、きっとぜんぜん違う生き方をしていたはずだ。勝千代ちゃんが高校の文芸部の部長で、俺が後こう輩はいとか……良晴は、ふとそんなありえない世界について考えてしまって、なぜか悲しくなり、そして目の前の現実に戻もどった。

「武田太郎義よし信のぶか。俺の知っている歴史では、勝千代ちゃんの息子だったんだけど、違うんだな」

「む、息子？　なにを言っている。あたしはまだ生き娘むすめだぞ。父上を駿河へ追放して以来、合戦と謀ぼう略りやくに明け暮れる日々で、これまで恋をしたこともなかった。恋の萌ほう芽がのようなものが生まれかけても、その相手は、すぐに戦で死んでいったからな。太郎は、あたしの弟だった」

「弟か……俺似ということは、サルっぽかったのかな？」

「いーや。サルではなかった。武田一族は甲斐源げん氏じの嫡ちやく流りゆうだぞ。太郎もあたしに似て美形だったが、まあ、お前同様にバカだったな。考えるよりも先に手が出る口が出るという短気なガキで、お前同様に、妙に律りち儀ぎで、そしてヘンなところで正義感にこだわっていた。根が善良だったのだろうな。上杉謙信の弟として生まれていれば、きっと今いま頃ごろは……」

　その律儀故ゆえに太郎は──今いま川がわ家を裏切り駿河を攻めると言いだしたあたしと対立し、武田家中を二つに割ってしまい──最後にはこの府ふ中ちゆうに建っていた通つう称しよう『義信館』に籠こもり切腹して死んだ、あたしが殺したのも同然だ、と信玄は言った。

「あたしが同盟を破って信しん州しゆうの諏訪家を滅ぼし、諏訪家に嫁とついでいた妹の定さだを早世させた過あやまちを、また繰くり返すのか、と太郎は怒おこっていた。駿河には、あたしが追放した父上もいた。だから太郎の言葉のほうに、理はあったし、情もあった。しかし、武田家の存続を考えれば、桶おけ狭はざ間まの敗戦によって今川家の支配体制が崩ほう壊かいした駿河は盗とらなければならなかった。武田が盗らねば、北ほう条じようか松まつ平だいらが盗ってしまうのだから。それが戦国の世の習いだ……北の越えち後ごの海を盗れていれば駿河は不要だったが、武田がどれほどの犠ぎ牲せいを払はらっても、上杉謙信を倒たおすことはできなかった……父上も、自分が駿河で内応するから早く駿河を奪え、と催さい促そくしてこられた。あたしは……父上似なのだ。人徳ある名君として振ふる舞まおうとしても、野望の炎ほのおを、抑おさえられなくなる。父上があたしを廃はい嫡ちやくしようとした時に、素す直なおに廃嫡されていれば、よかったのかもしれない」

　なぜ俺にこんなことを告白してくれるんだ？　と尋たずねたかったが、良晴はその言葉を飲み込んだ。

「太郎と幼なじみでずっと互たがいに惹ひかれ合っていた姫武将の飯お富ぶ兵ひよう部ぶも、追い腹を切った。二人は義信館の中で炎に包まれて、この地上から……永遠に消えてしまった。川中島で重傷を負って消息を絶っていた勘助が奇き跡せき的に生せい還かんした時にはもう、手て遅おくれとなっていた。勘助は、見る影もなく、老いた。もう……長くないかもしれないな」

　どんな言葉をかければいいのかわからずに戸と惑まどっている良晴の頭を、そっと両りよう腕うでで抱だきしめながら。

「……あたしは、武田家の家族と家臣たちを護るために、父上を追放してまで家か督とくを継ついだはずだったのに。それなのに。『武田は家族を殺さない』という家訓を……武田の掟おきてを破った。双ふた子ごのように常に一いつ緒しよだった妹の次じ郎ろう信のぶ繁しげも、あの川中島で武田が総そう崩くずれとなった時、あたしの身代わりを務めるかのように戦い……そして、死んだ。武田の領土は増えたけれども、その代だい償しようとして、数え切れないくらいの死者を、出した。あたしは結局……武田家を護ると言いながら、家族と家臣を次々と、犠牲にしてしまった。国を奪うたびに、城を攻せめ取るたびに……」

　良晴。未来から来たお前が、いつも悲しげな目で武田家を見ていることくらい、あたしだって気づいている。武田家は滅びるのだな。あたしは父上の追放にはじまり、数限りない悪行と非道を繰り返した。あたしのような娘むすめが天下人になれるはずがない。今さら、人の親になる資格なども、ない。殿との方がたと恋をする資格も、ない。それらはすべて、あたし自身が、自分のきょうだいからことごとく奪い取ってきたものなのだから。あたしは誰とも結ばれない。だから、武田家は──。

　信玄が、そこまで言葉を紡つむいだ時。

　良晴の心の中で──なにかが、燃え上がっていた。

　ここは戦場ではない。主君のために討うち死にしなければならない場面でもない。しかし、それに匹ひつ敵てきする──いや、もしかしたらそれ以上に重要な瞬間が不意に訪おとずれたんだ、と良晴は思った。

「勝千代ちゃん。それは、違ちがう」

「……良晴？」

「未来は、なにも確定していない。勝千代ちゃん自身が、心のどこかで自らの破は滅めつを願っているだけだ。たぶん、お父さんを心ならずも甲斐から追放したその時から。歴史は、人々の心が生みだすものだから。だから、歴史は変えられる。武田家は、滅めつ亡ぼうさせない。俺が……俺がいずれ師し匠しようの跡あとを継いで、武たけ田だ菱びしを。四天王たちとともに、風林火山の軍旗を、京の都に……！」

「良晴」

「生きている限り、なにも確定などしていないんだ、勝千代ちゃん。歴史は、変えられる！」

　良晴は、今、信玄のもとへと踏み込んでいた──もはや引き返せない。

　これ以上踏み込めば、戦国の歴史がどうなってしまうのかは、良晴にもわからない。

　だが、「武田信玄を、京の都に」。これがきっと、勝千代ちゃんが諏訪家を滅ほろぼしながらも祀まつり続けてきた諏訪の神が俺をこの世界に召しよう喚かんした理由だ、と良晴は思った。

　その瞬間、信玄の細い腕うでを摑つかんで、押し倒していた。

「俺の子を産んでくれ。勝千代ちゃんは、人の親に、なれる。その資格が、ある。だから」

　押し倒してその台詞せりふを口走った瞬間、良晴は（うわああ！　俺は、なにを言っているんだあ！　誰だれなんだ俺はっ？）と我われに返っていた。だが、信玄は抵てい抗こうもしないし、怒ったりもしなかった。

　良晴の腕の下で、静かに微笑ほほえんでいた。

「……この武田信玄に抵抗する気力を与あたえず、問答無用で押し倒すとは。さすがは勘助が後こう継けい者しやと見込んだ『天命を動かす者』だな。ふふっ」

「か、勝千代ちゃん。じょ、冗じよう談だんで言ってるんじゃないから。俺は真しん剣けんだからっ！」

「わかった。お前が最初の相手ならば、いい思い出になりそうだ。だが、あたしを押し倒しておきながら、身体からだがぶるぶる震ふるえているぞ。今まであたし以外の女と子作りをしたことはあるのか、良晴？」

「……ありません……すみません……『床ゆかドン』じたい、生まれてはじめてです……もう一回やれと言われても、たぶん、無理っす……う、ううう」

「そうか。良晴、それはうれしいな。だが躑躅ヶ崎館やかたではまずい。四天王たちに気取られれば、邪じや魔まをされる。下手をすればお前の首が落ちる。人の来ないところで……続きを、しよう」

　ひ、人の来ないところ？　──つまり、移動するのか!?　良晴はもう冷静ではいられない。どうにかなってしまいそうだ！　うわあ～！　と悶もだえているうちに、照れながらはだけかけた胸むな元もとを整えた信玄に「こっちだ」と手を引っ張られ、夜の躑躅ヶ崎館から二人で抜け出していた。




　そこは──。

　町外れにぽつりと建つ、毘び沙しや門もん堂、だった。

　信玄が言った通り、人の気配すらない。

　周囲は、一面の焼け野原である。

「毘沙門天を祀る、お堂？　武田家の宿敵・上杉謙信は毘沙門天の化け身しんを名乗っているはずだ。それなのに、どうして」

「良晴。ここがかつて、『義信館』だった場所だ」

「え……」

「太郎と飯富兵部が死んだ場所だ。二人の魂たましいを弔とむらうために、あたしはこの跡地に、毘沙門堂を建てた。毘沙門天を祀った。それ以来あたしは時折、心が折れそうになるたびにこの毘沙門堂に籠もっては……二人の冥めい福ふくを祈いのっていた。その時は、いつも、声をあげて、泣いていた」

　勝千代ちゃん、と良晴は信玄の肩かたをそっと抱いていた。

「あたし以外の誰も、ここにはやってこない。みな、あたしに遠えん慮りよして、近寄れないのだ。あたしは……太郎と飯富兵部に……男と恋こいをして、そして人の親となる覚かく悟ごをしたあたしを……見てほしいのだ。二人は、あたしを許してくれるだろうか」

「許すも許さないもないよ。もう十分に、伝わっている。仇きゆう敵てき・上杉謙信の分身とも言える、毘沙門天を祀ったのは……」

「……上杉謙信ならば、あの義の姫ひめ武将ならば、二人の魂を……救ってくれると、信じているからだ。あの娘こは……あの子は……ほんものの、義将だ。雪のように透すき通っていて、一点の穢けがれもない、綺き麗れいな魂の持ち主だ。あたしが永遠に、手に入れられないものを……生まれながらに、持っているから」

　それなのに、あの子は、自分が父親の罪の因果としてこの世に罰ばつを受けるために生まれてきた、などと信じている。自分が、兎うさぎの子のように醜みにくいなどと……誰よりも美しく、誰よりも綺麗に生まれていながら。それだけじゃない。誰よりも戦いくさに強い天才でありながら、無敵無敗の生しよう涯がいを約束された武将でありながら、戦に勝っても城も土地も奪うばおうとしない。いつも、正義の戦を遂すい行こうして自分の天才ぶりを発揮するだけで、風のように去って行ってしまう。あの子は、なにも奪わないが、なにも手放さない。なにもかもが、あたしと違う。あたしがどれほど努力しても、どれほど犠牲を払っても、あの子には絶対に合戦では勝てない。それなのに。すべての因いん縁ねんと恩おん讐しゆうを清算するために戦った川中島で──謙信は、あたしを、殺してくれなかった。あたしから妹の次郎だけを奪って、あたしを地上に置き捨てて、越後へと去って行ったのだ。しかも、次郎を戦場で死なせてしまったことをあいつは悔くい続けているという。悔いるくらいならば、なぜ、あたしを殺さなかったのだ。なぜ次郎とともにあたしを。だから、謙信が、憎にくかった……。

「……こんなにも憎いのに、憧あこがれずにはいられない……」

「勝千代ちゃん。謙信がきみを殺さなかったから、今夜があるんじゃないか」

「……そうだな。ふふ。今宵こよいくらいは、謙信に感謝してやってもいいな」

　信玄が謙信について語る時、その瞳ひとみに宿るものは、憎しみと、そして、男である良晴にはうかがい知ることのできない少女同士の純じゆん粋すいな友情。

　誰よりも美しいのは、上杉謙信だけじゃない。その美しさを謙信の中に見み出いだすことのできる勝千代ちゃんもまた、と良晴は思った。そして、信玄の白い手を取り、二人でゆっくりと毘沙門堂の扉とびらを開いていた。

　静まりかえったお堂の中には、一体の毘沙門天像が屹きつ立りつしていた。

　闇やみの中、蠟ろう燭そくの光だけを手がかりに、二人は毘沙門天像の前で相対して正座し、そして、うなずき合いながら接せつ吻ぷんをはじめようとしたその時。




「待ちなさい！　武田信玄！　神聖なる毘沙門堂でなんというふしだらな真ま似ねを！　今日こそは絶対に許さないわ、天てん誅ちゆうよ！」




　ばりばりっ！　と音を立てて毘沙門天像が頭から真っ二つに割れ、そして中から──行人包を頭からすっぽり被かぶっている、真っ白な肌はだと赤い瞳を持った小こ柄がらな少女が、頰ほおを膨ふくらませながら唐とう突とつに出現していたのだった。

「うわああっ、びっくりしたああっ!?　誰この子っ？　雪の精のように綺麗だ！」

「よ、良晴っ？　お前、あたしと子作りすると言いながら、一目でこの女に心を奪われたのかっ!?　上杉謙信……！　貴様という女は、どこまでもあたしを邪魔し続けるつもりらしいな！　絶対に許さんっ！」

「う、上杉謙信っ？　この子がっ？　ちっちゃくないっ？」

「ちっちゃいは禁止よ、信玄の飼いザル！　諏訪の温泉から湧わいてきたサルの分際で、よくも信玄に手を出そうとしたわね！　毘沙門天の化身がお前のその汚よごれた心を成敗してあげるわ！」

　謙信が、ぴしりと青竹で良晴の頰を殴なぐってきた。殺傷力はないし怪け我がも負わせない打ち方だが、肌のいちばん痛い部分を突ついてくる絶ぜつ妙みようの鞭むち打うち刑けいである。いてえっ！　と思わず涙なみだ目めになってうずくまる良晴。

「やめて、謙信！　よ、良晴はあたしの大切な想おもい人なんだから！」

　信玄が思わず乙女おとめの表情で良晴を庇かばって抱きしめたから、謙信はうるうると泣きはじめた。

「想い人!?　し、信玄、正気なの？　お、男なんかに心を奪われてしまったの？　最近、川中島に出兵してくれないと思って、様子をうかがいに来たら……この、裏切り者！」

「か、川中島では何度戦っても決着がつかないから、もう戦わないと決めたはずでしょう？　だいいち、良晴とあたしが交際をはじめたからって、裏切り者とはどういう意味？」

「わ、わ、わ、わたしが純潔を律りち儀ぎに守っているというのに、あ、あ、あ、あなたは男などに。わたしと永遠の友情を誓ちかったことも忘れて。陰いん謀ぼう好きで乱暴で粗そ野やで下品な悪行三ざん昧まいの女とはいえ、男を寄せ付けない私生活の清らかさだけがあなたの唯ゆい一いつの美点だったのに！　信玄。あなたはもう、わたしのことなんてどうでもよくなったのね。ずっとその男といちゃついていたいんだわ。う、う、う……」

「け、謙信？　な、泣かないで。あ、あなたのことがどうでもよくなっただなんて、そんなことは断じてない。誤解よ。女の子同士の友情と、男女の仲とはまた別の話で……」

「別の話ってなによ？　なにが別なのっ？　浮うわ気き者っ！　汚きたない！　あなたは汚れてしまったわ！　バカッ！　バカ、バカ、バカーッ！　信玄なんて大だい嫌きらいよ！　川中島で次こそ滅ぼしてやるんだからっ！」

「ま、待って謙信!?　誤解よ！　あたしはいつだってあなたを！」

　泣きながら去って行く謙信を必死で追いかけて行く信玄。二人の背中を見つめながら、「あの……勝千代ちゃん？　子作りは？　やっぱり……謙信のほうが大事なんですか？」と涙目で毘沙門堂に立ち尽つくす良晴であった。






































































　相良良晴、上杉謙信にお仕えするの巻







　相良さがら良よし晴はる、高校二年生はあわてていた。

　気がつくと、なぜか戦国時代の日ひノ本もとに召しよう喚かんされていたのだ。

「待て。なんでだよ。この薄うす暗ぐらいお堂は──び、毘び沙しや門もん堂!?」

　そんな良晴の目の前には──。

「毘沙門天の化身であるわたしの行のさなかに、毘沙門堂に忽こつ然ぜんと現れるとは。そなたは魔まか、それとも鳶とび加か藤とうの如ごとき外げ道どうの忍しのびか。魔ならば斬きる。忍びならば、失うせよ」

　小こ柄がらな、一人の少女が驚おどろいたかのように赤い瞳ひとみを光らせながら、立ちはだかっていた。

「そなたは、孤こ独どくに倦うんだわたしをたばかる幻まぼろしか。それとも黄よ泉みの国から迷い出てきた亡ぼう霊れいなのか。宇う佐さ美みでも直なお江えでも政まさ景かげでもなく、なぜ、出会ったこともない、このような怪あやしげな男が」

　白地に黒い紋もん様ようを染め入れた、清せい楚そな和服を着ている。

　その細い手に、青竹を持っている。

　瞳だけが、赤い。

　肌はだは越えち後ごの雪のように白く、長い髪かみの毛も、愁うれいを帯びた目を覆おおう睫まつげも、銀色に輝かがやいていた。

　まるで、雪の精だった。

　良晴は（こんなに綺き麗れいな女の子を、俺は生まれてはじめて見た）とつぶやき、神こう々ごうしい輝きを小さな身体からだから放つ不思議な少女を呆ぼう然ぜんと見上げながら、自分の境きよう遇ぐうもこの不可思議な事態もすべて忘れて、思わず尋たずねていた。

「きみは、誰だれなんだ!?」

　名乗りを上げずに、わたしに名を尋ねるとは、不ふ埒らちな奴やつ──と少女は青竹を振ふりあげて、良晴の肩を叩たたこうとした。

「悪い！　俺は相良良晴！　どうやら、未来から来たらしい！」

　少女は青竹を再び両手で握にぎりしめながら、「未来人？　未来人とは……にわかには信じがたい。わたしを誘ゆう惑わくするためにやってきた魔なのか。それとも」とつぶやき、逡しゆん巡じゆんした。

　だが、根っから律りち儀ぎなのだろう。「そなたが名乗ったのだから、わたしも名乗らねばなるまい」とうなずいていた。

「わたしは越後の姫ひめ大名、上うえ杉すぎ謙けん信しん。関東管かん領れいとして、他国を侵しん略りやくし東国の秩ちつ序じよを乱す二人の奸かん雄ゆう、武たけ田だ信しん玄げんと北ほう条じよう氏うじ康やすを誅ちゆうするために戦っている──乱世に失われた義を、蘇よみがえらせるために」

「上杉……謙信だってえええええ!?　あ、あの、越後の龍りゆう？　武田信玄と川かわ中なか島じまで死し闘とうを繰くり広げた、戦国最強の武将!?　きみが？」

　そ、そんなことは誰だれもが知っている、なにを驚くことがある、と少女は──謙信は、思わず頰ほおを赤らめていた。透き通るように白い皮ひ膚ふの持ち主なので、わずかでも感情が乱れると、すぐに顔色に出るらしい。

「『上杉謙信女性説』は俺の時代では有名だったが、まさか史実だったなんて!?　ほんとうに姫武将だったんだ。それで生しよう涯がい不ふ犯ぼんを貫つらぬいたのか！」

「しょ、生涯不犯の誓ちかいは、わたしが姫武将であることとは関係がない。そ、それは、純潔を失ったら毘沙門天としての力を失ってしまうからだ。わたしは、下げ克こく上じようを繰り返し東国の秩序を破は壊かいした父上の罪をあがなうため、義の戦いくさを戦い悪を懲こらすためにこの乱世に生を受けた。殿との方がたに恋こいをすれば、わたしは死ぬのだ。幼き頃ころ、毘沙門天より、そう預言されたのだ。人間の少女として生きることは、叶かなわぬ。そなたにも見えていよう。この人外化け生しようの如き姿が、わたしが毘沙門天の化身であるしるしだ」

　凜りんとした声で、謙信が言い放つ──男性を拒きよ絶ぜつする言葉の響ひびきだった。いや、この少女は、自分が人間であることすら拒絶しているのだ。

　詳しよう細さいはわからないが、そんな謙信の言葉を聞いていた良晴は、心の底から、泣きたくなっていた。いや、もう、泣いていた。

「そんなあっ？　噓うそだろっ？　も、もったいない!!」

「も、もったいない!?　な、なにを言っているの!?」

　ああ。ここはもっと感動的な台詞せりふを叫さけぶべき場面なのに、俺って語ご彙いが足りないんだよなあ、と良晴は思った。

「未来の世界には、毘沙門天なんていねえよ！　きみはただの人間だって！」

「し、失敬なことを言うな！　き、斬られたいのか、そなたは」

「きみは珍めずらしい体質なんだ。アルビノといって、生まれつき身体の色素がないんだよ。だから色白なんだよ。ただそれだけのことなんだ！　父上の罪をあがなうためとか、恋をしたら死ぬとか、そんなのは……きみ自身がそう思い込んでいるだけだってば！」

「ぶ、無礼な……そ、そなたは、わたしの生涯を全否定するのかっ!?」

「そうじゃないよ！　未来ではそれが常識なんだっ！」

「……とにかく、そなたが未来からわたしのもとへ来たのも毘沙門天のご意思だろう。相良良晴。出仕を許してつかわす。若き宰さい相しよう・直江兼かね続つぐのもとで下働きをせよ。俸ほう禄ろくは五石だ」

「ええっ、五石!?　雇やとってくれるのはありがたいけど、せ、せめて五十石くれよ？　生活できねーよ？」

「わたしは義の戦はするが、他国の領土は奪うばわない。俸禄は増やせぬ」

「……越後の国こく人じんがしょっちゅう上杉謙信に謀む反ほんしていた一因がわかった気がするぜ」

　こうして、相良良晴は上杉謙信にお仕えすることになった。




　　　　※




「……いつの間にか、こういうことになってしまった。あ、あのさ、謙信さま。殿方とこういう仲になったら、死ぬんじゃなかったっけ？」

「『さま』をつけて呼ばないで。次に謙信さまと呼んだら、青竹でお仕置きするから」

　越後・春日かすが山やま城の山頂近くに聳そびえる毘沙門堂には、一いつ般ぱんの家臣団は足を踏ふみ入れることができない。入れる者は、謙信と、側近の姫ひめ武将・直江兼続だけなのだった。謙信は合戦が近づくと毘沙門堂に籠こもり、毘沙門天の声を聞いて戦略を決定するのだ──もっとも、男武将たちが近寄れないことをいいことに、謙信はこっそりと毘沙門堂に隠かくしている「源げん氏じ物もの語がたり」を手にして、夢中で読みふけって夜を過ごすことも多いのだが。

　だが今は──。

「相良良晴。あなたは、わたしを堕だ落らくさせるために未来の天から来た魔ね。恋をすれば死ぬという呪のろいの預言も、あなたとこうしていると忘れてしまいそう。このままではわたしは、毘沙門天の化身ではなくなってしまう。ただの人間の女の子にされてしまうわ」

　上杉謙信は、家臣である相良良晴との逢あい引きの場所として、毘沙門堂を用いているのだった。

　なぜ、生涯不犯を誓ってあらゆる男武将たちの求愛をはねのけ続けてきた謙信が自分に心を開いたのか、良晴にはよくわからない。しかし気がつけば、お互たがいに強きよう烈れつに惹ひかれ合っていた。

　ただ、逢い引きと言っても、禁きん欲よくを貫いてきた謙信は男女の仲についてはまだ子供のようなところがあった。良晴に肩かたを抱だかれながら、謙信がひたすらに喋しやべる。生来虚きよ弱じやくで、未来で言うところの重度のアレルギー体質を持つために、口にすると毒になってしまう食べ物が多いので、食べ物の代わりに酒を飲みながら。良晴は、時々うなずきながら、そんな謙信の銀色に輝く髪をそっと撫なでる。気がつけば、謙信は無防備な表情のまま良晴の肩に身体を預けて眠ねむり込んでいる。夜が明けるまで──。

　越後では、謙信が姫武将となるまで、武将は男でなければなれない身分だった。謙信が孤独に倦んでいること、宇佐美定さだ満みつや直江大和やまとをはじめとする多くの柱石を──自分をたいせつに育成してくれた越後の男武将たちを次々と失ったこと、仇きゆう敵てき・武田信玄との死闘の果てに互いのたいせつな人々を、多くの将兵の命を奪い合ってしまったこと、関東管領に就任しながらも「関東公く方ぼう候補」としてやまと御ご所しよより乗り込んできた関白・近この衛え前さき久ひさと決けつ裂れつし、関東の秩序を復興できず、連年泥どろ沼ぬまのような関東出兵を繰り返さねばならなくなったこと──。

　謙信は、良晴に少しでも自分の生涯を伝えたいとばかりに、けんめいに語り続けた。

　日光に弱い謙信の身体は、連年の合戦で倦み疲つかれている。

　他国を侵おかさず、悪を懲らしめては必ず許すという「義の戦」に、関東諸将は誰もついてきてくれない。いくら戦っても領土が増えないのだから、謙信を「毘沙門天」として崇すう拝はいし合戦に命を捧ささげている越後の男武将たちの不満も、溜たまらざるを得ない。人は、霞かすみを食べて生きてはいけないのだ。

　その上、幼い頃から父親や兄のように自分を護まもってきてくれた宇佐美や直江たち股こ肱こうの臣が立て続けに死んでしまったことで、謙信の孤独はもう耐たえられるぎりぎりのところまで来てしまっていたらしい。

　とりわけ、武田信玄との長い因いん縁ねんに決着をつけるために行った第四次川中島の合戦が、越えつ軍と武田軍の双そう方ほうの兵士がほぼ壊かい滅めつするという戦国史上にも類を見ない悲ひ惨さんな殺し合いとなってしまったこと、武田信玄の片かた腕うでであり愛する妹であった武田信のぶ繁しげを討うち死にさせてしまったこと、合戦の裏側で行われた忍び同士の暗あん闘とうすら凄せい惨さんな消しよう耗もう戦となり、双方の忍びにも多数の犠ぎ牲せいを出したこと──それほどの犠牲を払はらいながら、ついに川中島で武田信玄と決着をつけられなかった結果、越後の国人たちの不満を一いつ掃そうするために宇佐美定満が謙信の政敵だった長なが尾お政景を暗殺し、自らも責を負って死ななければならなくなったこと。

　謙信は日々、川中島で繰り広げられたあの戦いを、悔くいていた。

「わたしはあの合戦で──『敵将を殺さず』という自らに課した掟おきてを破る決意をした。破らねば、信玄に勝つことはできない。川中島で永遠に信玄と戦い続けなければならない、と悟さとったから。わたしは信玄の裏をかき、八はち幡まん原ばらに突とつ撃げきしていた。妹たちを討ち死にさせ戦場に孤こ立りつした信玄に、一いつ騎き打うちを挑いどんだ。信玄の軍配をわが刀で打ち砕くだき、信玄の肩に刃は先さきをめり込ませていた──あとほんの一押しで、わたしは、宿敵の信玄を殺せていたはずだった。首をはね飛ばせていたはずだった。それなのに……」

　殺せなかった……だって、信玄は、勝かつ千ち代よちゃんは……ずっと孤独だった、わたしにとって……はじめてのお友達、だったから……だから……。

「謙信ちゃん……辛つらいなら、それ以上、話さなくてもいいんだぜ」

　あの時からもう、わたしにかけられた毘沙門天の呪いは、永遠に解けなくなった。そう思ったの、と謙信は顔を伏ふせて唇くちびるを嚙かみしめていた。

　あの日、毘沙門堂で、謙信は護ご摩まを焚たき──はじめて、自分個人のために、祈いのったのだという。毘沙門天の化身として生まれてきたわたしは、合戦をすればすなわち勝ち、いまだ負けを知らない。だが……わたしはもう孤独に倦んだ。わたしはもう、人の世で毘沙門天として生きることに、疲れた……毘沙門天よ。わたしがそなたの化身として失格であるならば、すみやかにこの魂たましいを宇佐美たちのもとへと連れていってほしい。だがもしも、義に生きたわたしの生涯を少しでも認めてくれるのならば、たとえ幻でもいい。わたしを護ってくれる者の姿を、一目でもいい、見せてほしい、と。

　もちろん謙信が待ち望んだ「わたしを護ってくれる者」とは、宇佐美定満や直江大和、柿かき崎ざき景かげ家いえ、長尾政景たち、義戦の中で散っていった越後の男武将たちだった。彼らの、「幻」だった。

　だがそこに、未来から、まったく見知らぬ少年・良晴が現れたのだ。

　謙信が驚いたのも、無理はなかった。

「……宇佐美たちは、姫武将の兼続をわたしの片腕として育成して、残していってくれたわ。姫武将を家臣とすれば、わたしの孤独感も癒いやされるだろうと。兼続はよく尽つくしてくれているわ。感謝こそすれど、不満などない。でも」

「年下の兼続ちゃんには、こうして甘えられないもんな」

「もう。茶化さないで。あなただってわたしより年下でしょう？」

「そうかなあ。同い年くらいじゃないかな？」

　良晴はこの日の夜も、謙信の肩をそっと抱いて髪かみを撫でる以上のことができないでいた。

　謙信の小さな唇にキスをしたいという思いはあった。

「毘沙門天の預言」の呪いを信じているわけではない。だが、謙信自身がその呪いを信じている以上、強ごう引いんにキスすれば、謙信がどうなってしまうかわからない。謙信には、常人にはうかがい知れない強烈な意志の力のようなものがある。毘沙門天の声を聞けるのも、彼女自身の意志力がその「声」を生みだしているからなのだろう。もしも俺が我が慢まんできずにキスしてしまって、謙信が死んでしまったら……そう思うと、謙信の細い身体からだをこのまま抱きしめて毘沙門堂の床ゆかの上に押し倒たおしてしまいたいという衝しよう動どうに、耐えなければならなかった。

　それなのに、謙信自身も、その瞬しゆん間かんをずっと待ち望んでいるかのような。

　さまざまな言葉を語りながら、心の底では──毘沙門天の呪いを解いてほしい、と良晴に囁ささやいているかのような。

　二人はこの夜も、お互いにもどかしい思いに身を焦こがしながら、そっと寄り添そってお堂の窓の向こうに開く星空を眺ながめていた。




「謙信さま。相良良晴どの。またしても、越後の国人どもが『愛いとしの謙信さまが男といちゃいちゃしているという噂うわさはほんとうか～！』『まことならばわれらは』『傷ついて泣く！』『毘沙門天を捨てて第六天魔ま王おうに宗しゆう旨し替がえする！』『この世を悪魔の住み処かにしてくれるわっ！』『謙信さまにご謀む反ほん奉たてまつる！』と松たい明まつを掲かかげて春日山城周辺をうろうろしています！」




　謙信の側近を務める姫武将。生き真ま面じ目めな直江兼続が、そんな二人の微び妙みような空気を一瞬で切り裂さくかのように、お堂の外から声をかけてきた。

　謙信が「うう。またなの？」と頰ほおを赤らめて、窓越ごしに返事を返した。

「兼続。わたしはいつものように、毘沙門天の声を聞くために護摩を焚いて行をしているところ。騒さわがれて集中力を乱されては困る。そう言い張って、追い返しなさい」

「その口実はもう通じません、謙信さま。だって最近は良晴どのと二人で毘沙門堂に籠もる日々が続いて、しばらく合戦に出ていませんし」

「い、いやらしい言い方をしないで頂ちよう戴だい。わ、わたしはただ相良良晴とお話ししているだけで……ああもう。仕方がないわね。恥はずかしいけれど、わたしは月のものが来て吐はき気が治まらずに立ち上がれない、大人しく帰って、と国人どもに」

　謙信ちゃんってすごくきつそうだもんな、と良晴は気の毒に思った。良晴には女きょうだいがいないので、よくわからないのだが、どうやら体質には個人差があるらしい。中でも謙信は毎月いちど、極きよく端たんに体調を悪化させてしまうのだ。日光に弱い肌はだの問題とともに、それが、無敵の謙信が城を囲んでの長期戦を行えない理由のひとつらしい。

　兼続は弱り果てたように「それが」と切りだした。

「そ、それも無理なんです謙信さま。謙信さまを毘沙門天の化け身しんと崇あがめる越後の男どもが組織する秘密結社『毘沙門上等』が、謙信さまの月のものが訪おとずれる周期を正確に予想し、暦こよみのようなものを作成しておりまして。今日はまだその日ではないことが、すでに知れ渡わたっております」

「な、な、なによそれはっ？　へ、へ、変態だわ!?」

「い、いえ。合戦のたびに謙信さまの月のものの痛みによる作戦中断が問題になりますので、合戦のために必要なことなのだと、奴やつらは主張しています。まあ、謙信さまを女神として崇め奉りすぎた男どもが行き着くところまで行ってしまって悪い意味で人間をやめてしまったなれの果ての姿なのだと思いますが」

　やっぱり男って嫌きらいだわ！　なんて野や蛮ばんで下品なのかしら！　と怒いかりと屈くつ辱じよくに震ふるえながら、謙信は「あ。よ、良晴は別だから」とあわてて付け加えた。

「うーむ。今の状じよう況きようを未来風に言えば、恋れん愛あい禁止・生涯処女を誓ちかって熱ねつ狂きよう的な野や郎ろうどものファンを獲かく得とくしているトップアイドルの美少女が、陰かげでこっそり男とデートしているようなものだ。しかもそのお相手の男が、超ちよう絶ぜつイケメン俳優ならばあきらめもつくだろうが、そのへんのどこにでもいそうなアイドルファンの男で、しかもほぼニート同然ともなると……これは俺だったら納なつ得とくいかねえ。ライブ会場に通ってグッズを買って貢みつぐくらいならまだしも、文字通り命いのち懸がけの合戦に参加してきたわけなんだからな。暴動が起きても文句は言えねえな……」

「そ、その時は謀反人たちを誅ちゆうして降参させるからだいじょうぶよ、良晴。ふ、二人は神に誓って清らかな関係なのだし。わ、わたしの心のうちはともかくとして」

「ええっ？　そ、そ、それって、どういう意味だよ、謙信ちゃんっ？」

「よ、良晴。『ちゃん』づけも素す敵てきだけど、わたしは呼び捨てにされるほうがいいわ。あ、あなたには子供扱あつかいされたくないの。き、生き娘むすめなのはたしかだけれど……」

「それ以上きわどい発言はやめちくり～！　俺は紙かみ一ひと重えのところで我慢してるってのに！　このままじゃ狼おおかみになっちまう！」

「はあ。なにを盛り上がっているのですか謙信さま、良晴どの。国こく人じん衆が山やま狩がりをはじめたことを肴さかなにいちゃいちゃしている場合ではありません。まったく。これでは未来語で言うところのバカップルではないですか。謙信さまともあろうお方が、どうしてこんなにも特定の殿との方がたに無防備に依い存そんしてしまうようになったのか……まあ、お幸せそうですから、いいですけど」

　兼続は「良晴どの。謙信さまにかけられた呪のろいを解けるお方は、武田信玄さまとあなたしかおりません。どうか謙信さまを──よろしくお願いします」と一礼し、「私には義ち父ち上うえ譲ゆずりの知ち謀ぼうと宇佐美さま譲りの弁舌術がございます。『これはしたり』としたり顔で連中をけむに巻きながら、なんとか誤ご魔ま化かして参ります」と足早に駆かけて毘沙門堂から離はなれていった。




　再び、良晴と二人きりになった謙信は、思い詰つめたような表情で、良晴の腕うでの中にそっと身体を委ゆだね、そして。

「……兼続には苦労ばかりかけるわね。わたしも、勇気を出さなければならない時が来たのかもしれない」

　良晴の目を、まっすぐに見つめてきた。

「相良良晴。わたしの唇に、接せつ吻ぷんしなさい」

　この時が来た、と良晴は震えた。

「でも。もしも毘沙門天の呪いが解けていなければ……男と接吻したら、きみは死んでしまう。俺はたしかに、呪いなど存在しないという未来の常識を知っているが、それはあくまでも俺の世界での常識にすぎない。きみ自身が呪いを強きよう烈れつに信じている以上、それは『有効』に作用するかもしれないんだぜ？　そうでなくても、きみは生まれつき、身体が弱いのだし……連年の無理な合戦で、小さな心臓が疲ひ弊へいしきっている。もしも呪いが作動すれば」

　ほんとうに、この子の心臓が止まって死んでしまうかもしれない、と良晴は怯おびえた。謙信を抱だく腕が、小刻みに震えた。

　だが、謙信は──小こ柄がらな越後の軍神は、雪の精のように儚はかない無敗の神将は、目映まばゆいばかりの勇気に溢あふれていた。

　合戦をはじめると決断した時と同じだ。人の命を失うことを躊躇ためらい逡しゆん巡じゆんしながら、ひとたび戦うと決めれば、上杉謙信はなにものをも恐おそれない勇気の塊かたまりとなる。

　良晴は、その謙信の赤い瞳ひとみから、目を逸そらすことができない。

　歴史を変えてしまうことになっても──この子を──父親の因いん業ごうから、毘沙門天という名の束そく縛ばくから、解き放ってあげたい。

　生しよう涯がい不ふ犯ぼんの誓いなど、これほど孤こ独どくに倦うみ、そして……人の愛情に餓うえている彼女には、必要ない。

　俺は、この子を毘沙門堂という檻おりから解き放つために、この戦国時代に召しよう喚かんされたんじゃないか。いや、俺自身がそう信じれば──強烈に信じれば、きっと。

　俺は、毘沙門天の「力」を、上回れる。

「ええ。これは、賭かけよ。わたしの命を、あなたに賭けるわ。相良良晴」

　わたしは、あなたを信じている。

　謙信は、言った。

（俺の意志の力だけじゃ無理かもしれない。だが、この俺が毘沙門天の呪いを解く者だと信じている人間は、俺一人じゃない）

　迷いは、消えた。

　熱い力が、全身からわきあがってくるのが、わかる。

　良晴は、決断した。

「上杉謙信。俺は──今から」

「相良良晴。わたしの唇に」

「接吻するぜ」

　月明かりの下、二人が唇を重ね合わせようとした、その時。




「ちょっと待ったああああああ！」




　ええっ、と二人が振ふり返ると、毘沙門天の立像がぴしりと縦に裂さけて、そして──。

　中から、赤い髪を伸のばした、獰どう猛もうな目つきの大柄な姫ひめ武将が現れていた。




「た、武田、し、信玄!?　なぜ、ここに」

「エエエエエ？　このお姉さんがっ？　武田信玄ッ？　っていうか、信玄が春日山城に乗り込んできていいのかっ!?」

「ははははは！　相変わらず戦いくさ以外のことになると童女のように愚おろかだな、上杉謙信！　越後の国人どもを扇せん動どうして山狩りをやらせたのは、このあたしだ！　お前が未来から来た男に溺おぼれているという噂をこの目で確かく認にんするために、騒ぎを起こしたのさ！」

　またしてもお前か。どこまでも卑ひ劣れつな……しかも今はすごくたいせつな場面だったのに邪じや魔まをして！　と激げき怒どした謙信が青竹を振りかざし、信玄が「おっと」と軍配でその青竹を防ぎ止める。

　良晴が指一本動かす間もなく、戦国最強を競い合う二人の姫武将は凄すさまじい攻こう防ぼう戦せんを繰くり広げていた。

「いくらお前が悪逆非道の野望の姫武将とはいえ、他ほかならぬ相良良晴との仲を謀ぼう略りやくに利用するなんて、許せないわ！」

「黙だまれ謙信、許せないのはあたしのほうだっ！　川中島で逢おう瀬せした時には、毘沙門天の化身だのなんとかの呪いだのと、うだうだあたしに泣きついていたくせに！　殿方に恋こいをしたら死ぬんじゃなかったのか？　生涯不犯の誓いはどうなった!?　しかもよりによっていったいなんだ、そのサル面づらの男はっ？」

「逢瀬ってなによ、逢瀬って!?　良晴に誤解されるから、やめて頂戴！」

「こんなガキんちょを毘沙門堂に引っ張り込んでいやらしい睦むつ言ごとを交かわし合い、ま、まして、接吻など……接吻した結果、死んでしまったらどうするつもりなんだ！　あたしとの決着もつけずに勝手に死ぬだなんて、あたしは断じて認めないぞ！　お、お前は、あたしを裏切った～っ！　う、う、う」

　あれっ信玄さんが悔くやし泣きしはじめた。いったいなにがどうなっているんだ、と良晴はただ呆ぼう然ぜんとするばかり。

「し、信玄？　どうしたのよ。お前が勝手に毘沙門堂に乗り込んできたのでしょう？」

「……お前はもう、あたしのことなんてどうでもよくなったんだな！　かつては、あれほど永遠の友情を誓い合ってきたのに……最近ぜんぜん川中島に出兵してこないのは……あたしよりもそのガキんちょのほうが大事だからというわけだな！」

「そ、そういうわけじゃあ……同性のお友達と恋人の殿方って、そもそも比べるものじゃないでしょう？」

「……なんだ、その『色を知った女』みてーな上から目線の余よ裕ゆうカマした発言……切れた」

　信玄の赤い髪かみがぶわっと逆立つさまを、良晴は見た。

　覇は気きを全開にした武田信玄は、まるで、怒りに燃える不ふ動どう明みよう王おうの化身である。

　ヒエエエ！　おっかない！　おっかなすぎる！　謙信ちゃんって、ほんとうにこの信玄さんと戦場で殺し合ってきたのかっ!?

「上杉謙信！　あれだけ義だの神だのと唱えてあたしを俗ぞく物ぶつ呼ばわりして張り合っておきながら、ただの恋する乙女おとめに堕だ落らくするとは、裏切り者め！　もはや許せん、やはりわれらは生きる限り決して相あい容いれぬ不ふ俱ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てき同士だな！　覚かく悟ごしろ！　これより第六次川中島の合戦をはじめる！　次こそ最終決戦だ！　武田の全軍をもって、貴様を討うち滅ほろぼしてやる！」

「か、川中島って。またあんな総力戦をやったら、こんどこそ越後も甲か斐いも滅びてしまうわ。もう、わたしたちは川中島の呪じゆ縛ばくからお互たがいに解放されたはず……これ以上の犠ぎ牲せいは」

「解放された結果が、この得体の知れない未来から来た男との接吻だというのかっ!?　そんな結果、あたしは認めないぞっ！　もう、天下などどうでもいい！　欲よく得とく抜ぬきで、てめーを全力で潰つぶすっ！　上杉謙信！　そして、謙信を堕落させたそこのガキんちょ──相良なんとか！　勝手に謙信に接吻して死なせたらどうなるか、わかってるな!?」

「ヒイイイイ!?」

　どんっ！　と信玄は毘沙門堂の扉とびらを蹴けり抜いて、「バカヤローッ」と怒ど鳴なりながら駆けだしていた。

「ああっ、信玄？　ま、待って！　違ちがうの、決してあなたとの友情を忘れたわけじゃないのよ！　待って、お願い！」

　謙信は、走り去っていく信玄を追いかけようとしたが、すでに信玄は山中に隠かくしておいた馬に飛び乗って、あっという間に闇やみの中へ消えてしまったのだった。

「行ってしまったわ……あの用心深い信玄のほうから春日山城へ乗り込んでくるなんて……よほど相良良晴との噂うわさが気になっていたのね……信玄。川中島で戦った時に、あなたが先にわたしの陣じんへ乗り込んできてくれていれば……きっと、今いま頃ごろは……」

　毘沙門堂を飛びだして立ちすくむ謙信。そして、その謙信に寄り添そう良晴。

「いろんな意味で驚おどろいたよ。ほんとうに、親友だったんだな」

「ええ。川中島を視察していた時に偶ぐう然ぜん知り合ったの。互いの素す性じようを知らずに、ね。姫武将のいない越後で生まれ育ったわたしにとって、はじめてのお友達……あとになって、相手が倒たおすべき仇敵だったことを、知ったの」

「そっか。戦国の世の定めとは言え、辛つらいな……」

　でも、信玄来きたる、と一応兼続ちゃんに教えなくていいのか？　と良晴が尋たずねたが、謙信は「帰してあげましょう。あの女も、わたしが自分を捕とらえたりしないと最初からわかっていて、乗り込んできたのよ。二人の決着は、戦場で正々堂々とつけると、そう決まっているの」と苦く笑しようしていた。

「良晴。わたしは、『敵将を殺さず』の掟おきては捨てないわ。もしも──もしもあなたが、わたしを人間の女の子に戻もどしてくれたとしても、毘沙門天の化身としての義の誓ちかいは、決して捨てない。それが──」

　それが上杉謙信の生き方だから、と、雪の精のような少女は笑った。

　良晴は、この少女と生きて出会えたことを、自分を召喚してくれたなにものかに感謝していた。
























































































　相良良晴、今川義元にお仕えするの巻







　相良さがら良よし晴はる、高校二年生はあわてていた。

　気がつくと、なぜか戦国時代の日ひノ本もとに召しよう喚かんされていたのだ。

「待て。なんでだよ。ここはどこだっ？」

　そんな良晴の目の前には──。

「おーっほっほっほ。あら、なんですのお前は？　奇き妙みような格好ですわね。この東海一の弓取り・今いま川がわ義よし元もとに、なんのご用？　敵方の放った忍しのびなのでしたら、元もと康やすさんを呼びつけて、さくっと斬きりますわよ？」

　駿する河がを支配する大大名。龍りゆうの前立てをあしらった兜かぶとを被かぶり、優ゆう雅がな十じゆう二に単ひとえを着用した姫ひめ武将・今川義元の本ほん陣じんに、良晴は紛まぎれ込んでいたのだった。

（うぉっ、すごい美少女！　しかも高貴！　だ、だが、いかにもわがままそうだ！　間者だと思われたら命がねえ！）

　良晴は、今川義元の足下にひれ伏ふすと、とっさに叫さけんでいた。

「俺は未来から来た相良良晴！　俺を家臣にしてくれ！」

「いいですわよ？」

「即そく答とうかよっ!?　って……ええっ、俺を採用すんのっ？　ちょ、ちょっと待ってくれ。なにかが間ま違ちがっているような!?」

「まあまあ。なにを驚いていますの？　お前から家臣になりたいと言いだしたのでしょう？　本来ならば手て討うちにするところですけど、わらわは今、とっても上じよう機き嫌げんなのですわ。幸運ですこと」

「いや、でも、絶対おかしいって。なにかが間違ってる気がするぜ。考え直してくれないか？　ここは俺を追い払はらうべき場面のような気がするぜ」

「今は亡なき今川家の軍師・太たい原げん雪せつ斎さいさんが昨夜ゆうべ、わらわの枕まくら元もとに。夢のお告げを聞かされましたの。まもなく日ひ吉え神じん社じやのサルの使いが未来からわらわを補ほ佐さしにやってくると」

「ヒエ～ッ？」

「まあまあ、その鳴き声。やはりお前が日吉のサルですのね。元康さ～ん！　この未来から来たおサルさんに鎧よろい兜かぶとと槍やり、そして八丁みそを与あたえておあげなさ～い！」

「はいです～。はじめましてサル晴さん！　私は、三み河かわの子だぬきこと松まつ平だいら元康と申します。義元さまの奴ど隷れい……いえ、下僕……いえ、使い走りです。えへへ。よろしくお願いします～」

　たぬき耳のかぶり物を頭に被った眼鏡めがねっ子姫武将の松平元康まで現れて、「今川家仕官セット」一式を手て渡わたしてくれた。

　相良良晴は、今川家への仕官にあっさりと成功してしまったのであった。

「え？　え？　い、いや、ちょっと、待ってくれ」

「元康さん！　相良良晴！　さあさあ、桶おけ狭はざ間まへと向かってお昼ご飯をいただきますわよ！　尾お張わりの織お田だ家をさくっと降こう伏ふくさせて、上じよう洛らくを果たす時が来ましたのよ！」

「なんだって？　もしかして桶狭間へ向かってるのか？　桶狭間で休きゆう憩けいしたら、織田軍に奇き襲しゆうされて今川軍は負けちまうんだぜ？」

「まあまあ。そうでしたの？　さすがは日吉の未来ザルですわね！　それでは桶狭間は素す通どおりして、さくっと熱あつ田た神宮を占せん領りよういたしましょう！」

「はい～。一か八かの奇襲策さえ未然に防いでしまえば、兵数の少ない織田軍はもう手も足も出ませ～ん。うつけ娘むすめの吉きち姉さまもこれまでです。う、ふ、ふ～」

「うんうん。それでいいんだ。この時、歴史は変わった……って、おいっ!?　それじゃ織田信のぶ長ながの運命はっ!?　戦国史はどうなっちまうんだ!?　吉姉さまって誰だれっ？」

「信長さんなど知りませんわね。尾張の姫大名は、織田信のぶ奈なさんですわ」

「そうです～。織田信奈とは、吉姉さまの本名なんです～」

　相良良晴は、（なんだかよくわからないがとにかく俺は戦国人生最初の選せん択たく肢しをミスった！）と痛つう恨こんの思いに取りつかれていた。

「ちょ、ちょっと待ってくれええええ！」

「待ちませんことよ。さあ皆みなさん、今川幕府の樹立は目の前ですわ！　おーほほほ！」




　　　　※




「ハン。あんたが義元を敗戦の運命から救った日吉のサル？　間近で見ると意外と愛あい嬌きようのある顔……げふんげふん。ほんっとにムカつく顔してるわね。お、覚えていなさいよ。必ず下げ克こく上じようを果たしてやるんだから。その時は、あ、あんたも義元とたぬきと一いつ緒しよに焼いちゃうんだから！」

　どうして、こうなった。

　相良良晴は、清きよ洲す城下の相良屋や敷しきで頭を抱かかえていた。

　桶狭間での乾けん坤こん一いつ擲てきの奇襲攻こう撃げきをかわされた尾張の姫大名・織田信奈は、やむなく家臣団と領民の助命を条件に清洲城を開城。しかし信奈自身は今川家への降伏をよしとせず、「人間二十年よ。さっさと城ごとわたしを燃やしちゃいなさいよ」と言いだして本丸に立て籠こもり続けたのだった。

　だが、幼なじみの松平元康と、そして「褒ほう美びは要いらないから女の子は助命してくれ！　なんで女の子が武将をやっているのかわからねーが、とにかく女の子を殺すだなんてもったいないッ！」と願い出た相良良晴の口くち添ぞえによって、信奈は渋しぶ々しぶ生き延び、今は尾張に本ほん拠きよを移した今川家のパシリとして上洛軍の編制準備に追われている。

「桶狭間の奇襲を予言したサル」として今川家にその名を轟とどろかせて大出世してしまった良晴は、信奈にと～っても恨うらまれてしまったのだった。

　その信奈が今朝はとうとう良晴の屋敷にまで来て、ねちねちぐちぐちと良晴を責め立ててきたのだから、たまらない。しかも、信奈もまた今川義元に勝まさるとも劣おとらぬ絶世の美少女だったから、（俺はうっかり歴史を狂くるわせてしまった～）という微び妙みような思いもあいまって良晴は青あお息いき吐と息いき。

「なによ。なに、わたしに罵ののしられて嬉うれしそうな顔してるのよ。あんた、変態じゃないの？　サルの価値観ってわからないわね」

「う、嬉しそうな顔なんてしてねーよっ！　ただ、なにかこう、今の状じよう況きようは決定的に間違っているような気がするんだよなあ……ほんとうは俺は織田家に……お前にお仕えする運命だったような、そんな気がしてたまらないんだ」

「じょ、冗じよう談だんでしょ！　誰があんたみたいな得体の知れないサルを召めし抱えたりしてあげるもんですかっ！　ふんっ！」

　信奈が顔を赤くして、きいきいと怒鳴りはじめた。しかも困ったことに、怒おこれば怒るほど信奈は活いき活きとしてかわいく見えるのである。

「……の、信奈。あのさ」

「……な、なによ。助命してくれたことのお礼なんて、い、言わないんだからね。女の子にまるでみさかいのないサルに、か、感謝なんて」

「……お、俺は、感謝されたかったわけじゃないよ。た、ただ……」

「……な、なによ……？」

　どきどきどきどきどき。

　だが、お互たがいを見つめ合って固まってしまっている信奈と良晴の背後に、今や信奈の上役となっている松平元康がいつの間にか音もなく忍び寄っていた。

「う、ふ、ふ～。いけませんよ～、吉姉さま、サル晴さん。私は、もしも吉姉さまがサル晴さんといちゃいちゃしたら斬っちゃいなさいと、義元さまに命じられていますからね～。幼い頃ころ、こども攫さらいにさらわれ、織田家に売り飛ばされて吉姉さまの手で木に吊つるされてたぬき汁じるの具にされかけたこと、忘れていませんよ～」

「うわっ、びっくりしたあっ!?」

「ちょ。竹たけ千ち代よ？　わ、わたしがどうしてこのサルといちゃいちゃしなきゃならないわけっ!?　だいたいわたしがあんたをたぬき汁の具にしようとしたのは、子供時代の話でしょっ！　しつっこいのよ！」

「たぬきの怨おん念ねんはと～ってもしつこいんです。吉姉さまにはい～っぱい長生きしていただいて、義元さまが押しつけてくるパシリ仕事をず～っと肩かた代がわりしていただくのです～」

「冗談じゃないわよ！　あーんもう、こんな屈くつ辱じよくの日々を過ごすくらいなら、やっぱり切腹しておけばよかった～！」

「吉姉さま？　ハズレを引いた姫武将の人生というものは、重い荷物を背負って長い上り坂を登るが如ごとし、なんですよ～。わがままで横着で面めん倒どうな仕事を全部家来に押しつけてくる義元さまのパシリを数年続けていれば、きっと元気な吉姉さまも疲つかれ果てて『厭おん離り穢え土ど欣求ごんぐ浄じよう土ど』の精神に目覚めますよ。さあ、一緒にこの上り坂を苦しみましょう。う、ふ、ふ～」

「むきー！　竹千代！　あんたがこんなに腹黒い妹分だったなんて知らなかったわ！　焼き料理にする予定は撤てつ回かい！　必ずあんたは煮にてやる、煮てやるんだからあ！」

「負け犬の遠とお吠ぼえほど滑こつ稽けいなものはないですよ～、吉姉さま。う、ふ、ふ～」

「まあまあ信奈。元康。幼なじみ同士なんだから、仲良くいこうぜ」

「サルっ！　あんたは関係ないでしょあんたは！」

「そうそう、サル晴さん。本丸館やかたの義元さまがお呼びですよ～。いよいよ始まる上洛戦の相談だそうですよ。う、ふ、ふ」

「上洛ぅ？　本気なの、あの馬ば鹿か女は？　どーせ尾張兵が先せん鋒ぽうを務めさせられるんじゃんっ！　冗談じゃないわよ！」

「三河兵も先鋒ですから～。一緒に戦場で消しよう耗もうさせられて家臣団とともに苦しみましょう、きっと美み濃の攻こう略りやく戦は地じ獄ごくですよ～。吉姉さま～」

「あーん！　竹千代はなぜか楽しそうだけれど、わたしの境きよう遇ぐうは最低最悪だわ！　ぜ～んぶあんたのせいよ相良良晴！」

　良晴は「はあ。どうにも今の状況には慣れないぜ。なぜこんなに妙みように信奈が気になるんだろう」とため息をつきながら、屋敷を出るのだった。




「相良良晴。ご覧なさい。この本丸御ご殿てんの最上階からは、美濃稲いな葉ば山やま城がうっすらと見えますわ」

　最大の障害となっていた織田家を従属させ、念願の上洛を目前に控ひかえた、東海一の弓取り・今川義元──。

　桶狭間を強行軍で突とつ破ぱし、熱田神宮占領から清洲城開城、尾張各地に割かつ拠きよする豪ごう族ぞくの慰い撫ぶ、美濃攻略と上洛を達成するための駿府から尾張への本城移転。元康、そして信奈とともに「今川パシリ三人衆」の一角としてめまぐるしく働き続けてきた良晴は、はじめて、「おーほほほ」とカン高い声で笑っている時とは異なる、義元のもうひとつの顔を目にしていた。

「不思議なものですわね。軍師の雪斎さんがはかなくなってしまった時にはもう、わらわは、上洛をあきらめていましたのよ。なにしろわらわは、まつりごとから戦いくさ、謀ぼう略りやくに諜ちよう報ほうまで、すべてを雪斎さんに頼たよっておりましたもの。幼い頃に寺に出されて以来、ずっと雪斎さんが親代わりでしたわ」

　太原雪斎。僧そう侶りよの身でありながら、幼い今川義元を養育し、今川家の家か督とく争いでは義元を支えて駿河の国主に据すえ、「今川家上洛」という大目的のために武たけ田だ・北ほう条じようとの三国同盟を締てい結けつ。今川家を東海一の大大名となし、三河の松平家を従属させ、残るは尾張と美濃のみ──というところで、急きゆう逝せいした天才軍師。

　戦国ファンで、しかも渋しぶい親おや父じ系武将に惹ひかれる良晴にとっても、尊敬する武将の一人だった。

「幼かったわらわは、京の都で雪斎さんから風流な姫としての教育を受けてきたのですわ。雪斎さんは、ほんとうはわらわを姫ひめ武将にはしたくなかったそうですの。武家の世界は殺さつ伐ばつとしていて、高貴なわらわには似合わないと。ですが、結局はともに今川家上洛という野望を果たすために戦うことになったのですわ。これも、武家に生まれた者の定めですわね」

　京の都で育ったのか。だから──武将というよりもまるで「源げん氏じ物もの語がたり」に登場する姫君のようなんだ、と良晴は思った。

　今川義元には、合戦は似合わない。

　京の都で、満開の桜を眺ながめながら微笑ほほえんでいる──そんな姿がよく似合う。

「よ、義元さまは、どうして桶狭間から尾張へと？」

「『さま』は堅かた苦くるしいので、おやめなさい。あなたはこの戦国の世の身分外の者ですもの。『義元』で良いいですわよ」

「いくら四民平等の未来から来た俺でも、主あるじを呼び捨てにするのはさすがに気が引けるよ。じゃあ、『義元ちゃん』で」

「くすぐったい呼び名ですけど、いいですわね」

「どうして……雪斎はもういないのに、上じよう洛らくしようとしているんだ？　兵を率いて都に入り、天下人となれば、その日から義元ちゃんは各国の大名の標的になる。しかも、今川家が支えるべき足あし利かが幕府は三み好よし・松まつ永ながに襲しゆう撃げきされて滅ほろびちまった。つまり」

「『足利が絶えれば吉き良らが継つぎ、吉良が絶えれば今川が継ぐ』。そういう定めですのよ。ですから、上洛すれば、わらわが征せい夷い大たい将しよう軍ぐんということになりますわね」

「そうなれば、想像を絶する苦難が待っているぜ。武田、上うえ杉すぎ、毛もう利りが黙だまっていない」

「わらわは、天下人になど興味はありませんの。雪斎さんにも、自分が死ねば上洛はあきらめよ、と言われておりましたのよ」

「それじゃ、なぜ」

「ただ──」

　雪斎さんのお骨を、京のお寺に葬ほうむって弔とむらってあげたいのですわ、と義元は淋さびしげに笑った。

「あの方は、京の都を懐なつかしんでおられましたもの」

　そんな理由で……と、良晴は言いかけた。しかし、義元の思い詰つめた横顔を眺めていると、言えなかった。

「死の床とこに就ついた雪斎さんは、自分が死ねば上洛はあきらめよ。合戦に勝つことだけがわらわの幸福なのではない──生きて、幸福を摑つかめと。そう、遺ゆい言ごんしたのですわ。でも、京の都へと戻もどることは、わらわの夢であるとともに、雪斎さんの夢でもありましたから」

　不思議ですわ、と義元は良晴の手をそっと握にぎっていた。

　白くて、細長い指だった。武器などまるで取ったことのない、少女の指だった。

「桶狭間へ向かう前夜、亡なき雪斎さんが急に枕まくら元もとに立って、お前が来ることを予言したのですから。雪斎さんは、わらわが上洛途と上じようで合戦に敗れて死ぬことまで、予見していたのでしょうね。身体からだを失ってなおわらわを案じ続けてくれていたあのお方の遺志が、お前をわらわの元に遣つかわしたのかもしれませんわ。相良良晴」

　忠誠心とも、あるいは恋こい心ごころともつかない熱く切ない戸と惑まどいが、良晴を捕とらえている。なにかが間ま違ちがっている、俺は日ノ本の歴史を変えてしまっている、それに俺自身の運命も、と思いつつも──自分の手にすがるかのように指を搦からめてくるこの淋しげな少女を、良晴は、突つき放すことなどできなかった。

「お、俺は、戦は苦手だよ。戦争のない未来で生まれ育ったんだからさ、戦の下手さは義元ちゃんどころじゃないよ。それに、未来はもう大きく変わっちまったから、ここから先は、ほとんどなにも予言できないぜ」

　お前は、わらわの隣となりにこうして侍はべっていてくれればそれでいいのですわ、と義元が微笑む。

「ふふ。相良良晴。やはりわらわは、桶狭間で死ぬはずだったのですね。わらわは、戦下手ですものね。雪斎さん抜ぬきで二万五千もの大軍を動かすなんて、わらわの手に余っていましたもの。信奈さんは激しい性格ですから、ほんとうにお前が言うとおりに桶狭間に全ぜん滅めつ覚かく悟ごの奇き襲しゆうをかけてきましたものね」

「……それは」

「人の一生は、長いような短いような、旅なのですわ。天下人も、征夷大将軍も、泡うた沫かたの夢。わらわは都に戻ることさえできれば、天下人の座など、信奈さんにでも元康さんにでも譲ゆずってしまっても構いませんの。ただ、相良良晴。わらわは厚かましい女ですのよ。雪斎さんとそしてお前に助けられ、桶狭間で死ぬべき運命を回かい避ひさせてもらって、この先、不可能だったはずの上洛を果たしてもなお、生きて──生き延びて、幸福を、摑みたいのですわ」

　わらわの幸福はどこにあるのかしら、と、義元は青空の彼方かなたに蜃しん気き楼ろうのように浮うかび上がる稲葉山城を眺めながら、つぶやいていた。

　良晴は、義元の手を握りしめながら、答えていた。

「生き抜いて、そして見つければいい。死んじまったら、そこで旅は終わっちまう」

「これからも、わらわを護まもってくださるかしら、相良良晴」

「もう未来は予言できないけれど、それでもいいのなら」

「わらわは、甘えますのよ。いちど甘えると決めたら、どこまでも、頼りますわよ」

　良晴の腕うでの中に、義元の細い身体が、ふわり、と舞まい降りてきた。

　龍りゆうの前立ての兜かぶとを脱ぬぎ、まっすぐな黒くろ髪かみを下ろした義元の身体は。

　まるで天女のように──軽かった。

「俺も、いちど護ると決めたら、どこまでも護るんだ」

「決めて、いただけました？　わらわに仕えたいと言いだした直後から、いいえ、信奈さんを助命した頃から──ずっと──なにかを、迷っておられたご様子ですけれど」

「ああ。腑ふに落ちないことがいろいろあったけれど。決めたよ。この戦国の世で、今川義元に仕える、と。俺の──負け、だな」

「わらわの、一勝ですわね。きっと」

「きっと？」

「この白星を積み重ねていった先に、わらわの幸福が、あるの。そんな気がしますわ」

　この少女に、どこまでも頼られる男になりたい、と良晴は思った。




　それから、まもなく。

　清洲城にて、今川家の家臣団が招集され、臨時評定が開かれていた。

　龍の前立ての兜と、十じゆう二に単ひとえ。戦国姫ひめ武将と平安貴族の異種格かく闘とう技ぎ戦を一人で開かい催さいしているかのような賑にぎ々にぎしい衣装に身を包んだ「東海一の弓取り」今川義元が、高らかに「これより美濃を奪うばい一気に上洛いたしますわよ」と宣言していた。

「天あつ晴ぱれですわ相良良晴！　おーほほほ！　美濃斎さい藤とう家に異変あり、という予言が的中しましたわね！」

　かつて太原雪斎が座っていた「軍師」の座。

　義元のすぐ隣に、今は相良良晴が座っている。

　駿河以来の今川家譜ふ代だい家臣団も、桶狭間での良晴の巨きよ大だいな功績を認めざるを得ず、なによりも主君の義元が良晴が仕えて以来まるで雪斎が帰ってきたかのように明るく楽しげな表情を絶やさないので、未来からやってきたという謎なぞめいた良晴を今では「軍師」として認めているのだった。

「うーん。美濃の天才軍師・竹たけ中なか半はん兵べ衛えが、美濃稲葉山城をわずか十数人で乗っ取って籠ろう城じようするという大事件。いずれは発生するかもしれないとは思っていたが、俺が知っている歴史より発生時期がずいぶんと早い気がするぜ」

　そう。良晴の第二の予言が、実現したのだった。良晴自身も「まさか」と疑ったのだが、織田信奈が今川家に従属していようとも、竹中半兵衛の稲葉山城乗っ取り騒そう動どうは起こる定めだったらしい。

「川かわ賊ぞくの蜂はち須す賀か党に銭ぜにを支し払はらって情報を集めてきてもらいました～。美濃の家臣団が、なかなか出仕しようとしない竹中半兵衛さんを稲葉山城へ呼び出して犬のおしっこを浴びせたのだとか。それで、沈ちん着ちやく冷静でなにがあっても知らぬ顔だった半兵衛さんが怒おこって、式神を召しよう喚かんして城を奪い取っちゃったんだそうです～。陰おん陽みよう師じ軍師さんってすごいですね～。これは美濃盗とりのまたとない好機ですよ～、上洛まであと一歩ですよ～」

　と、元康が報告する。

　信奈が、ぷーっと頰ほおを膨ふくらませる。

「あーもう。なんでこんなサルに千里眼があるわけぇ。わたしはもともと神仏なんて信じていなかったけれど、もしかしたらこの世はサルが作った世界なんじゃないかしら。三さん途ずの川を渡わたったら、無数のサルの群れが待ち受けていたりしてね。ああ、イヤだイヤだ」

　先せん鋒ぽうを務めさせられることになった信奈がぶーぶーと不平を漏もらす。義元に臣従したはずなのに、まるでそういう感覚が信奈にはないらしく、常に義元と対等、いや、義元より上に立っているかのような口ぶりだが、鷹おう揚ような義元はそのあたりまったく気にしていないらしい。

「おーほほほほ！　信奈さん、あなたの尾張兵を頼りにしておりますわよ。元康さん率いる三河兵とともに、美濃を手早く攻こう略りやくしていただきますわ」

「あんたも働きなさいよっ！　駿河兵はどこへ行ったのよ、駿河兵はっ!?」

「あいたた。わらわは、その、持病のしゃくが……相良良晴、わらわのお腹なかをさすりなさい。このあたりですわ。あ、そこではありませんのよ」

「あわわ。ごめん義元ちゃん、間違って胸をさすっちまった！」

「まあまあ。そういうこともありますわね。わらわは寛かん大だいですのよ、どうせ合戦をサボるための仮病ですから、どちらでも構いませんわ」

「い、いや、その、の、の、信奈さんが、お怒いかりのようで、ええと」

　信奈が「だんっ」と畳たたみを踏ふみ抜いて、叫さけんでいた。

「むきいいい！　なぁにが『信奈さん』よ！　あんたら、評定中になにをやってるのよ！　竹千代！　この馬ば鹿かとサルの主従にこれ以上付き合わされていたら、尾張も三河も滅びちゃうわ！　今こそ下げ克こく上じようよ！」

「ふえええ。義元さまを討うってサル晴さんを奪い取るんですか～？　そこまでサル晴さんのことを？　吉姉さま～」

　元康の冷やかしに再び「ぶちっ」と切れながらも、「そ、そんなこと、わたしは一言も言ってないでしょっ！」と下克上を断念せざるを得ない信奈であった。

　なんだかよくわからねーけど、元康は猛もう獣じゆうみてーに短気な信奈の扱あつかい方を心得ている。幼い頃ころに信奈にたぬきとして飼われていた経験が活いきているらしい。元康がいる限り、信奈は下克上を起こせないみたいだな、と良晴は思った。

「義元、そしてサル！　わざわざ出兵する必要はないわ。竹中半兵衛に『稲葉山城を譲り渡せば美濃半国をやる』と使者を出して誘さそえば片付くでしょっ！　稲葉山城さえ手に入れれば、美濃の豪ごう族ぞくはみな靡なびくんだからっ」

「ああ、いや。天下の軍師・竹中半兵衛は、仙せん人にんのように無む欲よくな武将だから。そんな使いを出したら、かえって『欲よく得とくのために城を盗ったのではない、主を諫いさめるために懲こらしめたまでのこと』と稲葉山城を斎藤家に返して隠いん遁とんしてしまうぜ」

「サル、あんたっていちいちわたしに逆らうんだから！　そんな浮き世離ばなれした武将がどこにいるってのよ～！」

「いやあ。竹中半兵衛に会ったことはないが実際そうなんだし。義元ちゃんだって浮き世離れしてるだろう？　なにしろ上洛さえできれば、あとは天下に毫ごうも望みなし、だぜ？　信奈に天下人の仕事をやらせてもいいと言っているくらいだ」

「たしかに義元は浮き世離れしているけどっ！　それは、こいつが仕事嫌ぎらいのグータラ女だからでしょっ！」

「おーほほほほ。まあまあ、信奈さん。そう褒ほめてもなにも出ませんわよ？　『天晴れ』とわらわが筆で書き記した扇子せんすを、ご褒ほう美びとして差し上げますけれども。この扇子が十本溜たまったら、箱はこ根ねへの温泉旅行にご招待いたしますわ」

「けなしてるのよっ！　扇子なんか要いるかっ！」

「う、ふ、ふ。これはこれは。たとえ義元さまがほんとうに浮き世離れした大だい英えい傑けつで、天下人の座を吉姉さまに譲り渡すおつもりだとしても、それだけでは済まない予感が……この私にも、もしかしたら漁夫の利を得られる可能性が、ちょっとだけ、ちょ～っとだけ見えていますよ。もっともっと漢方薬の処方を研究して、長生きしなくてはいけませんよ～」

「なにを腹黒い笑え顔がおを浮かべて独り言しゃべってるのよ、たぬき！」

「ななななんでもありませんよ、吉姉さま？　えへっ？」

　うーん、独り言の内容は聞き取れなかったが、すでに晩年の徳とく川がわ家いえ康やすのように腹黒い。元康も、桶狭間で信奈が勝っていたら「義元ちゃんのパシリ」という運命から脱だつ出しゆつできて今とは違う性格になっていたんだろうか？　と良晴は首をひねっていた。

「とにかく、信奈と元康は美濃の領地を今のうちに出来るだけぶんどってくれ！　それと、戦略拠きよ点てんの墨すの俣またに築城な！　美濃中が大おお騒さわぎになっている今ならばいける！　俺は、稲葉山城に出向いて、竹中半兵衛を今川陣じん営えいに誘ってくる。今川幕府を都に開いて天下の戦乱を治めるために、ぜひ協力してほしいと──！」

　信奈が「なんでわたしが今川軍の先鋒なんか……うーっなにもかもサルのせいだわ、死ね死ね！　わたしはなにもあきらめないんだから。今に見ていなさい！」と良晴を睨にらみながら犬いぬ千ち代よたち尾張兵を率いて出立し、元康が「吉姉さまはと～っても熱い人ですから、サル晴さんはこれから苦労することになりそうですね～。ではでは、私はすかさず墨俣へ築城に行って参ります～」と三河兵とともに出で払はらっていった。




　良晴は、今まさに稲葉山城へと乗り込むべく、街道を進んでいた。

　美濃と尾張とは隣となり合っている。

　木き曾そ川がわを越こえれば、そこはもう美濃である。

　しかし、ひとつだけ困ったことが……。

「おーほほほ！　待ちなさい、相良良晴！　わらわも付いていきますわ！　それにしてもこの着物、胸むな元もとがきついですわねえ」

　十二単を脱ぎ捨てて、信奈のお下がりの湯ゆ帷子かたびら姿に着き替がえた今川義元が、どういうつもりか良晴にくっついてきてしまったのである。

「危ないってば！　竹中半兵衛は義の武将だから、義元ちゃんを暗殺したりはしないだろうけど、道中なにがあるかもわかんねーだろう？」

「いいえ。お前一人では、今川家への帰順のお誘いを竹中さんに断られる予感がしますの。ですから、わらわが直々にお頼たのみしますわ！」

「上じよう洛らくできればあとは天下を信奈に譲ってもいいとか言ったら、明確な天下の姿が見えておられないのですか！　と呆あきれられて、かえって逆効果だと思うけどなあ～」

「いいえ。わらわには、もっと切実なお願いがありますもの。『今いま孔こう明めい』と呼ばれる天才軍師の竹中さんに、土下座をしてでもぜひともお願いしなければならないことが」

　木曾川の支流のひとつである小川。その小川の上に並んでいる岩の上をけんけん飛びで渡りながら、義元がふらりと足あし下もとをよろめかせた。

　しかし、義元が盛大にコケるのにはもう、慣れていた。良晴はあわてて義元の折れそうに細い腰こしを抱だき留め、頰と頰が触ふれ合いそうな至近距きよ離りに義元の顔があることに戸と惑まどいながら、

「それは、どんな願いなんだよ？」

　と思わず尋たずねていた。

「天才軍師どのに──わらわの大切な相良良晴を、護っていただきたいのですわ」

　義元の目映まばゆく輝かがやく瞳ひとみに見つめられながら。ああ、京の都まではあとほんの少しだ、あと一歩踏み出せばそこに──と、良晴は思った。





























































　相良良晴、毛利一家にお仕えするの巻







　相良さがら良よし晴はる、高校二年生はあわてていた。

　気がつくと、なぜか戦国時代の日ひノ本もとに召しよう喚かんされていたのだ。

「待て。なんでだよ。この海上に聳そびえ立つ大鳥居は──い、厳いつく島しま神社!?」

　そんな良晴の目の前には──。

「兄者。姉者。戦場に立つ父上のご無事を祈いのるため、われらきょうだいで神社に願文を奉ほう納のうしている最中に、いきなり面めん妖ようなサルが現れるとは。兄者を脅おびやかす者はたとえ蝿はえや蚊かであろうが許さん。斬きろう」

「珍めずらしく意見が一いつ致ちしたのぅ、隆たか景かげ！　このサルは、兄者が安あ芸きに戻もどって来たところを狙ねらって忍しのび込んできた忍にん者じやじゃけぇ！　その証しよう拠こに衣装が黒ずくめじゃ！　『姫ひめ切きり』の餌え食じきにしちゃる！　じゃあの！」

　緑色の甲かつ冑ちゆうを着た、美しい双ふた子ごの姉妹しまい。まったく同じ顔かたちの持ち主だが、一人は物静かそうで無表情な姫武将。もう一人は頭に日の丸鉢はち巻まきを巻き、血の気が荒あらそうな元気娘むすめだった。

「わーっ、待て！　待ってくれ！　ここはどこだっ？　俺は相良良晴！　刺し客かくでも間者でもないよ！　どうやら、未来から来たらしい！」

　背後は社。そして、双子の姉妹が問答無用で左右から襲おそいかかってきた。「球避よけのヨシ」の異名を取る逃にげ上手の良晴もこれでは逃げられない。万事休す！　死んだよ俺死んだッ！　「織お田だ信のぶ奈なの野望」、完ッ！

　……には、ならなかった。

「まあ待て。隆景、元もと春はる。毛もう利り一家の代だい紋もんを継ついだ俺の命を狙っている人間は数え切れない。死ぬ時は死ぬまでさ。彼は丸まる腰ごしだし、人を斬った経験なんてない、綺き麗れいな顔をした少年だ。どうやらほんとうに迷まい子ごになって困っているらしい。話を聞いてあげようじゃないか」

　美しい双子の姉妹の後ろにのほほんとした表情で立っていた、貴公子然としているが、しかし全身から言いしれぬオーラのようなものを放っている男──良晴より一回り近く年長の青年が、愛らしい顔立ちの姫ぎみなのに妙みようにケンカ慣れした姉妹を、やんわりと制止していた。

「う、うむ。徳人である兄者が」

「そう言うのならば」

　双子の姉妹は、過激だが、この兄の言うことには嬉き々きとして従うらしい。

　揃そろって「ぽっ」と頰ほおを赤らめて、刀を鞘さやへと収めていた。

「ヒエ～ッ。助かったぜ、ありがとう！　でも……あ、あんたたちは誰だれなんだ？」

「俺は毛利一家二代目の代紋を背負った親分、毛利隆たか元もと。まあ、親おや父じどの、つまり初代・毛利元もと就なりと、妹たちに頼たより切りの名ばかりの親分だがな。ははっ」

「あんたが、あの毛利隆元っ!?　ということは、その双子の女の子たちは──小こ早ばや川かわ隆景と、吉きつ川かわ元春!?　物静かなほうが小早川さんで、元気なほうが吉川さんってこと!?　で、でも、なんで女の子なんだっ!?」

「兄者、当たった」「このサル、自分と隆景を一目で見分けよった！」と双子の「毛利両りよう川せん」姉妹・小早川隆景と吉川元春が驚おどろいて顔を見合わせた。

　驚いているのは俺のほうだぜ、と良晴が目を白黒させていると──。

「さて。用事は済んだ。この男は隆景と元春が面めん倒どうを見てやれ。俺は一足先に出雲いずもへ出立する。尼あま子ご家の白しら鹿が城を包囲している親父どのに合流しなくちゃな。尼子との決戦だ」

「わかった、兄者。くれぐれも道中、注意して……今もそうだが、兄者は不注意すぎる」

「われら姉妹もおのおのの本城で兵を集めたら、すぐに行くけぇ！」

　うん？　毛利隆元が、出雲へと出しゆつ陣じんする？　「中ちゆう国ごくの謀はかり神がみ」こと父親・毛利元就とともに仇きゆう敵てき・尼子家と決戦するために──!?　どこかで見たような状じよう況きようだぜ、これは。

　良晴は「あっ!?」と叫んでいた。

「このままふらりと行っちゃダメだ！　毛利隆元！　あんたは、出雲攻ぜめに向かう途と上じようで──毒殺されるんだ！」

「いやあ。ご助言有り難がたいが、そういう危険は毎度のことなんでな。出入りと謀略を重ねてシマを広げてきた毛利一家は四方八方、敵だらけだ。その時はその時と割り切っているさ」

　隆元は、いきなりの死の予言を聞かされても、驚きもせず、良晴を不ふ審しんがりもせず、むろん怒おこることもなく、泰たい然ぜん自じ若じやくとしていた。

　この男は英えい雄ゆうだ、と良晴は震ふるえた。たとえ歴史を変えることになっても、護まもらねばならない。この兄をこんなにも慕したっている双子の妹たち、小早川さんと吉川さんのためにも。

「これは未来に伝わる『織田信のぶ長なが公の野望』の有名イベントなんだ、間ま違ちがいない！　あんたには命を救ってもらった恩義がある！　毛利隆元は、この遠えん征せいの途上で毒を盛られて死ぬんだ！　それが、俺が知っているあんたの運命だ！　だが、今ならばまだ、運命を回かい避ひできるかもしれない！」

「……そうか。俺は、もうすぐ死ぬのか。まあ、それも天意だろう。だが俺がここで倒たおれても、毛利一家の結束は──」

「天意なんてねえよっ！　天意というのなら、俺がこの厳島神社に呼ばれたことが天意だっ！　兄貴ならば、この幼い姉妹を戦国の世に置き去りにして逝ゆくだなんて無責任なことするんじゃねえ、毛利隆元！」

　隆元が「ほう。いきなり、男の顔になったな。合戦場に出たこともなさそうな少年なのに、熱い奴やつだな、お前は。面おも白しろいな」と思わず苦く笑しようし、そして良晴のただならぬ表情を見た小早川・吉川姉妹が「われら姉妹が兄者をお護りする！　行軍先の諸将の動向を」「念入りに調べながらきょうだい揃って行軍するけぇ！」とうなずき合っていた。

「……兄者の死の運命をお前が変えたならば、わが姉妹は生しよう涯がい感謝する。だが相良良晴。これで毛利一家の出雲への行軍は大おお幅はばに遅ち延えんする。もし道中、なにごともなければ」

「おやっさんを出雲の前線で苦戦させ、われらが兄者に対して不ふ吉きつなインチキ予言をかました罪で、しごうしたるけぇの！」

　二人ともこんなにかわいいお人形さんみたいな顔をしているのに、戦国の姫武将ってとっても過激なんだなあ～、つーかそもそも「代紋」ってなんだよ。俺が知っている戦国大名の制度と明らかに違うぞ、まさか毛利家、いや毛利一家って……と良晴はさっきとは違う意味で震えたのだった。




　　　　※




　そして、毛利隆元は──九死に一生を得た。

　隆元の行軍ルート上に、南なん天てん山ざん城という城があり、この城の城主・和わ智ち誠まさ春はるが人のいい隆元を招待して毒殺するという奸かん計けいを準備していたのだった。吉川元春と小早川隆景が、この和智誠春の暗殺計画を事前に摑つかんだのだ。和智誠春は隆元自身に「まあいいじゃないか。俺はまだ毒料理を食っていないんだ」と助命されて厳島神社へとひとまず護送され、隆元・元春・隆景の毛利三きょうだいは無事に、出雲に陣を構えていた「初代」毛利元就のもとへと辿たどり着いたのである。

　二代目・隆元を絶体絶命の窮きゆう地ちから救った相良良晴は、「ふう。これで恩は返せたぜ。毛利家での俺の役目はこれで終わったらしいな」となんとなく尾お張わりへ向かおうと旅たび支じ度たくをしていたところを、吉川小早川の双子の姉妹「毛利両川」に強ごう引いんに引き留められ、毛利一家にお仕えする家臣となった。いや、無理矢理にお仕えさせられてしまった。

「俺は尾張に行きたいんだーっ、なぜか尾張に行かないといけない気がするんだーっ」と良晴は抵てい抗こうしたが、毛利両川は「こ、これからもわれらの兄者を護り続けてくれなければ、困る。お、お願い」「逃げるなら斬るけぇ！」と頑がんとして許可してくれなかったのだ。

　もっとも、まだ、毛利一家における良晴の正式な身分は決まっていない。

　というのは、吉川元春と小早川隆景が、ともに「良晴を当家の家臣に」と言い張って互たがいに譲ゆずらないからである。

　この日の良晴は、どちらに仕官するかを選ばねばならない期限の日を迎むかえていた。午前中に吉川元春と面談し、午後に小早川隆景と面談するというダブルブッキング状態だ。

　まずは早朝、吉川元春と二人で船で厳島に入り、弥み山せんに登って、御み山やま神じん社じやで鹿しかたちに「みゅーんみゅーん」と囲まれながら「安芸風お好み焼き」をいただいた。

「絶景だ！　瀬せ戸と内うちの海が綺麗だな～」

「お、おう。良晴、今日こそは吉川家に仕えると承知せえ。これからは未来料理も南なん蛮ばん料理もどんどん覚えて、毎日ごちそうしてやるけんね」

「気がつけば日々、吉川さんに餌え付づけされている気がする……」

「じ、自分は妹と比べると色気が足りんけんね。食い気で勝負じゃ」

　吉川元春は、良晴と二人でいるのが気き恥はずかしいのか、良晴の隣となりに寄り添そい料理を作りながらも、時折筆を手にして「太たい平へい記き」を書き連ねている。

「月がつ山さん富と田だ城包囲戦の頃ころからずっと書いているけど、中身はなんなんだ、それ？」

「あ、いやっ！　よよよ読むなっ！　けけけ決して、兄者と良晴にそっくりな男武将たちがいちゃいちゃしている場面を書いているわけではないけぇ！」

「……戦国の腐ふ女じよ子しというやつだな。小早川さんが心配していたぜ」

「た、隆景が!?　あ、あの性しよう悪わるの妹だけは我が慢まんならん、しごうしたる！」

「仲むつまじい姉妹だったのに、最近、顔を合わせるたびに罵ののしり合ってね？」

　毛利両川姉妹は双子じゃが、良晴はひとりじゃ、おどれが二人おらんのが悪いんじゃ、と吉川元春が唇くちびるをとがらせた。拗すねているらしい。

「相良良晴。兄者を救ってくれたこと、生涯感謝しても感謝しきれん。きっと厳島の宗むな像かた三さん女じよ神しんが、毛利一家の『三本の矢』を護るためにお前を呼んでくれたんじゃ。吉川家は毛利の『武』を請うけ負う、鉄てつ砲ぽう玉だまの家じゃけんね。戦いくさに次ぐ戦の日々で、おのこと出会うきっかけもなかった。ま、まあ、自分は兄者以外のおのこには目もくれなかったんじゃが」

　お年とし頃ごろの女の子の吉川さんは、だから陣中で「太平記」を書くことで自分の内なる乙女おとめ心ごころを慰なぐさめていたのかもしれない、と良晴は思った。

「いまや毛利一家の運命は劇的に変わり、天下を望む立場となった。自分もこれまでのように猪ちよ突とつ猛もう進しんするだけではいけん。そ、それで、ぜひ、良晴に自分の家臣になってもらいたいんじゃ。そして……いずれは、そ、その、毛利一家に加わってもらいたいと……」

　それってつまり俺を婿むこにって遠回しに言っているんだよな、と良晴は照れてしまって、言葉が出てこない。吉川さんって戦場では男の子みたいに爽さわやかだけれど、俺と二人きりになると急に内気になるから……おおお女の子に免めん疫えきのない俺は、どう対処していいのか気恥ずかしくてわからねー。

「よ、良晴。へ、返事は、その、日にち没ぼつまでにもらえればいいんじゃ」

「あっ！　いけねえ、小早川さんと船で瀬戸内の海を回る時間だ！」

「だーっ！　おどれは相変わらず朴ぼく念ねん仁じんじゃの！　『太平記』の殿との方がたとはぜんぜん違うんじゃ～。うう、だが、そこが……そこがいい……」

「ごっごめん！　一日に二つのアポは無理があった！　また夜にっ！」

　後ろ髪がみを引かれる思いとともに、良晴は山を駆かけ下りて、村むら上かみ水軍の船の甲かん板ぱんにちょこんと立っている小早川さんのもとへとはせ参じた。

「むう。遅おそいぞ、良晴。まさか姉者と妙なことをしていて遅おくれたのか？」

「ひいひいぜえぜえ。ご、ごめん、小早川さん！」

「がはは。遅いじゃねえか小こ僧ぞう、今日はイルカが観みれそうだぜ。飛ばすぞ！」

　村上水軍の大将・村上武たけ吉よしが「おっと。今日一日はお嬢じようと小僧は二人きり。俺は貝になって口を閉じている約束だった」とあわてて口をつぐみながら、船を出した。

「……良晴。姉者は不器用な人だ。物心ついた頃から、弱い私の分まで、合戦の日々を過ごしてきたから。姉者はいちど惚ほれたら一いち途ずだから、生涯、ただ一人のおのこしか愛さないだろう」

　船上で、海を眺ながめながら──お澄すまし顔の小早川隆景もまた、双ふた子ごの姉と同じように頰を赤らめて、もごもごと口ごもっている。しかし、その言葉は鮮あざやかなまでに情熱的だった。氷の智ち将しようと呼ばれる戦場での姿とはまるで違う。

「兄者は昼ひる行灯あんどんだが天下人の器うつわの持ち主で、これからの日ノ本をどのような国にするかを頭の中に思い描えがいておられる。これより毛利家は博はか多たを盗とり天下をうかがう。軍師向きの良晴は姉者の家臣に据すえたほうが、毛利家にとっては効率がいいと思う。だ、だが……」

　小早川隆景は、海の波間を躍おどるゼゴンドウの群れを見つめながら、そっと良晴の手を握にぎってきた。

「よ、良晴。そ、それでも、私の家臣に、なってほしい。それが私の偽いつわらざる気持ちだ」

「こ、小早川さん」

「城でも島でも、好きな領地をあげるから、こ、小早川家に。山さん陽ようは風ふう光こう明めい媚びでいいところだ」

「領地なんていらないよ。俺は──」

「そ、そうだな。すまなかった。良晴は兄者と並ぶ、英雄だ。私は弱い。戦にも弱いが、心が弱いのだ。兄者や姉者に支えられてきて、さらに支えを求めるのは強欲かもしれないが、天下をうかがう軍師としての仕事は想像を絶する重荷だ。どうか私を、支えてほしい……できれば、その……家臣としてではなく、か、家族として」

　小早川さんは、隆元さんの死の予言に誰だれよりも取り乱し、犯人を捕とらえた時には智将の仮面もかなぐり捨てて「兄者。兄者」と隆元さんにすがりついて大泣きしていた。もしも隆元さんが死んでいたら、今いま頃ごろ、小早川さんは。そう思うと、良晴はこの少女をどうしても放ほうってはおけない。

　思わず「わかった」と承知しようとしたその時。

「待てっ、隆景！　おどれは良晴を家臣にするどころか、婿になってくれと露ろ骨こつに誘さそっとるけんね！　それは、約定違い反はんの抜ぬけ駆がけじゃ～っ！」

「あ、姉者っ!?」

「わははは！　こんなこともあろうかと、ずっと船底に張り付いていたんじゃ！」

　ヒエッ吉川さんが乱入してきた！　双子の姉妹しまいに左右からしがみつかれてぎりぎりと両りよう腕うでを引っ張られながら、良晴が「これが修しゆ羅ら場ばってやつなのか～、助けてくれえ！」と船上で悲鳴をあげていると。

「よう、相良良晴。ま～た妹たちに挟はさまれて迷っているのか？　お前は戦場では英えい傑けつだが、恋こいの道に関してはまるで子供だな、ははは。妹たちよ。『仕官しろ仕官しろ』じゃあ、駄だ目めだ。自分の赤心をさらさなければ、その男は手に入れられないぞ。勇気を、出せ」

　この展開を面白がっている隆元までもが小こ舟ぶねで乗り付けてきて、姉妹を煽あおりはじめた。がははと笑って櫂かいを漕こいでいる村上武吉が呼びつけたらしい。ついに小早川・吉川の双子の姉妹は「う、う、う」と半泣きになって、そして良晴の耳元で同時に囁ささやきはじめた。

「……よ、良晴。兄者の言うとおりだ。このままではらちが明かない。今日こそは、正直に言おう。わ、私の、む、婿に……な、なってほしい。あっ、いや、いきなり祝しゆう言げんを迫せまるなんてはしたない女みたいだから、最初は、その、お、お友達からでいいから……ええと……い、一いつ緒しよに、今夜、村上水軍の船で瀬戸内の海を眺めながら、ほ、焙ほう烙ろく焼きを食べよう。だ、駄目か？」

「──自分は、お前に惚れた。生涯お前一筋じゃ。黙だまって自分の婿になれ、相良良晴」

　同じ顔かたちを持ちながら、対照的な言葉だった。

　良晴はいよいよ追い詰つめられた。ここまで気位をかなぐり捨てて勇気を出して告白してくれた小早川さんを袖そでにしたら深く傷つけてしまいそうだ。一方の吉川さんは袖にされても「そうか。なら、それでええんじゃ。妹を大切にせえよ」と爽やかに笑ってくれそうだけれど、自分の言葉のとおりに生涯独身を貫つらぬくだろう。ああ隆元さん。おかげで俺は完全に切羽詰まってしまったじゃあないですか、こんなもん選べるわけねーだろうが！

「いやあ。いつまでも兄離ばなれしてくれない妹たちの前ぜん途とを心配していたが、良晴のおかげで少なくとも一人は片づくわけだ。目め出で度たいことだ」

「笑っていないで、この修羅場を収拾してくださいよ隆元さんっ!?」

「それがなあ。こうして恋の鞘当てをしている妹たちを眺めて愛めでているのが、楽しくて楽しくて」

「あ、兄者！　笑い事じゃないんだからっ！　もう黙っていてっ！」

「そうじゃ！　兄者、今の恥はずかしいわれらの姿をこれ以上見物するというのなら追い出す！」

「……あ、あれれ。お兄ちゃんを見る妹たちの目つきが冷たい。兄離れされるのも寂さびしいもんだなあ～、良晴。俺はちょっぴり傷ついたぞ」

「知りませんよっ！」

　そんな良晴に救いの手をさしのべた者が、いた。

「また今日も姉妹を侍はべらせて、まったくなにをやっているのですか相良さま。毛利の大親分が、相良さまを館やかたへ招けと仰おおせです。今すぐ来ていただきます」

　出雲尼子家が毛利に臣従した際、最後まで抵抗したが良晴に説得されて毛利に降った姫ひめ武将、山やま中なか鹿しか之の助すけだった。

　山さん陰いん一の美少女との誉ほまれ高い鹿之助は、尼子家随ずい一いちの猛もう将しようでもあり、尼子家への忠誠心と戦意がともに異様に高く、毛利一家としてはできれば生かしておきたくない人物だった。が、未来人の良晴が「戦国ファンとして山中鹿之助を見捨てることはできねえ！」と命いのち懸がけで鹿之助が籠ろう城じようする城へと入り、懸けん命めいに説得。尼子家を決して取り潰つぶさせない、もしも毛利が約束を違たがえたら俺の首をやる、と誓ちかって鹿之助の命を救ったのである。

「あの爺じいさんが、俺を？　ま～た妙みよう玖きゆうちゃんに先立たれて寂しいとか、同じ愚ぐ痴ちを延々と聞かされるのか。あの人、愚痴が長いんだよなあ……まあいいや！　小早川さん、吉川さん、隆元さん。それと船を漕いでくれた村上のおっさんもサンキューな。それじゃっ！」

　良晴が鹿之助の乗る小舟に乗り移ってしまったので、小早川隆景は眉まゆを下げてしょんぼりと肩かたを落とし、吉川元春はぶすりと船底を手刀で貫いていた。

「ああっ、良晴が行ってしまった……鹿之助め。いつも、いいところで邪じや魔まを」

「もしも鹿之助が良晴に恋をしちょったら……闇やみ討うちじゃ、隆景」

「やれやれ。お前たち姉妹は、すぐにそうやって切った張ったの話にするから恋が成じよう就じゆしないんだぜ？　さっきはいい感じでかわいかったのにな」

「うるさい。兄者は」

「だまっちょれ！」

「……お兄ちゃんを見捨てないでおくれ……二人とも……しくしくしく」

「がははは。そうしょげるな。俺と酒を酌くみ交かわそうぜ、隆元よ！」




「いや～助かったよ。鹿之助ちゃん。今日という今日は、隆元さんのおかげでどうなることかと思ったぜ」

「ぷいっ！　私から七難八苦の人生を奪うばい取っておいて、よくもあの双子の姉妹を左右に侍らせてへらへらしていられますね、あなたは。恨うらみます。七難八苦と酒池肉林。相あい容いれない人生観ですねっ」

「し、鹿之助ちゃん。酒池肉林とか、誤解だから！　俺は清らかな身体からだだから！　頭の中はさておき……さすがに今日は理性が飛ぶかと思ったぜ……小早川さんと吉川さんに告白された以上はもう断り切れないし、どちらを選んでもどちらかを傷つけるし、俺はどうすればいいんだろう……」

「知りませんっ。ほんっとに、憎にくいお人ですねあなたは！　時は戦国、今は人の心が修しゆ羅らになっちゃってる時代なんですよ。敵味方の区別なく人命救助に奔ほん走そうしていたら、必ずこうなりますっ！　まったく。これから最高に七難八苦な生き様がはじまるというところで……」

「まあ、鹿之助ちゃんが生きていてくれて、ほんとによかったよ」

「で、ですから、そうやってみさかいなく女の子に優やさしくするから、あなたはっ！　んもう。無責任ですよ。ほんっとに、あなたが殺したいほど憎いです！」

「もしかして鹿之助ちゃんが抱いだく予定だった毛利家への遺い恨こんを、俺が背負ってしまったのか……」

「そうですねっ！　一いつ生しよう涯がいつきまとってあげますっ！」

　元就の館へ向かう道中、鹿之助はずっとぷりぷり怒おこっていた。いつも俺と喋しやべっている時に彼女がどことなく嬉うれしそうなのは、憎い相手と仲良くしなければならないこの状じよう況きようこそが今の鹿之助ちゃんにとっては最大の七難八苦だからなのかな？　と良晴は思った。




　元就の部屋を、良晴は訪おとずれていた。

　庭園を、満開の桜が飾かざっていた。

　中国の覇は者しや・毛利元就は、老いている。

　もともと高こう齢れいではあったが、毛利にとって最大の強敵だった尼子家を臣従させて以来、肩の荷が下りたかのように、めっきりと老け込んでいた。

「おお。良晴どの。年寄りの愚痴を聞いてくだされ。これへ」

「お邪魔します。や、やっぱり愚痴がはじまるのかよ？」

「良晴どののお働きで、わが息子・隆元どのは幸運にも生き延び、山陰の尼子家との長年にわたる戦いも綺き麗れいに片づいたわ。あとは北きた九きゆう州しゆうに侵しん出しゆつして博多の湊みなとを奪い、明みんや南なん蛮ばんとの交易に乗り出せば毛利一家はまずは安あん泰たい。キリシタンびいきの大おお友とも宗そう麟りんをここいらでへこませねば、九州を、ひいては日ノ本を南蛮に奪われてしまうのでのう。そこまでやり遂とげれば、わしも安心して大往生できるというものじゃ」

「大友家はめちゃめちゃ強いと思うけれど、尼子の残党に背後で蜂ほう起きされなければ、もしかしたら博多までなら盗れるかもしれないな」

「うむうむ。われらが北九州で暴れている隙すきに、背後で尼子の残党が蜂起。そなたが毛利一家に来なんだら、そうなっていただろうのう。隆元どのが死んでおれば、老い先短いわしは毛利両りよう川せん姉妹しまいのために焦あせりまくっておったであろうからのう。いや、尼子家には捨て扶ぶ持ちは与あたえるつもりでおったが、城持ち大名として存続させることは考えておらなんだ」

「ああ。鹿之助ちゃんは律りち儀ぎだから、決して毛利を裏切らないよ」

「おうおう。そうじゃな。あれは、そなたに惚れておるしのう」

「ええっ？　ま、まさか？」

「あとは、備び前ぜんの宇う喜き多た直なお家いえを臣従させれば、まず中国地方は安泰じゃて。あれは暗殺と裏切りを繰くり返してきた奸かん物ぶつじゃが、幼い頃ころに家を失って放ほう浪ろうを余よ儀ぎなくされるという不ふ遇ぐうな子供時代を過ごし、やむを得ず下げ克こく上じようを繰り返してきた生き様が、このわしに似ておってな。わしもかつては、家か督とくを争ったわが弟をこの手で殺さねば生きられなかった弱者であったのよ──」

「そっか。それで、家族の和に執しつ拗ようにこだわるんだな。爺さんは……」

「おうおう。隆元どのは、家を護まもるため、生きるために悪行を重ねてきたわしの業ごうを背負って早々と死ぬべき定めであった。当人も、すでにその覚かく悟ごができていたようじゃ。それを、そなたが変えたのじゃ」

　毛利一家では、このような席でも、酒は出ない。

　代々の当主が酒毒によってやられているため、慎しん重ちような性格の元就は「毛利一家の人間は生まれつき酒に弱い体質なのじゃ」と酒を一切断っているのである。これは息子の隆元たちも同様だった。

「しかし良晴どの。わしはとにかく心配性しようなのじゃ。今は、わが双ふた子ごの娘むすめ・毛利両川と隆元どのが築いた『三本の矢』の行く末が心配でのう」

「わ、悪い。それって、その、俺が原因……なんだよな？」

「うむ。隆景どのと元春どのがああもそなたを巡めぐって相争っておれば、いずれわし亡なきあとに三本の矢は折れるやもしれぬ。そこで──わしの寿じゆ命みようが尽つきる前に、良晴どの。そなたに急きゆう逝せいしてもらわねばならぬかもしれぬのう。それが謀はかり神がみにとっての最後の謀略となるかものう……ふ、ふ、ふ」

　元就が黒い笑えみを浮うかべながら、茶を良晴に差し出してきた。

　良晴は、なにも考えずに、その茶を飲み干していた。

「ありがてえ、ちょうど喉のどが渇かわいていたんだ。うめえ！　戦国時代の茶は、カフェインが強きよう烈れつに効くなあ！　成分が違ちがうのかな？」

　茶を飲み干した、良晴の身体には──なんの変調もない。

　ただの、茶である。

　元就は自分の白しら髪が頭あたまを叩たたきながら、「二人はそっくりじゃな。そなたが大たい賢けんなのか大たい愚ぐなのかはわからぬが、隆元どのは生きながらえたばかりか、真の友に出会った。わしはもう、思い残すこともないわ」と笑っていた。

「ん？　なんだよ爺さん？　笑うだなんて、珍めずらしいな」

「──この乱世に天下平定を志す英えい雄ゆうは、孤こ独どくなもの。真の友などは生しよう涯がい得られぬ。英雄と英雄。ともに天下を望む者同士が巡りおうても、たったひとつの天下を巡って殺し合わねばならぬ定めよ。甲か斐いの武たけ田だ信しん玄げんと越えち後ごの上うえ杉すぎ謙けん信しんのようにのう」

「え……武田信玄と、上杉謙信か……そうだな。あの二人は、平和な時代で出会っていれば、親友になれていたのかもなあ」

「わしは常々愚痴っておった。乱世の英雄は、この現世では真の友を得られぬ。出会えば殺し殺される運命。ゆえに、過去千年、未来千年の間にしか──出会えるはずのない世界にしか、真の友はおらぬと。そして、その未来よりそなたが隆元どのの前に現れたのじゃ」

　友なんて滅めつ相そうもない。俺は隆元さんに憧あこがれて弟で子し入いりしたばかりのひよっこだよ、と良晴はうろたえた。

　元就は、そんな良晴に深々と頭を下げていた──。

「隆元どのの友として、毛利一家と、そして日ノ本をお頼たのみもうす」

「じ、爺さん、頭をあげてくれって」

「じゃが、わしの目の黒いうちに、これだけは解決しておかねばならぬ！　そなたが隆景どのと元春どの、いずれも選べぬのであれば──」

「ヒイッ？　もしかして、騒そう動どうの種になりそうな俺を手討ちにっ!?」

「隆景どのと元春どの、二人をともに嫁よめに迎むかえませい！　一日ずつ交代で閨ねやを過ごすのじゃ！　さあ、さあさあさあ！　良晴どの、ご決断を！」

「……え……えええええっ!?　爺さん、なにを言いだすんだあ～!?」

　うろたえて後ずさる良晴。ぶつかった背後の襖ふすまが、ばりっと破れて──。

「ち、父上！　はしたないことを！　わ、わ、私は、べ、べ、別に構わないが……あ、姉者とならば、と、ともに良晴の奥方になっても」

「た、隆景がそれでええちゅうなら自分は異存ないが、良晴の身体が心配じゃけぇ。夜ごと交代交代で二人の新にい妻づまと子作りとは、おのこには厳しい」

「やれやれ。双子の姉妹を分け隔へだてなく育てる親おや父じどのの主義も、行き着くところまで行ってしまったようだ。だが、こいつは面おも白しろそうだ！」

　小早川隆景、吉川元春、毛利隆元。二人の会話を盗ぬすみ聞きしていた毛利三きょうだいが雁がん首くび揃そろえて勢ぞろいしたのであった。

「誰だれも反対しねーのかよっ？　毛利一家ってちょっとヘンですよ！　だっ、誰か助けてくれえ～っ！　鹿之助ちゃ～んっ！」

「晴れて父上の許可をいただいた。逃にげても無む駄だだぞ、良晴」

「おう、もはや逃がさん！　これで良晴も、毛利一家の一員じゃけぇ！」

　ああ。毛利両川姉妹に取り押さえられてしまった。小早川さんと吉川さんに俺、前世で悪いことでもしたのかなあ、と良晴は思った。







　相良良晴、毛利一家で奮闘するの巻







　ここは、相良さがら良よし晴はるが織お田だ信のぶ奈なではなく、安あ芸きの毛もう利り一家にお仕えすることとなった世界。

　毛利元もと就なりと正妻・妙みよう玖きゆうの子の一人にして「三本の矢」の中心たる嫡ちやく男なん・毛利隆たか元もとを不遇な早世の運命から救った良晴は、兄・隆元を慕したう双子の姉妹「毛利両川」──吉きつ川かわ元もと春はると小こ早ばや川かわ隆たか景かげに熱ねつ烈れつに惚ほれられてしまい、毎日のように「どちらを嫁にするのか」「さっさと決めろ」と迫せまられて青あお息いき吐と息いきだった。元就に至っては「姉妹二人とも嫁にして毎晩交こう互ごに閨をともにせよ」と親バカを通り越こした耄もう碌ろく発言をかましまくっている。

　中ちゆう国ごく地方の大部分を併へい吞どんした毛利家は今、九きゆう州しゆうの覇者・大おお友とも宗そう麟りんから博はか多たを奪い海外貿易に乗り出すという悲願を果たすため、ちゃくちゃくと下準備にかかっていた……のだが。

「隆元さん、やられた。俺の見通しが甘く尼あま子ご軍に包囲されちまった！」

「ははっ。砦とりでの東西南北に尼あま子こ十勇士が。まさしく四し面めん楚そ歌かだな」

「すまねえ～俺の用兵が素人しろうと丸出しだったばかりに！　このまま兵ひよう糧ろう攻ぜめに持ち込まれれば俺たち毛利軍は全ぜん滅めつだ～！」

　吹ふけば飛ぶような小さな砦の中に籠こもった相良良晴が青ざめて絶望し、良晴の隣となりでは良晴の武芸の師となった毛利隆元がにこにこと笑っている。

「ところが面白いことに、合戦というものは生き物でな。布ふ陣じんですべてが決まるわけじゃあない」

「でも隆元さん。退路は完全に塞ふさがれていて俺たちは脱だつ出しゆつ不能だぜ？」

　水も食しよく糧りようも残り半日分しかない。このまま尼子軍に囲まれ続ければ白旗を揚あげるしかないと良晴が嘆たん息そくしていると──。

「うううっ！　憎き相良良晴を前にして、これ以上耐たえられませんっ！　七難八苦！　山やま中なか鹿しか之の助すけ、毛利砦へ向かって単たん騎き突とつ撃げきいたします！　相良良晴、あなたも武士ならば私と一いつ騎き打うちしてくださーいっ！」

「兵糧攻めなど匹ひつ夫ぷの策。無む謀ぼうにも敵前へ突とつ撃げきしてこそ尼子十勇士！　もっとも、もっとも！　尤もつとも道どう理り之の介すけも参るでござる！」

「ぶもおお！　大おお谷や古ふる猪い之の介すけも七難八苦の道を選ぶもおお！　猪ちよ突とつ猛もう進しんッ！　尼子十勇士、突撃～！」

「鹿之助どの～っ！　亀かめ井い世せ界かい之の介すけも参る！　夢は琉りゆう球きゆうを駆かけ巡れども、死ぬ時は前のめりにドブの中で！　尼子十勇士、ばんざーい！」

「外うい郎ろう五ご文もん之の介すけも鹿之助どのとともに潔く討ち死にいたす！　尼子十勇士に栄光あれーっ！」

　なぜだ。どうして包ほう囲い網もうを自ら崩ほう壊かいさせて、尼子十勇士がのこのこと無防備な姿でバラバラに万ばん歳ざい突撃してくるんだ？

　良晴は首を捻ひねりながら、隆元とともに手にした種たね子が島しまを砦の櫓やぐらの上からぱんぱんと撃うった。低地を駆ける十勇士たちはまさに的。カモネギ。「ぐはっ」「無念」「七難八苦です！」と戦場に倒たおれていったのだった──。

　……。

「ああもう悔くやしいです、飛び道具で狙ねらい撃ちとは卑ひ劣れつです！　堂々と一騎打ちしてくれないなんて！　相良さま、一生お恨うらみしますからねっ！」

　相良良晴軍対尼子十勇士の演習に敗れた山中鹿之助は、打ち上げの宴えん会かいがはじまってもまだぷりぷり怒おこっている。

　山中鹿之助率いる尼子十勇士は、毛利家が尼子家を降こう伏ふくさせる際に、良晴の命を賭かけた説得によって毛利家に降くだっていたのだった。今日の合戦は、新入りの良晴を一人前の武士として鍛きたえるための訓練。良晴たちが用いた種子島は、演習用に良晴が開発させた、いわゆる空くう気き銃じゆうだったのである。

「だからどうして無謀に突撃してくるんだよ鹿之助ちゃん。せっかく勝ってたのに……」

「むう～。だって兵糧攻めに持ち込めば相良さまを飢うえさせて苦しめることに……あ、いえ、なんでもありません！　わ、わかりましたね相良さま！　戦場は、一寸先は玉ぎよく砕さいの七難八苦に満ちているんですよっ！」

「うーむ。はたして俺にとって、今日の訓練は訓練になっていたのだろうか……」

「はは。九州の大友家の修しゆ羅らたちも、鹿之助と似た突撃上等戦法を多用するんだな、これが。とりわけ猛もう将しよう・戸次べつき鑑あき連つらは半はん身しん不ふ随ずいなのに、輿こしに乗って自ら戦場の最前線へと突撃してくる命知らずの『雷らい神じん』だ。さしもの妹たちも、北九州抗こう争そうでは手を焼くことになるな」

　戸次鑑連。のちの「立たち花ばな道どう雪せつ」だな。史実では毛利元就の爺じいさんをもってしても、ついに大友家から博多を奪うばうことはできず、毛利は九州からほぼ全面撤てつ退たいすることになったんだっけ。だが俺が毛利一家にお仕えしたことで、歴史は変わっている。どうなることやら、と良晴は気を引き締しめた。

　同じ顔を持つ毛利両りよう川せん。双子の姉の吉川元春と妹の小早川隆景が、隆元と良晴に甘酒を注つぎながら頰ほおを膨ふくらましている。なにごとも慎しん重ちようかつ愚ぐ痴ちっぽい元就が「うちは代々、酒の飲み過ぎで死ぬ家系なのじゃ……」と愚痴るため、甘酒以外の酒は毛利一家では禁止されているのだ。

「兄者。自分らはこんどこそ、大友宗麟をしごうしたるけぇね」

「うむ。九州六ヶ国の覇は者しや・大友家を滅ほろぼすのはさすがに難しいが、われら毛利三きょうだいと相良良晴が揃そろえば、博多までならば取れるはず」

「よ、良晴を北九州抗争に放ほうり込むのは危険じゃ、隆景！」

「ならば姉者は良晴を用いぬのだな。その隙すきに私は良晴に手て柄がらを立てさせて、小早川家から四万石ほど捻ねん出しゆつする──わが婿むこへの引き出物として」

　はあ。二人ともかわいくて綺き麗れいだなあ、と良晴は思わず見とれてしまう。双子で見た目が瓜うり二ふたつ、しかも性格が真逆で「二人で一人」な仲良し姉妹しまいだけに、どちらかを選べと言われても良晴には選びようがないのだった。

「北九州に乗り込む前に決めさせるけえ。良晴。自分と隆景とどちらを選ぶんじゃ！」

「うるさい黙だまれ引っ込め。姉者はもう私家版『太たい平へい記き』の書きすぎで腐くさっている。墨すみで紙に書いたおのこに魂たましいを囚とらわれたのだ。そういう腐った趣しゆ味みのない私こそが良晴の嫁に相応ふさわしい」

「黙れ隆景！　それとこれとはまた別なんじゃ～っ！」

「まあまあ。良晴が困っているじゃないか。親父どのが泣くから仲良くしろ、妹たちよ」

「うるさい、黙れ」

「兄者は引っ込め」

「……良晴……妹たちが俺を見る目つきが最近、冷たい気がするんだ」

「「われら姉妹の恋こいの鞘さや当あてを面白がってるからだ！」」

　姉か妹か。元春か隆景か。こたびの相良良晴との縁えん談だんの件、いったいどっちに味方するのか今宵こよいこそは決めてもらおう、と姉妹が隆元を睨にらみながらゴゴゴとすごんできた。隆元は「いやあ困ったなあ。お兄ちゃんは愛深き故ゆえにどちらの妹も選べないな」と頭をかき、ますます姉妹に「優ゆう柔じゆう不ふ断だんじゃけえ」「毛利一家の二代目たる者が妹の縁談話もまとめられぬとは」と怒られてしまい、「いや～親父どのに相談してくる。しばし待て」と脱だつ兎との如ごとく逃とう走そうしたのだった。

「これも修行だ良晴、許せ。今宵一晩を自力で生き延びろ。はははっ」

「ああっ隆元さん!?　女の子ばかりの宴うたげの中に、俺一人を置いていかないでくれ～っ！　男同士の友情はどうなったーっ!?」

「逃がさんけぇ、良晴！　兄者はお優しい方じゃけぇ、姉妹どちらかをひいきできんのじゃ。良晴自身が決めるしかないけえね。こ、今夜は自分と二人で夜を過ごすんじゃ！」

「そ、そんな。祝しゆう言げんも挙げぬうちにいけないぞ姉者！　なんとふしだらな。や、やはり姉者は私家版『太平記』の書きすぎで頭が腐って。ま、まずは清らかなおつきあいからはじめて……たとえば風流な和歌を送り合って」

「おどれは考えすぎるのがいかん。恋も戦いくさも先手必勝なんじゃ隆景！」

「そうです突撃あるのみです！　ああっ七難八苦への道を閃ひらめきました！　相良さまが両川姉妹どちらも選べぬのであれば、この山中鹿之助が相良さまを奪い取って毛利一家への復ふく讐しゆうを果たした上に姉妹の余計な恨みを買って、見事に斬ざん首しゆされてみせましょう！」

「……姉者……この女は、どさくさに紛まぎれて言ってはならぬことを……やはり、隙あらば良晴を横取りするつもりらしい」

「うむ。隆景よ、山中鹿之助を肥こえ溜だめへ投げ込むんじゃ～！　嫁に行けん身体からだにしちゃるけえね！」

「ああっ、それだけは！　乙女おとめになんという仕打ち！　七難八苦です！」

　なんだかんだ言って鹿之助ちゃんと毛利両川姉妹って仲がいいんだよなあ、と良晴は思った。




　隆元は、毛利一家を中国の覇者にまで成り上がらせた「初代」元就の館やかたを訪おとずれていた。元就は「良晴どのは両川姉妹を二人とも嫁にするがよいぞ」と言い張っており、仲良しの両川姉妹とも「それはそれで」「いいかも……ぽっ」と元就の無茶ぶり話に乗り気ではあるのだが、肝かん心じんの良晴が奥手で「未来の日本は一夫一妻制なんだ。俺の性格的にも、双ふた子ごを両方妻に迎むかえるなんて無理だよ～。どうなるかだいたい想像ができる……二人の奥さんの機き嫌げんを平等に取り続ける生活なんて、リア充じゆう度どの低い俺には難易度高すぎぃ！」とうなずかないので、なかなか祝言話がまとまらないのである。

「親父どの。激戦が予想される北九州抗争を開始する前に妹たちと良晴の祝言話をまとめてやらないと、二人揃って婚こん期きを逃のがしかねません。それでは元春も隆景もかわいそうです。ここはひとつ、中国地方一の謀ぼう将しよう……『謀はかり神がみ』とまで呼ばれた親父どのの知ち恵えを貸してもらえませんか」

「おうおう。わしも正妻の妙玖ちゃんが存命の頃ころは、戦国大名のしきたりとはいえ側室とか要いらないのう～妙玖ちゃん最高マジ菩ぼ薩さつ、と悩なやんでおったからのう。良晴どのも、わし同様に一いち途ずな男なのじゃ。一晩ごとに相手する嫁よめを交代させるというのがいかんのかのう……おお！　毎晩、二人揃って良晴どのと同どう衾きんさせるというのはどうじゃ。毛利両川と良晴どのは、『三人で子作り』を基本となす。これぞまさしく『夜の三本の矢』！」

「いやいや。ますます良晴が縮こまると思いますよ、それは逆効果です」

「はあ。良晴どのはよきおのこじゃが、うぶな小こ僧ぞうじゃのう。じゃがこのままでは千日手じゃ。敢あえて力の拮きつ抗こう状態を破は壊かいせしめ、三人の関係を揺ゆるがせるしかないのう……ちと波風が立つじゃろうが、わしはもう死期が近い。一年も二年も待っておれんのでのう。ふっふっふ」

　元就がぎらりと目を光らせた。その眼光は、まさに謀神。力の拮抗状態を壊こわすとはどういうことです？　と隆元が首を捻った。

「毛利家には『四本目の矢』がおるじゃろ。ほれ。あの虫けらじゃ。あやつならばいくら暴れようとも、毛利家の嫡ちやく子したちによる『三本の矢』の結束を崩くずすことにはならぬ。あやつを暴れさせ、三人の関係を『動かす』」

「毛利家の『四人目』……俺たちの腹はら違ちがいの弟、穂ほ井い田だ元もと清きよ、ですか。しかし親おや父じどの。ご自分の子を、虫けら呼ばわりとは酷ひどい」

「いーや。正妻の妙玖ちゃんの子ではないから、虫けら扱あつかいでよいのじゃ！　もっとも嫡子と庶しよ子しを徹てつ底ていして区別するのは、頭の古いわし一人の存念。そなたたちは、わし亡なきあと、元清を哀あわれと思うならば粛しゆく清せいなどせずに存分にかわいがってやればよかろうぞ。ふ、ふ、ふ」

「やれやれ。親父どのはそうやって一身に毛利一家の業ごうと悪名を被かぶろうとするところが狸たぬきだ。そのような小細工をしても、結局は毛利に滅ぼされた面々から恨みをぶつけられる相手は二代目当主の俺ですよ」

「……そうじゃな。しかし今のそなたには、千年の友がおる。心配はいらぬて隆元どの。わしに残された最大の悩みは両川姉妹が乙女として幸福になれるかどうか、じゃ」

　かくして、村むら上かみ水軍に従軍して海かい賊ぞく見習いとして修行中だった「四本目の矢」、毛利家庶子の少年・穂井田元清が──急きゆう遽きよ、安芸へと召しよう還かんされた。




　翌日の厳いつく島しま神社。厳しい海賊修行から生せい還かんした穂井田元清が、毛利三きょうだいと良晴の前に姿を現していた。両川姉妹に似たお人形さんのような顔だちの、ちっちゃい子供だった。

「ほいっ！　というわけで、僕が毛利一家の虫けらこと庶子の穂井田元清ですっ！　父上さまのご命令で、姉上さまたちの祝言問題に弟として口を挟はさませていただきます──今より『景さま応おう援えん団長』に就任しまーす！」

「おいおい元清。隆景応援団を結成しろとは頼たのんでいないぞ」

「わ、私を『景さま』と呼ぶのはやめろ。虫けらと罵ののしられたいのか」

「こら～っ元清！　なぜ自分ではなく隆景を応援するんじゃ～！」

　隆元と両川姉妹は頭を抱かかえていた。幼い弟・穂井田元清は、次姉・隆景を厳島の女神・弁べん才ざい天てんの化け身しんと崇あがめる、熱ねつ烈れつなシスコンだったのである。その崇すう拝はいぶりは、少々三者の力の均きん衡こうが崩れればよいわという元就の予想を超こえていた。その元就は持ち前の「悪い予感」に囚われたらしく、一同を集めておきながら自分は神社に顔を出していない。

「はじめまして良晴さま！　今日が初対面ですが、あなたは景さまが慕したう殿との方がたですから、究極の英えい傑けつにして隆元兄上さま似の善人に違いありません。僕はお二人の仲を応援します！　景さまが烏からすが白いと言えば烏は白いんです！　さあさあ今すぐ景さまと祝言を挙げると誓ちかってください！　さもなくば、僕は村上水軍で手に入れたほうろく玉を抱えて自じ爆ばくします！　一寸の虫けらにも五分の魂です！」

「は、ハジメマシテ、元清ちゃん。いや、元清くん。ね、熱烈な小早川さん応援団なんだね……」

「そうです良晴さま！　父上さまから虫けらと呼ばれて毎日お腹なかを空すかせていた幼い頃……飢えた僕を哀れんだ景さまが『……宮島まんじゅう、やる。食え』と餌えさを与あたえてくださったあの日あの時……僕は景さまの幸福のためなら死ねる！　と生きる希望を頂いたのです！」

　元清の弟愛が痛すぎる……小早川隆景がぽっと照れて、目をそらした。

「あ、あれは、町まち興おこしのために宮島名物を試作していた時の余り物を恵めぐんでやっただけなんだから……」

「みみみ見ましたか、今、一いつ瞬しゆん照れた景さまのお顔を！　景さまは無表情でぶっきらぼうですが、ほんとうはお優やさしいお方なんですよ良晴さま！　さあさあ、今すぐに景さまと祝言を！」

「だ、黙れ、良晴の前でヘンなことを言うな！　引っ込め、虫けらめ～」

「ご褒ほう美びありがとうございます、ありがとうございます！　景さまのその、心がこもっていない棒読みの『虫けらめ～』を聞きたいために、この元清、瀬せ戸と内うちの海賊地じ獄ごく修行を生き延びて参りました！」

「や、やめろと言っている。よ、良晴？　この不ふ肖しようの弟が勇み足で自爆しても良晴のせいではない。良晴自身がその気にならないのに、無理に私と祝言を挙げる必要は……よ、良晴が好きになった子と祝言を挙げてほしい……」

「あ。いや。泣かないで、小早川さん。俺は小早川さんのことを嫌きらったりしていないよ。む、むしろ、逆だ。え、ええと……そ、その、俺は」

「……よ、良晴……」

「うわあ。両りよう想おもいじゃないですか！　おめでとうございます、景さま！」

「はうう。いいところだったのに邪じや魔まするな、虫けらめ～」

　良晴はもう気が気でない。まさかの「四人目」に追い詰つめられた。やりすぎたかな？　と気づいた元就は危機回かい避ひして姿を現さないし。隆元は「村上のところの海賊修行で何度も死線をさまよっているうちに、ますます隆景愛が強まったらしい」と頭をかいて苦く笑しようしているし。

　しかし良晴よりもあわてたのが、これで後がなくなった吉川元春である。

（しまった。隆景が元清を餌え付づけしたあの日、自分は大食いじゃけえ、試作したまんじゅうを全部食ってしもうとった。ふ、双子でありながら、食しよく欲よくの差が今日のこの生しよう涯がい初の敗北に繫つながるとは……！　無念！）

　元春は恋に一途である。初恋に敗れれば、この若さで生涯独身が確定する。うるうると涙なみだ目めになりながら、紙と筆を取りだしていた。

「じ、自分も、お、応援団を作ればいいんじゃ！　だが兄者は中立じゃし、元清は隆景を崇拝しとる。頼みのおやっさんはズル休み……ああもうっ！　こうなったら自分の応援団を自作するしかないんじゃ～！　ここで良晴を逃せばどうせ生涯独身！　腐っても構わんっ！」

　戦場では無敵無敗の元春だが、あまりにも強すぎる姫ひめ武将故の哀かなしさがここにあった。弟・元清としては、ひ弱い隆景のほうを支えねばならないと心に決めざるを得なかったのだろう。元春は「うおおおお」と半泣きになりながら──等身大の「応援団員」たちを紙の上に「描かき」はじめた。

「ひ、日ひノ本もとが誇ほこる美男子応援団のみんな～！　自分に力を貸してくれ～！　平家が誇る紅顔の美少年侍ざむらい『平たいらの敦あつ盛もり』！　説明不要、日ノ本最強の美男子『光ひかる源げん氏じ』！　そして！　真打ち『太平記』からは──二は十た歳ちで花と散った南朝最強の貴公子『北きた畠ばたけ顕あき家いえ』じゃ～！」

『やあ、ボク平敦盛！　人間二十年、夢ゆめ幻まぼろしの如くなり、ひとたび生を得て恋せぬ乙女のあるべきかだよ元春ちゃん！』

『光源氏です。いづれの御おおん時ときにか、毛利家の姫に、すぐれて時めきたまふありけり。それがあなたです──元春どの』

『暮れかかる程ほど、花の木の間に夕日花やかにうつろひて、山の鳥の声惜おしまぬ程に、吉川ちゃんの輝かがやきて出いでたるは、えも言はず面おも白しろし。吉川ちゃんはかわいくて綺き麗れいでそして強い。信しん玄げんなんかよりも吉川ちゃんにこそ、風林火山の軍旗が似合うよ！』

　絵に描いて切りだした「美男子応援団」を一人で操作しつつ、お人形遊びのようにそれぞれの応援団員の台詞せりふを、声こわ色いろを使い分けながら喋しやべりはじめた吉川元春を見ているうちに、良晴は「うっ。過か酷こくな戦場での日々が、実は乙女の吉川さんの心をこれほど腐らせて……不ふ憫びんな」と思わずもらい泣き。さしもの隆元も「元春……病が進行している」とこれには閉口して、

「目を覚ませ元春。それは紙に描いた墨すみだ。仕方がない、生きている男であるお兄ちゃんがお前の恋こい路じを応援してやろう」

　とやむなく元春に肩かた入いれしたから、こんどはブラコンの小早川隆景が、

「あ、兄者は、わ、私を見捨てるのか？　そんな。ぐすっ……兄者……」

　と泣きだしてしまい、衝しよう撃げきを受けた元清が「いいいいくら景さまのためとはいえ兄上さまを誅ちゆうせねばならないとは、虫けら弟の僕にはできません、ああどうすれば！　そうだ、僕が自爆して死の諫かん言げんを伝えれば！」とほうろく玉に火を付けようと暴れはじめ、いよいよ収拾がつかなくなった。

　そんな厳島神社の混乱は、船に乗った村上武たけ吉よしが届けてきた一通の手紙によって収まった。

「お前ら朝から賑にぎやかだな。大友宗麟からの手紙を預かったぜ、がはは。あの戦いくさ嫌ぎらいの豊ぶん後ごの姫大名、なにやら急にやる気を出したらしい」

「「「「「大友宗麟からの手紙!?」」」」」




　──毛利家に、未来人の殿方が流れ着いているそうだね。生きている未来人って、十じゆう字じ架かに掛かけられたデウスさまの像よりもずっと素す敵てきだね。きっと宗麟の運命の人なんだよ。毛利両りよう川せん姉妹しまいには、要らないよね。だってお兄ちゃんがいるもんね。というわけで相良良晴をもらい受けることにしたから。イヤなの？　よろしい、ならば合戦だね──宗麟




「まさか大友宗麟のほうからわれら毛利一家に宣戦を布告してくるとは……たとえ博多は譲ゆずれても、良晴は絶対に渡わたさぬ」

「おう、良晴は譲らんけぇ！　それだけは絶対にならん！」

「ほいっ！　姉上さまがた、良晴さまを賭かけて大友家と合戦ですねっ！　勝利のため、この虫けら弟の命をお使いください！」

「やれやれ。博多を巡めぐる攻こう防ぼう戦せんだったはずが、もっと厄やつ介かいな合戦になりそうだな、良晴」

　開戦すれば両川の姉妹ゲンカは収まりそうだが、とてつもなく面めん倒どう臭くさそうな姫大名・大友宗麟相手の北九州抗こう争そうは回避しないと困る。新たな難問に頭を抱える、われらが相良良晴であった。






































































　相良良晴、島津家久にお仕えするの巻







　相良さがら良よし晴はる、高校二年生はあわてていた。

　気がつくと、なぜか戦国時代の日ひノ本もとに召しよう喚かんされていたのだ。

「待て。なんでだよ。ここはどこだっ？　お狐きつねさまっ？　い、稲荷いなり神社!?」

　そんな良晴の目の前には──。

　それぞれ目鼻立ちのくっきりとした五人の美しい姫ひめ武将たちが、ずらりと勢ぞろいしていた。

「ここは九きゆう州しゆうの島しま津づ稲荷だよ～♪　島津家を守護するお狐さまが現れたよ、みんな～♪　島津四姉妹しまい会議恒こう例れいの、おみくじ大会にようこそ～♪　私が島津家長姉の義よし久ひさだよ。悪人目指して今日もがんばっているんだよ～。さあ、お狐さま。私たちが占うらなったおみくじに邪じや悪あく極まる答えを、さくっと。『島津に従属したばかりの相良義よし陽はると、義陽の親友の甲か斐い宗そう運うんを戦わせて、両家をボロボロにしてしまえ』という奸かん計けいを採用して！」

　よかった、これで悪い道を選んだのはお狐さまということにできて、私の徳人としての評判は揺ゆるがないよ……と、微笑ほほえむ姫武将の島津義久。お姉さんらしくほわほわとした笑顔の持ち主で、そして良晴が思わず生なま唾つばを飲み込みたくなるほどにおっぱいがでかい。

「姉上。島津家の重要な議題を、おみくじで決めるのはやめていただきたい。姉上の悪い癖くせだ。そもそも、この男は狐ではない。サルだ。明らかにサルの眷けん属ぞくだ。島津稲荷とは関かかわりのない物の怪けに違ちがいない……あ、私は島津家の二姉、島津義よし弘ひろという者。相良義陽への無む慈じ悲ひな出しゆつ撃げき命令には反対している立場だ。義陽と甲斐宗運とは、不戦を誓い合っている娘むすめと父親のような関係なのだぞ。あなたが島津家ゆかりのサルというのならば、是ぜ非ひ、反対に一票を。ゆかりがないのなら、あやかしのものとして、斬きる！」

　義久と見分けがつかないほどにおっぱいが大きいもう一人の姫武将・島津義弘。だがこちらは目つきが鬼おにのように鋭するどく、良晴を一目で睨にらみ殺せる闘気を放っていた。が、武ぶ闘とう派はでありながら、情に厚く義ぎ理り堅がたい性格らしい。

「義弘姉さん。私は出撃に賛成よ！　相良義陽がいつ何時、甲斐宗運と示し合わせて島津を離り反はんするか、わからないわ！　心底を見極めるためにも、戦わせる必要があるのよ！　あっ。私は島津家の三姉、島津歳とし久ひさよ。お前！　さっきから義久姉さんと義弘姉さんの胸ばかり眺ながめていて、私の存在に気づいてすらいないとはどういうことなのよ！　そうなのね。お前も、私を『胸が薄うすい、影かげが薄い、幸が薄い』と島津姉妹の余り物扱あつかいするつもりね！　無礼者のサルだわ！」

　美人で巨きよ乳にゆう揃ぞろいの島津四姉妹中、なぜか一人だけ胸が薄い島津歳久。口が悪いらしい。

「んにゃんにゃ！　おいは今こーっそり、『源げん氏じ物もの語がたり』の光ひかる源げん氏じみたいな運命の殿との方がたをおいに届けてください、と稲荷さまに祈いのっとったど！　そうしたら、社の中から、このおのこが！　おいの運命の殿方ぞ！　おいは、島津四姉妹の末妹、軍法担当の島津家いえ久ひさじゃ！　おんしは、誰だれぞ？」

　はじける笑顔。一人だけ、三人の姉とは歳が離はなれた、小こ柄がらな島津家久。

　身体からだはちっちゃいが、胸だけは義久・義弘に似て、ふくよかだった。

　その家久が「ぴょん」と良晴に抱だきついてきて、懐なついた。

　甲かつ冑ちゆうを着ているのが物ぶつ騒そうだけど、柴しば犬いぬみたいでかわいいなあ、と良晴は思わず家久の頭を撫なでていた。

「お、俺かい？　お、俺は、ええと」

「んにゃ!?」

「い、家久！　今は軍法会議中で、兵を出すか否いなかの大切なおみくじを引いていたところなのに！　あなたはどうして恋こい話などにうつつを抜ぬかして！　だいいちそいつは人間じゃないのよ、サルなのよーっ！」

「と、歳久ねぇ、だって。これは神意ぞ。おいの祈りがお稲荷さまに通じたんじゃ。伊い勢せ詣もうでをしたご加護があったど！」

「うーん。家久ちゃんって、戦いくさも好きだけど、恋物語も大好きだからねえ～」

「やれやれ、しかたがないな。今は相良義陽をどうするかを決めねばならない時なのだぞ、家久」

「そうそう。女の子たちの集まりにお招きいただいてありがたいが、これから、俺をどうするんだ？　もしかして、この五人の中から好きな女の子を嫁よめにしていいとか……ここって竜りゆう宮ぐう城かなにか？」

「なにを言っているのよ、あなたのことじゃないわよっ！」

「え？　俺のことだろ？　俺の名は──相良良晴だぜ？」

「「「「ええっ!?」」」」

　おみくじ会に興味なさげに「さっさと私に出撃命令を出せばよいではないか。相良家当主の私がここで甲斐宗運おじさまと潰つぶし合って倒たおれれば、島津家は相良家の領土を丸ごと手に入れられる。私ならば迷わずこの奸計を実行するがな。お人ひと好よしの主君を筆頭に四人もの姉妹でごちゃごちゃ会議したあげく、おみくじを引かなければなにも決められないとは、島津家は不合理だな」とうそぶいていた、肌はだの白い年上の姫武将が、ちらり、と良晴のほうに目線を送ってきた。

　うわっ。美人のお姉さんだ。でも島津四姉妹とは顔立ちが違う……どこかで、会ったことがあるような……!?

「相良義陽とは、私の名前だ。肥ひ後ご相良家十八代当主にして人ひと吉よし城主。島津に従属したばかりの姫武将だ……で、私とは似ても似つかぬサル面づらのニセサガラヨシハル、お前は誰だ。どこから来た？　まったく、迷めい惑わくだ」

「サガラヨシハル!?　ああっ！　肥後の相良義陽だったのか!?　ならば──もしかしたら、俺のご先祖さまかもしれない！　うちは九州出身なんだ！　そういえば、きみはどこか……俺の母さんに……似て」

「ご、ご先祖？　バカを言うな。わ、私はまだ、生き娘むすめだぞ!?　しかも生しよう涯がい、婿むこなど取らないと私は心に決めて……」

「婿を取らない？　それは困る。俺は、二十一世紀の未来の日本から来たんだ。ここで相良家が断絶したら俺は消えちまう、そんな気がする」

「さ、相良家には、い、妹の徳とく千ち代よという山育ちの野生児がいる。お前はおおかた、あいつの子孫なのだろう。どことなく似ているぞ」

　歳久が「それではこのサルは相良義陽が召喚したのかしら？　相良家ってサルを崇あがめていた家系だったかしら？」と首を捻ひねり、家久が「んにゃっ!?　そんなはずはなかー！　おいが呼んだんじゃ！」と良晴の首にぶらさがってきた。

　面めん妖ような。虚きよ言げんならば斬る、と義弘が一歩前進してきたが、良晴はひるまなかった。そうだ。義陽は、きっと俺の遠いご先祖さまに違いない。そう直感したのだ。護まもらなければならない。

「天意だかなんだかわからねーが、相良義陽を盟友の甲斐宗運と戦わせるのは俺は反対だ！　俺の知っている歴史では──相良義陽は新たな主君となった島津の命令に従って響ひびき野の原はらに布ふ陣じんするが、戦わない！　甲斐宗運との不戦の約束を守るために、陣を張ったまま──宗運に首を差し出すんだ！　島津への忠義と甲斐宗運との友情との間で板いた挟ばさみになって、死を選ぶんだ……！　ここまでやれば、島津家は相良家を無下には扱えない。取り潰せなくなる！　相良家の後こう継けい者しやに家を継つがせねばならなくなるって寸法さ！」

「よ、余計な未来を予言するな！　なんなんだ、お前は？　なぜ私の心の内を見み抜ぬいている!?」

　そんなことが、と義弘が思わず声を上げ、義久と歳久がうなずいていた。

「これじゃあ、出撃命令はくだせないね～。うんうん。なにごとも、お稲荷さまのご意志だよ」

「相良義陽。あなた、策士だとは思っていたけれど……自分を犠ぎ牲せいにして家を護ろうというその心根は天あつ晴ぱれだわ。でも、そうとわかった以上は、出兵は取り消しにしなくてはね。降将の義陽を討ち死にさせれば、島津家の威い信しんが落ちてしまう。今後の九州経営にも支障を来きたすことになるし、あなたに名などなさしめないんだからっ」

　相良義陽が「ちっ。これでは徳千代に当主の座を譲ゆずれぬ……余計な真ま似ねを。か、感謝などせぬぞ」と良晴を忌いま々いましげににらみつけ、そして良晴の首にぶらさがっていた家久は、

「相良良晴！　おんしは、よか男ぞ！　惚ほれた！」

　と歓かん声せいを上げていた。

　ふう。よかった。俺はどうやら、四百年昔のご先祖さまを間かん一いつ髪ぱつで救うことができたらしい……良晴は安あん堵どのため息をつき、そして、尋たずねてみた。

「……で、俺はどうなるの？　そろそろ家に帰っていい？」

「「「「「どうやって呼んだのかもわからないのだから、帰り道などないぞ」」」」」

「ヒエ～ッ!?　そんな無体な!?　戦国時代に勝手に呼んでおいて!?　このまま放ほう逐ちくされたら、俺、生きていけねえよう！　槍やりも弓も馬も苦手だしさっ！」

「……仕方ないな。そ、それでは、この肥後の太陽と呼ばれる私がこやつの主君に……と、徳千代の子孫ならば、扶ふ養ようする義務はあるな……うん」

「心配なか！　今日からこの家久の家臣になれ、相良良晴！」

「ああっちょっと待てっ！」

　──こうして、相良良晴は島津家久にお仕えすることになった。




　　　　※




「んにゃんにゃ！　相良さぁ、薩さつ摩ま揚あげはまだけぇ？」

　恋に恋する少女・家久は、伊勢詣での途と上じようで京の都に立ち寄り、「源氏物語」の名所を巡めぐる「聖地巡じゆん礼れい」を敢かん行こうするほどの乙女おとめ見習いだった。「軍法戦術の天才」の通り名を持つ武闘派姫武将ではあるが、戦がない日は家久のもとで厨ちゆう房ぼう係を務める良晴のところに押しかけてきて「未来料理、作って！　作って！」とおねだりしてくる。

　新しい妹ができたようで、良晴も元気な家久の相手をするのが楽しくてしかたがない。

　なにやら、三姉の歳久との間でわだかまりがあったようだが、良晴が相良義陽とその妹で庶しよ子しの徳千代との仲を取り持って「嫡ちやく子しも庶子も未来では関係ない！　家族は家族だろう！」と内城の相良屋や敷しきにともに住まわせるよう奔ほん走そうしているうちに、なぜか歳久と家久との仲も修復されていた。

「いや～鹿か児ご島しまは飯も美う味まいし景色も綺き麗れいだし、これで合戦さえなければいいところだな～。九州は相良家の故郷なんだから、落ち着くのも当然か。ちょっと桜さくら島じまの煙けむりがけぶいけどな」

「あはは。今朝も、へがふっちょ！　そいで、薩摩揚げはまだけぇ？」

「そろそろ揚がるところだ。でもな家久。油ものをあんまり食べるとお腹なかが出るぜ」

「おいは毎日甲冑を着て馬で駆かけちょるから、いくら食ってもおっぱいしか膨ふくらまん！　もっと食べにゃ、義久ねぇや義弘ねぇみたいに背の高い美人にゃなれん。じゃどん、どしどし揚げて～！」

「……そうだな。家久は案外、食が細い。せっかく八頭身の巨乳美人になれる体質を持ちながら、歳久みたいな瘦やせっぽちに育っちまうと、ちょっともったいねえな。まあ、ああいうモデル体型の美人もいいけれど……」

　桜島を見下ろせる厨房で揚げ物を作っている良晴の背後。どすん、と柱に手しゆ裏り剣けんが突つき立ったのは、かわいい妹の家久がサルに襲おそわれないかとはらはらしながら良晴を見張っている歳久が投げてきたからだろう。

「おわっびっくりしたっ？　歳久も、忍にん者じやみたいに森の中から見張っているくらいなら、出てきて一いつ緒しよに薩摩揚げを食えばいいのに」

「歳久ねぇに胸の話はやめて、とめて～！　相良さぁ、暗殺されちゃうど！」

　ぴょん、と子こ兎うさぎのように跳とんできた家久に、膝ひざの上に乗られてしまった。盾たてになってくれたのだろう。今朝は甲冑を脱ぬいでいるので、軽い。家久の髪かみって、なんだかいい匂においがするな……と良晴は不思議に思った。

「そうやってなにごとも禁きん忌きにするから、問題を解決できなくなっちまうんだぜ家久。島津四姉妹のうち、歳久だけが胸が薄いのって、やっぱり食が細いからか？　歳久だってまだ乙女の年とし頃ごろだし、食生活によって改善できるかもしれないぜ？」

「ほんとけ？」

「もっとも、歳久だけお母さんが違うのならば、一人だけ体質が異なる可能性もあるけどな。だがその場合も、お父さんが同じならば、胸が大きくなる体質かどうかは半々だろうし、おっぱいをでかくする努力をあきらめることはないぜ！　未来では、女の子はみんなおっぱい大きくなってるからな！　食べ物が違ちがうんだよ！　鶏とり肉にくに含ふくまれるカルノシンとか！　タンパク質豊富な牛の乳とか！　やっぱ、遺伝より食べ物だぜ！」

　うう。お母さんが違うのは、おいのほうなんじゃ、歳久ねぇたち三人の姉さんはみな同じお母さんなんじゃ、と家久が眉まゆを下げてうなだれたので、良晴は「えっ？　そうなのか？　気がつかなかった」と家久の頭をわしゃわしゃと撫でていた。

「四姉妹しまいのうち、瞳ひとみの色が、おいだけ違うど。わからんかったん？」

「言われてみれば……でも島津四姉妹はみなそっくりだぜ。九州美人らしい顔立ちっていうかさ。とりわけ家久は、義弘を子供にしたみたいな感じで、二人は特によく似ている。戦バカなところとか。だいいち、あの三人のお姉さんたちはこれでもかというくらい、末っ子のお前を溺でき愛あいしてるじゃねーか」

「ほんと？　ほんとに、わからんかった？」

「ああ。むしろそういう家庭の事情があるとすれば、てっきり、一人だけ胸が薄くて口の悪い歳久かと」

　どすっ、と良晴の頭に棒手裏剣が突き立ったが、手加減されていたせいか脳には到とう達たつしておらず、家久が「んにゃっ？」と素す早ばやく引き抜いて傷口をぺろぺろと舐なめてくれたので幸い命に別状はなかった。ただし、驚おどろきのあまり心臓が一いつ瞬しゆん止まりかけたのは家久には内ない緒しよだ。

「よ、義陽と徳千代もお母さんが違うせいかぎくしゃくしていたが、男が簡単に死ぬ戦国時代では家系を絶やさぬために正妻以外の妻を迎むかえるのはよくあることらしくて、今は二人、仲なか睦むつまじく暮らしているぜ」

「んにゃ！　相良さぁが『俺のご先祖さま同士なのに、頼たのむから仲なか違たがいしないでくれよ～！』と泣きながらがんばったからじゃ。おいと歳久ねぇも、おかげで仲直りできた。相良さぁのおかげじゃ」

「え？　俺、なにかしたっけ？」

「ふふ。相良さぁは、まっこと、よかにせじゃ。薩摩揚げ、そろそろ食べてもいいけぇ？」

「おう。食え、食え！　早く、義久や義弘みたいなおっぱいの大きな女の子になるんだぜ！」

「まだでかいほうがええん？　今でももう、けっこうでかくて困っちょるぞ」

「そうだなあ。家久は身体からだがちっちゃいから、相対的には大きいが、絶対的な大きさという点ではまだお姉さんたちに及およばないな！」

「僧体とか舌ぜつ体たいとか、未来語はようわからんど！　それにしても薩摩揚げは、美味か～！　あむあむあむ」

「日ノ本の料理の歴史をちと変えてしまっているが、九州最強のご当地料理・博はか多たラーメンの開発まではあと一歩だ。楽しみにしていろよ。ただし！　博多ラーメンは炭水化物・塩分・脂し肪ぼう・カロリーという四重の罠わなを持つ諸もろ刃はの剣つるぎだから、食い過ぎ注意な」

「んにゃ！　相良さぁ、おまいは島津家にお稲荷いなりさまが送ってくれた福の神みたいな男じゃな。い、いずれ、お、おいの婿になれ！」

「む、婿っ!?　げほげほげほ。そ、そ、それは……祝しゆう言げんは、幼い家久には、ま、まだ早い……」

「きゅ、九州有数の名門・相良家の血をひいとる相良さぁなら、互たがいの家格も問題なか！　む、婿になると約束すれば、たくさん食べて、義久ねぇと義弘ねぇくらいおっぱいでかくしてやるど？」

　毎日好きなだけ触さわらせてやるど。それでもだめけぇ？　と家久がかわいく小首を傾かしげるので、良晴は思わず「はいわかりました」とうなずきかけたが、こんどは「姉より先に嫁とつぐ妹などいないのよ～怨うらみ～」と書かれた矢文が額にぐさっと突き立ったので、うなずくことができなかった。

「んにゃ!?　も～！　歳久ねえ、邪じや魔まするのはやめてとめて～！」




　その日の夜──内城の相良屋敷に「ふい～家久に捕つかまるとなかなか家に帰してもらえねえ」と額に巻かれた包帯を撫なでながら良晴が戻もどると、「相良家当主」の相良義陽が青ざめながら正座して良晴の閨ねやで待ち構えていた。

「……やれやれ良晴。ずいぶんと遅おそかったではないか。今日も、島津の末っ子と乳ちち繰くり合っていたのか？　年とし端はもいかぬ娘むすめを相手に……変態にも程ほどがあるな。それとも、まさか義久や義弘の牛のような下品な乳でも揉もんでいたか？　お前のような恥はずかしいサルがわが相良家の子孫だなどとは認めがたい。潔く、腹を切れ」

　額にぴきぴきと青筋を浮うかべていた。義陽は肌はだの色が真っ白いので、怒おこるとすぐにわかるのだ。

「ヒエッ!?　どうして怒ってるんだよっ？　つーか、ここは俺の寝しん室しつだからっ！　勝手に入ってこないでくれ～！　なんで寝ね間ま着き姿なんだよ～？」

「お、お前があの乳が薄うすくて幸の薄い、あまつさえ尻しりまで小さな女に何度も手裏剣や矢で攻こう撃げきされていると聞いてな。しかも、家久に婿むこになれと迫せまられたとか。今宵こよいから、相良家当主である私がお前に添そい寝ねして護まもってやることにした。泣いて喜べ。た、ただのご先祖としての義務だからな」

「えええっ!?」

「け、決して、家久にお前を横取りされたくないから張り合っているとか、既き成せい事じ実じつを作ってしまったものの勝ちだとか、周期的に見て今日は子作りに絶好の夜だとか、そういう陰いん謀ぼうを企たくらんでいるわけではない。さあ、安心して私の横に寝ろ」

「待ってくれ～！　俺と義陽とは同じ相良一族の子孫とご先祖さまで……もしも一線を越こえたら、なにかすげーまずい気がするっ！」

「お、お前は徳千代の子孫だと言っているだろうに。私はすでにそう確信している。下品で声がでかくてサルっぽいところ、お節せつ介かいなところ、私にいちいち懐なついてきて面めん倒どうをかけるところ、なにもかもがそっくりだ。顔は似てないがな。徳千代は愛らしいが、お前はサルと人間の中間的存在にしか見えん。だ、だが、お前が徳千代の直系の子孫ならば、同族とはいえ私と結ばれても、問題はない」

　島津の娘などに靡なびいた罪を認めてこの場で腹を切るか、相良家当主の私との添い寝を承知して自分が相良家の家族であることを認めるか、二択たくだ、と義陽が唇くちびるを嚙かみながらにらみつけてくるので、良晴は「そ、添い寝させていただきます」とうなずいて布ふ団とんの上に大の字に転がっていた。

　義陽と同じ日に生まれながら、庶子だったために人吉城から追い出され、八やつ代しろの山で野生化して熊くまとともに暮らしていた徳千代。

　その徳千代と義陽の関係を修復してともにこの相良屋敷で暮らさせるために良晴はしばらく奔走していた。徳千代自身はずっと義陽を慕したっていて、義陽のほうにとある理由があって徳千代を遠ざけていたのだが、良晴は粘ねばり強く義陽の話を聞きだし、何度も殴なぐられ罵ののしられながらもかたくなな義陽の心をゆっくりと開かせて、そして──義陽がずっと徳千代に打ち明けられなかった「相良家に隠かくされた真実」に辿たどり着いた。

　義陽がついにその「真実」を良晴に打ち明けた夜、義陽は良晴にすがりついて、一晩中子供のように泣き続けた──。

　これでよかったんだ、俺が戦国時代の九州に来たことに意味はあったんだ、と良晴は義陽と徳千代、互いにすれ違い続けるはずだった未来を明るい方向へと変えることができて心の底から喜んだ、のだが──。

「なんで俺まで相良屋敷で暮らさなきゃならねーんだよ。しかも義陽が添い寝って」

「うるさい。お前は私の命の恩人だぞ、一応は。と、徳千代との仲まで取り持ってくれたのだしな。だから、島津の乳の薄い女からお前を護ってやる。それが私の義務だ。本当ならば、家久の屋敷の厨房で働かせるのも、イヤなのだ。そこを、折れてやっているというのに」

「……ふ、深情けが過ぎると思います。お、俺は一応、お年頃の男子でして。いくら相良一族同士とはいえ、こうして美人のお姉さんに添い寝されれば、タガが外れる可能性が」

「べ、別に構わんぞ。夜よ這ばいをかけてくる者が他ほかの男ならば問答無用で刺し殺さつするが、徳千代の子孫がするおいたならば、甘んじて見み逃のがしてやる。あ、あんまり変態じみた真ま似ねは困るが。そ、それに、今宵二人の間に間違いがあれば、確実に孕はらめそうだからな……あ、いや、げふんげふん」

「ははは鼻血が吹ふきだしそうだから、挑ちよう発はつするのはやめちくり～！」

　義陽が頰ほおを赤らめながら、良晴の首にそっと自分の腕うでを回してきた。

　気がつけば、ぱふっ、と義陽の胸むな元もとに顔をうずめてしまっている。

「はぁ……お前はまったく鈍どん感かんな男だな。子供なんだから、しかたがないか。いずれ、相良家の家か督とくは徳千代に譲ゆずることにする。私はその時、自由の身になる。良晴。私の、婿になれ。お前の行きたいところへ行こう。お前がやりたいことをやろう。お前は妙みように織お田だ家が気になるようだが、織田家へ仕えるのもいい。拾われた島津家に忠義を尽つくすというのならば、それでもいい。私は、お前に与あたえられたこの命を、お前のためにすべて捧ささげてやろう」

　ただし、島津家の女にはお前は決して渡わたさん、お前は私のものだ、と義陽が耳元で囁ささやいてきた──甘い吐と息いきとともに。良晴はもう、平常心を保てない。（待て！　もしも徳千代ちゃんじゃなくて義陽のほうが俺の直系のご先祖だったらどうする!?　タイムパラドクス的に、少々まずいことになるんじゃないかっ!?）と理性が忠告するが、感情が暴走した。

「よ、よ、義陽。や、や、やり過ぎだぜ。お、お、俺は、も、もう」

「おや？　俺はもう、なんだ？　この先に進む勇気があるか？　ふふっ」

「あ、あ、あ、あるともさっ！」

「ほう？　私の唇に、接せつ吻ぷんできるか？」

「で、で、できる！」

　ああ。相良良晴、消しよう滅めつの危機！

　身体が半分透すけているが、睦むつ言ごとの経験がない二人とももうテンパっていて、気づいていない！

　だが、その時──。

「待て待て待て～い♪　天知る、地知る、お姉ちゃんが知る！　相良良晴のお嫁よめさんを誰だれにするかは、天意次し第だい！　島津家名物の、おみくじを引いて決めるよ～♪」

「んにゃんにゃ！　やっぱり義陽が相良さぁを襲おそっとったど～！　やめてとめて～！　義久ねぇ、女の色気ではおいはまだまだ義陽には勝てんど！　おみくじで勝負させてっ！」

「ごほ、ごほ。ま、まったく。一族同士で、なんという嫌いやらしい睦言を……け、けしからん。い、家久。お前の婿にするには、この男はちとまずいのではないか。顔形は月並みだが、なんとも女によ人にんに好かれてやまない相が出ている。そ、そういう意味では、未来から来た光源氏と言ってもいいのかもしれん」

「相良義陽！　お前は島津家が飼っているそのサルを籠ろう絡らくして、またしても謀む反ほんをもくろんでいるに違いないわ！　断じて認めないわよ。邪魔してやる、邪魔してやるんだからっ！　島津家に従属した姫ひめ大名が、私たちより先に嫁ごうだなんて……九州はそんなに甘くないのよー！」

　島津四姉妹が、いっせいに良晴の閨へと乱入してきたのだった。

　義久は、「いやあ楽しいねえ、わくわくするねえこういう修しゆ羅ら場ばでのおみくじはね～」と微笑ほほえみながら、両手で「おみくじ箱」を抱かかえている。

　家久は「おいの相良さぁじゃっ！」と良晴の背中にぴょんと張り付いてくるし、義弘は「わ、私はこういう空間はどうも苦手で」ともじもじ照れながらも義陽の動きを制するために刀の柄つかに指をかけているし、そして歳久は「家中を分断しかねない祝言問題がこじれれば、おみくじに従う。これが島津家の家法よ！　なにがなんでも、相良義陽！　お前を私より先に嫁がせるわけにはいかないわ！」と手しゆ裏り剣けんを掲かかげている。

「きっ、貴様らっ!?　勝手に相良屋や敷しきに入ってくるなーっ！　邪魔だ、ああ、邪魔すぎるっ！　私は今、良晴と将来を語らっていたところなのだぞ。さっさと帰れっ！　帰らねば徳千代を起こして、犬いん童どうに貴様ら四姉妹全員、食わせるぞっ！」

「はったりだね相良義陽。野生児の徳千代ちゃんは明け方まですやすやだよ～♪　たぶん殴っても起きないよ♪　日の出とともに目覚め、日の入りとともに眠ねむる子だから♪　さあさあ、相良良晴くんっ！　潔く、おみくじを引いて、引いてっ♪　引くのは、一枚だけだよ～。その一枚に書かれていた名前の女の子が、あなたのお嫁さんで～す♪」

「相良さぁ。確率は二分の一ぞ。おいを引いて、引いて！　お願い！」

「良晴、私を引き当てろ！　いいなっ！」

「ううう。待ってくれ。家久と義陽、俺はどっちも選べねえええ～！　こ、こういう問題は、もっとこう、じっくりと時間をかけてだなあ……今すぐおみくじで嫁を決めるなんて、あまりにも理り不ふ尽じんだっ！」

「……か、確率は三分の一だ、相良良晴。わ、私も立候補しておいたからな。ああ、いや、決して悪気はないのだ。できれば家久を当ててもらいたい。し、しかし、二分の一の確率で義陽にお前を持っていかれるのはあまりにも島津家にとって痛いのでな。も、もちろん、私を引き当てて嫁にしても、家久との閨も交代交代で認めてやるから問題ない。げふんげふん」

「ヒエッ!?　よ、義弘さん、なにを言いだすんですかっ!?　あなたは島津最強の武神で、男との恋こいの道には興味がないはずではっ!?」

「そ、そなたは私という孤こ高こうの武人を英えい雄ゆうとして、そして女性としても尊敬し認めてくれる人だから特別……というわけではない。あくまでも島津家の勝率を上げるためだっ！」

　良晴は「あっ」と叫さけんだ。そうだ。そういえば俺は義弘と二人きりになった折に、戦国の名将・島津義弘に自分がどれだけ憧あこがれていたか、戦国ファンとして何度も熱く語った！　まさかそれがこんなことに!?

「いいえ。確率は四分の一よ、義弘姉さん。私も立候補してやったから。理由はただ一つ、姉より先に嫁とつぐ妹など認めないからよーっ！　お、お前の男気に惹ひかれただとか、家久への優やさしさに心をときめかせたとか、お前を婿にしたいとか、そんなことはまったく考えていないのよ相良良晴！　これはあくまでも嫌がらせよ！」

　ああっ。歳久まで？　俺をじっと監かん視ししているうちに、そういうことになったらしい！

「んにゃんにゃ!?　義弘ねぇ？　歳久ねぇ？　やめて、とめて～!?」

「どういうことなのだ良晴！　私という者がありながら、お前はこの三人の姉妹と同時に浮うわ気きを!?　わわわ私を外したら承知しないぞ！」

「ヒエ～ッ。どうすればいいんだああああ!?　ええい！　こうなりゃヤケだっ！　全部のおみくじを一手に握にぎりしめて、全部引いてやるっ！」

「ダーメ。一枚だけだからっ♪」

　良晴は箱に手を突つっ込んですべてのおみくじを摑つかんだが、義久にぺしりと手の甲こうを鞭むちで打たれて、一枚しか取り出せなかった。その一枚に書かれていた姫武将の名は──。

「勝者は──この、島津義久ちゃん！　やったね！　みんな～、まさか私が立候補していたとは知らなかったよね～。驚おどろいた？　こういう時はぁ、当主が婿むこ殿どのを黙だまって持っていくのがいちばん公平な裁きなんだよ！　わくわく。私はこれで名実ともに、九州一の大悪人になれたよおおおおお！」

　アカン。義久を睨にらむ四人の視線が、完全に逝いってしまっている。これより薩摩を舞ぶ台たいに血で血を洗う九州の修しゆ羅ら雪ゆき姫たちの戦いがはじまる、と良晴は合がつ掌しようした。
















































































































































































































　　　あとがき




「姫ひめ武将録」のあとがきをお願いします！　と担当編集者に依い頼らいされたのですが、実は春日は18巻の執しつ筆ぴつで精せい一いつ杯ぱいでこちらではほとんどなにもしていないので、担当さん、ライターさん、みやま先生、深ふか井い先生、ありがとうございます＆お疲つかれさまでした！　と関係者各位にお礼を申し上げる他に特に書くことはなく──ではまずいので、この文庫に収録されているＳＳについての思い出を少し。信のぶ奈なルート固定の本編では決して実現できない「良晴が信奈以外の姫武将にお仕えしたＩＦ話」勢ぞろいで、けっこうなボリュームがありますが、担当編集が、これを一週間で全部書けって言うんですよ。しかも二本は書き直させられましたし。マシリトか。酷ひどい話ですが、プレイ開始時に好きな姫武将お仕えルートを選せん択たくできる「アドベンチャーゲーム織田信奈の野望」構想を夢見てきた春日としては、そのパイロットバージョンのつもりで頑がん張ばって書きました。死ぬかと思いました。

　あ、武将パラメータの数値は春日が設定しました。能力値のインフレを排はいしたので「信長の野望　武将風雲録」準じゆん拠きよの厳しめの数値となっていますが、五ご虎こ大将軍の合計数値が全員「３３４」になっているなど、隠かくしネタがいろいろ盛り込まれていますので、探してみていただければ。信奈本編の今後の展開に関わる伏ふく線せんもあるかもしれません。もちろん、この武将データをお手持ちの戦国ゲームに手動登録してプレイしてもらってもけっこうです。良晴と信奈がゲーム世界で天下布武するリプレイ動画が観たいなあ……なんて……。いや、自分でやれって話なんですけどね。なかなか時間がないわけです（汗あせ）。

「織田信奈の野望」も、２００９年にスタートしておかげさまで足かけ９年。途と中ちゆう、いろいろありましたが、ＫＡＤＯＫＡＷＡさんのご厚意と読者のみなさまの応おう援えんのおかげでついに念願の「関ヶ原編」まで到とう達たつできました。「織田信奈の野望」の物語のクライマックスとなる「関ヶ原編」は、日ノ本全国から集結したたくさんの武将が登場する群像劇ですから、「これ誰だれだっけ？」となるかもしれません。そんな時は、この「姫武将録」をハンドブック代わりとして参照していただければ。

　あとは「無印」と「全国版」の差さ違いをチェックしているページが読み所ですかね。いったん書いて出版した原げん稿こうを後で書き直しはじめるときりがなくなるのですが、手て塚づか治おさ虫む先生と京きよう極ごく夏なつ彦ひこ先生を尊敬するあまり、直してしまいましたよう。一種の職業病なのかもしれません。すいません。11巻以後は直しません！　たぶん……。

　そんなわけで「織田信奈の野望」の物語はいよいよラストスパートです！





春日みかげ









あとがき





　「織田信奈の野望」という作品に参加させていただいて、もう８年になります。

　その間にドラマＣＤになったり、コミカライズされたり、ＴＶアニメになったり、出版社が変わったりと色々な出来事がありました。なにせドラマＣＤから蜂須賀五右衛門役で声を当てていただいた金田朋子さんが結婚して、子供まで生まれるほどの年月です。その一事からも、どれほど予測のできない長い年月かが窺い知れるというものです。あのミニミニミクロ電子幼稚園の朋先生がですよ！

　閑話休題。さて、通常ひとつのラノベ作品がこれだけ長期間にわたって継続することはありません。ひとえに日本全国に取材に繰り出す春日先生の熱意と、戦国時代の怒涛の情報量を読者にわかりやすく切り詰める才筆あってのことと思います。時には私のつまらない思いつきやアイデアを、広い度量で拾い上げては最高のエンターテイメントに昇華していただいて、望外に喜んでおります。そしてなかなか上手く捻出できないイラストの作業時間を、魔法のように調整していただいている担当のＴ氏にも感謝の念に堪えません。

　今後いよいよ佳境に入っていく「織田信奈の野望」ですが、微力ながらも力を添えられるようにイラストを描き上げたいと思います。

　最後に、長くシリーズを支え続けてきて頂いた読者のひとりひとりに感謝を込めて、ありがとうございます。






みやま零
















あとがき





深井涼介です。

『天と地と姫と』のイラスト、キャラクターデザイン等を担当させて頂いています。

既に形が出来上がって長い、この『信奈』の世界観の中へ参加していただきたいというお話を伺った時、少しばかりの不安もありましたが、何よりもそのお役目を任せていただける事への大きな喜びがありました。

戦国時代は、輝くように強く生きる命と、失われて消えてゆく命がたくさん存在した激動の時代です。

春日先生、みやま先生が描いていく『信奈』の世界と、そして元の歴史の流れを改めて見つめながら、

「自分なら、どういう姿で彼女ら、彼らに存在して欲しいだろうか？」

と、常に思いを馳せつつ練っていったデザインと、そしてそれらを動かしてゆくイラストのお仕事はまるでどこか、遠い昔に別れてしまった人との思い出話を自身がゆっくりと語っているかのような感覚でただ楽しいだけではない、とても不思議な気持ちになるものがあります。

そんな自身が描いてゆく『天と地と姫と』のビジュアルに対し、常に高評を下さる春日先生、みやま先生、そして担当さんには本当に心から感謝しています。

まだまだ、「もっと可愛く」「もっとかっこよく」「もっと気持ちが伝わるように」と、向上心も情熱も尽きません。一人でも多くの読者さんに「いい画の作品だな！」と思っていただけるよう、これからも頑張ります。






深井涼介
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相良良晴、明智光秀にお仕えするの巻


アニメイト「織田信奈の野望　天下統一フェア」近畿地方限定特典



相良良晴、伊達政宗にお仕えするの巻


アニメイト「織田信奈の野望　天下統一フェア」北海道・東北地方限定特典



相良良晴、武田信玄にお仕えするの巻


アニメイト「織田信奈の野望　天下統一フェア」関東地方限定特典



相良良晴、上杉謙信にお仕えするの巻


アニメイト「織田信奈の野望　天下統一フェア」北陸地方限定特典



相良良晴、今川義元にお仕えするの巻


アニメイト「織田信奈の野望　天下統一フェア」東海地方限定特典



相良良晴、毛利一家にお仕えするの巻


アニメイト「織田信奈の野望　天下統一フェア」中国・四国地方限定特典



相良良晴、毛利一家で奮闘するの巻


「織田信奈の野望　全国版14」＆「ドラゴンマガジン２０１６年３月号」アニメイト限定連動特典



相良良晴、島津家久にお仕えするの巻


アニメイト「織田信奈の野望　天下統一フェア」九州・沖縄地方限定特典










春日みかげ

●かすがみかげ



この数年、健康だったのは三日くらいなのですが、ＫＡＤＯＫＡＷＡの年始パーティ直前に生まれてはじめてインフルエンザにかかってみやま先生や深井先生にお会いできなかったのは残念至極でした。体力をつけて来年のパーティこそは！　歩け脚よ。鍛えろ筋肉。ゲームは一日一時間！


















カバー・口絵・本文イラスト／みやま零

カバーデザイン／アフターグロウ

口絵・本文イラスト／深井涼介

ライティング協力／瀧田伸也

　　　　　　　　　中島泰司（ユークラフト）










織お田だ信のぶ奈なの野や望ぼう　姫ひめ武ぶ将しよう録ろく
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